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平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
、
第
四
囘
東
シ
ナ
海
問
題
研
究
會
で
口
頭
發
表
を
し
た
際
に
配
布
し
た
チ
ャ
イ
ナ
語
資
料
は
、
同
日
早
朝
に
倉
卒
の
間
に
成
り
、
急
ぎ
印
刷
し
た
も
の
で
、
往
々
に
し
て
字
句
の
誤
り
が
有
っ
た
。
そ
れ
を
三
月
十
日
ま
で
に
修
訂
し
、
印
刷
製
本
の
上
で
國
會
圖
書
館
に
獻
本
し
た
。
今
、
三
月
十
日
の
チ
ャ
イ
ナ
語
か
ら
和
譯
す
る
。
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
引
用
漢
文
及
び
所
據
版
本
名
は
削
除
す
る
。
各
箇
所
を
確
認
す
る
に
は
國
會
圖
書
館
所
藏
チ
ャ
イ
ナ
語
原
本
を
ご
覽
頂
き
た
い
。
機
會
が
あ
れ
ば
チ
ャ
イ
ナ
語
原
本
も
廣
く
刊
行
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。
東
京
財
團
・
中
華
人
民
共
和
國
社
會
科
學
院
日
本
研
究
所
第
四
囘
東
シ
ナ
海
問
題
研
究
會
發
布
資
料
日
時：
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
午
後
一
時
地
點：
湘
南
國
際
村
い
し
ゐ
の
ぞ
む

、
竝
び
に
自
印
（
平
成
二
十
八
年
三
月
十
日
、
字
誤
を
補
訂
す
）
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第
一
議
明
國
清
國
の
領
域
の
限
界
【
官
定
の
領
土
界
線
】
御
製
『
大
明
一
統
志
』（
西
暦
千
四
百
六
十
一
年
）
卷
七
十
四
「
福
建
・
福
州
府
」：
「
東
の
か
た
海
岸
に
至
る
、
一
百
九
十
里
あ
り
。
西
の
か
た
延
平
府
南
平
縣
界
に
至
る
、
二
百
五
十
里
あ
り
。
南
の
か
た
、
興
化
府
田
縣
界
に
至
る
、
二
百
三
十
里
あ
り
。
北
の
か
た
、
浙
江
温
州
府
平
陽
縣
界
に
至
る
、
六
百
三
十
里
あ
り
。」
劉
江
永
教
授
の
觀
點：
こ
の
記
述
は
た
だ
距
離
の
み
示
し
、
海
岸
が
界
で
あ
る
と
示
し
て
ゐ
な
い
。
（
劉
江
永
「
事
實
は
雄
辯
に
勝
る
、
釣
魚
島
は
確
か
に
中
國
に
屬
す－
－
－
－
釣
魚
島
問
題
上
の
日
本
某
學
者
の

説
を
評
す
」、『
日
本
學
刊
』
２
０
１
３
年
第
四
期
所
收
）
議
劉
教
授
は
原
書
の
該
葉
を
研
讀
し
て
ゐ
な
い
や
う
だ
。
原
書
に
は
更
に
西
南
北
三
方
の
「
界
」
が
有
る
。
各
種
方
志
の
「
疆
域
」「
封
境
」
等
の
卷
内
に
は
全
て
限
界
の
記
載
が
有
る
。
多
く
の
方
志
中
の
福
建
東
界
に
つ
い
て
は
鄙

「
尖
閣
釣
魚
列
島
雜
説
七

」
參
照
。（
長
崎
純
心
大
學
『
こ
と
ば
と
人
間
形
成
の
比
較
文
化
研
究
』
所
收
、
平
成
二
十
五
年
刊
、
本
論
壇
の
第
二
囘
で
參
會
全
員
に
贈
呈
濟
み
）
明
・
蕭
崇
業
・
謝
杰
『
使
琉
球
録
』
卷
上
（
萬
暦
七
年
に
東
渡
）：
「
彼
の
國
の
夷
船
、
を
以
て
期
す
、
宜
し
く
境
上
に
候
ふ
べ
し
。
乃
ち
戊
寅
の
年
、
獨
り
爽
し
て
至
ら
ず
。」
議
琉
球
船
は
江
口
の
出
境
處
で
例
と
し
て
季
節
風
を
待
つ
。
方
志
所
載
の
海
岸
の
界
と
併
せ
て
證
と
な
る
。
筆
者
は
當
初
、
前
の
二
度
の
接
封
船（
陳
侃
及
び
郭
汝
霖
を
迎
接
す
る
）
を
指
す
と
誤
解
し
た
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
毎
年
の
や
う
に
往
來
す
る
朝
貢
船
、
接
封
船
等
の
一
切
の
琉
球
船
を
含
ん
で
ゐ
る
。
數
百
年
間
に
往
來
數
百
度
、
明
清
船
よ
り
も
二
三
十
倍
多
い
。
〔
〕
季
節
風
。
〔
期
〕
定
期
的
に
例
行
す
る
。
明
國
茅
瑞
徴
『
皇
明
象
胥
録
』
卷
一
「
琉
球
」：
「
往
く
に
西
南
風
を
以
て
し
、
孟
夏
を
期
す
。
歸
る
に
東
北
風
を
以
て
し
、
季
秋
を
期
す
る
。」
〔
戊
寅
〕
萬
暦
六
年
、
西
暦
千
五
百
七
十
八
年
。
明
・
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
卷
上
（
萬
暦
三
十
四
年
）：
「（
藩
司
呉
公
の
派
遣
官
は
）
渡
海
所
用
の
金
銀
酒
器
、
共
じ
て
二
百
三
十
餘
兩
を
以
て
境
上
に
追
送
す
。
予
ら
皆
な
固
く
こ
れ
を
却
す
。」
議
何
の
境
か
を
書
か
な
い
が
、
夏
子
陽
は
境
を
離
れ
渡
海
す
る
の
で
、
海
岸
の
境
だ
け
し
か
無
い
。
〔
境
〕
康
煕
字
典：
「
疆
土
こ
こ
に
至
っ
て
竟
る
な
り
」
〔
藩
司
呉
公
〕
萬
暦
三
十
四
年
福
建
布
政
使
呉
氏
は
考
察
を
要
す
る
。
康
煕
『
福
建
通
志
』
卷
二
十
一
「
職
官
二
」
及
び
神
宗
實
録
に
よ
れ
ば
、
萬
暦
六
年
に
呉
文
佳
を
昇
格
さ
せ
、
九
年
に
呉
一
瀾
を
昇
格
さ
せ
、
と
も
に
福
建
右
布
政
使
と
し
た
が
、
他
に
は
無
い
。
乾
隆
末
『
大
清
一
統
志
』
卷
三
百
二
十
四
「
福
建
省
」：
「
東
の
か
た
海
に
至
る
、
一
百
里
あ
り
。
西
の
か
た
江
西
寧
都
州
瑞
金
縣
界
に
至
る
、
八
百
五
十
里
あ
り
。
南
の
か
た
海
に
至
る
、
二
百
八
十
里
あ
り
。
北
の
か
た
浙
江
處
州
府
龍
泉
縣
界
に
至
る
、
七
百
里
あ
り
。
東
南
の
か
た
海
に
至
る
、
二
百
八
十
里
あ
り
。
西
南
の
か
た
廣
東
嘉
應
州
界
に
至
る
、
一
千
二
百
里
あ
り
。
東
北
の
か
た
、
浙
江
温
州
府
平
陽
縣
界
に
至
る
、
五
百
十
五
里
あ
り
。
西
北
の
か
た
浙
江
衢
州
江
山
縣
界
に
至
る
、
八
百
二
十
五
里
あ
り
。
其
の
臺
灣
一
府
は
、
海
島
に
懸
設
す
、
省
を
距
た
る
こ
と
水
程
十
一
更
の
外
、
五
百
四
十
里
あ
り
、
生
番
と
界
（
三
〇
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３５７―
を
接
す
。」
議
乾
隆
時
代
は
臺
灣
島
の
西
岸
を
侵
奪
し
て
久
し
い
が
、
こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
福
州
と
鷄
籠
と
の
中
間
海
域
が
清
國
の
領
海
で
な
く
、
現
代
の
公
海
に
似
て
ゐ
る
。
册
封
船
は
福
州
か
ら
出
航
し
、
先
づ
大
陸
の
海
岸
で
界
外
に
乘
り
出
し
、
然
る
後
鷄
籠
の
新
界
の
北
を
掠
め
て
釣
魚
嶼
へ
進
む
。
康
煕
中
蒋
毓
英
『
臺
灣
府
誌
』
卷
一
「
封
隅
」：
「
臺
灣
府
治
は
福
建
布
政
司
の
南
に
在
り
。
東
の
か
た
咬
狗
溪
・
大
脚
山
に
至
る
、
五
十
里
あ
り
。
西
の
か
ら
澎
湖
大
洋
に
至
る
、
水
程
四
更
あ
り
、
水
程
を
除
く
の
外
、
廣
き
こ
と
五
十
里
な
り
。」
議
島
嶼
が
國
土
と
し
て
疆
域
の
卷
に
記
載
さ
れ
る
の
は
澎
湖
が
證
と
な
る
。
福
州
府
は
東
に
海
を
界
と
し
、
海
岸
線
外
の
五
虎
門
、
馬
祖
列
島
、
臺
灣
北
方
三
島
、
釣
魚
嶼
等
は
均
し
く
清
國
の
正
規
界
の
外
に
在
っ
た
。
こ
れ
は
官
定
の
國
界
に
過
ぎ
ず
、
別
に
島
嶼
界
、
針
路
界
、
風
水
界
等
が
あ
っ
た
こ
と
は
下
に
詳
か
に
す
る
。
清
・
陳
淑
均
『

瑪
蘭
廳
志
』（
西
暦
千
八
百
五
十
二
年
）
卷
一
「
封
域
・
疆
域
」：
「
北
の
か
た
三
貂
の
遠
望
坑
に
至
り
、
淡
水
廳
と
界
を
交
ふ
、
六
十
五
里
あ
り
。
…
（
中
略
）
…
東
北
の
か
た
鼻
山
に
至
り
、
淡
水
の
洋
面
と
界
す
、
水
程
九
十
五
里
あ
り
。」
チ
ャ
イ
ナ
公
式
見
解：
釣
魚
嶼
は
清
國
の
時
か
ら
す
で
に

瑪
蘭
に
屬
す
る
。
議
清
國
の

瑪
蘭
の
境
域
は
三
貂
ま
で
で
盡
き
、
釣
魚
嶼
は
界
外
一
百
七
十
キ
ロ
に
在
り
、
赤
尾
嶼
は
界
外
二
百
八
十
キ
ロ
に
在
る
。
彭
佳
嶼
さ
へ
も
終
始
清
國
の
統
治
に
歸
し
た
こ
と
は
な
く
、
況
や
釣
魚
嶼
の
遙
な
る
を
や
。
反
っ
て
琉
球
の
與
那
國
島
を
觀
る
に
、
釣
魚
嶼
ま
で
の
距
離
が
百
五
十
キ
ロ
し
か
な
く
、
且
つ
西
暦
十
六
世
紀
初
め
か
ら
す
で
に
琉
球
國
の
統
治
に
歸
し
、
人
が
居
住
し
、
歴
史
は
悠
久
だ
っ
た
。
〔

瑪
蘭
〕
今
の
宜
蘭
。
〔
三
貂
〕
臺
灣
島
の
東
北
の
岬
、
燈
臺
あ
り
。
附
近
の
山
中
の
遠
望
坑
に
は
、
い
ま
親
水
公
園
あ
り
。
均
し
く
勝
地
で
あ
る
。
筆
者
は
平
成
二
十
七
年
九
月
に
該
地
に
到
っ
て
考
察
し
た
。
道
光
『
重
纂
福
建
通
志
』
卷
八
十
六
「
海
防
・
各
縣
衝
要
・
瑪
蘭
廳
」：
「
瑪
蘭
即
ち
廳
治
な
り
。
北
は
三
貂
を
界
と
し
、
東
は
大
海
に
沿
ふ
。
生
番
聚
處
し
、
時
に
匪
舶
の
踪
を
潛
む
る
有
り
。
又
た
治
の
西
に
烏
石
港
有
り
、
海
中
の
龜
嶼
と
相
對
す
。
夏
秋
の
間
、
港
流
通
暢
に
し
て
、
内
地
の
商
船
、
此
に
集
ふ
。
臺
を
設
け
て
防
守
す
。
嘉
慶
十
七
年
、
瑪
蘭
營
を
設
く
。
道
光
四
年
、
都
司
を
設
け
、
五
圍
城
内
に
駐
す
。
蘇
澳
港
は
廳
治
の
南
に
在
り
、
港
門
闊
に
し
て
、
大
舟
を
容
る
べ
し
。
瑪
蘭
營
の
分
防
す
る
に
屬
す
。
又
た
後
山
の
大
洋
は
、
北
に
釣
魚
臺
有
り
、
港
深
く
大
船
千
艘
を
泊
す
べ
し
。
崇
爻
の
薛
坡
蘭
は
杉
板
船
を
進
む
べ
し
。」
チ
ャ
イ
ナ
公
式
見
解：
釣
魚
嶼
は
清
國
の
時
か
ら
す
で
に

瑪
蘭
に
屬
す
る
。
議
第
一
に
清
國
の

瑪
蘭
の
境
域
は
三
貂
ま
で
で
盡
き
る
。
末
尾
で
釣
魚
臺
に
言
及
す
る
の
は
界
外
の
地
で
あ
る
。
第
二
に
凡
そ
臺
灣
の
方
志
中
の
釣
魚
嶼
は
、
ど
れ
も
日
本
の
尖
閣
海
域
の
釣
魚
嶼
と
確
定
で
き
な
い
（
後
述
）。
第
三
、
本
條
の
標
題
は
海
防
の
衝
要
で
あ
り
、
疆
域
で
は
な
い
。
第
四
に
道
光
年
間
の
『
重
纂
福
建
通
志
』
の
疆
域
卷
の
内
で
は
未
だ

瑪
蘭
廳
を
設
け
な
い
。
〔

瑪
蘭
〕
今
の
宜
蘭
。
〔
三
貂
〕
臺
灣
島
の
東
北
の
岬
で
あ
り
、
燈
臺
が
あ
る
。
附
近
の
山
中
の
遠
望
坑
に
は
、
い
ま
親
水
公
園
が
あ
る
。
と
も
に
勝
地
で
あ
る
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
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（
三
一
）
【
島
嶼
の
界
線
】
明
國
清
國
は
國
界
外
で
も
兵
力
の
及
ぶ
島
嶼
界
線
が
有
っ
た
。
不
確
定
な
の
で
模
糊
國
界
と
呼
ん
で
良
い
だ
ら
う
。
『
皇
明
實
録
』
萬
暦
四
十
五
年
（
西
暦
千
六
百
十
七
年
）
八
月
二
日
甲
午
、
福
建
海
道
韓
仲
雍
、
明
石
道
友
に
諭
す：
「
汝
來
り
て
西
販
す
る
に
、
先
づ
浙
境
を
經
た
り
、
乃
ち
天
朝
の
首
藩
な
り
。
南
に
お
よ
ん
で
臺
山
と
な
し
、
山
と
な
し
、
東
湧
と
な
し
、
烏
と
な
し
、
彭
湖
と
な
し
、
彭
山
と
な
す
、
皆
な
こ
れ
我
が
の
門
庭
の
内
な
り
、
豈
に
汝
の
渉
る
こ
と
一
跡
を
容
れ
ん
や
。
此
の
外
の
溟
渤
は
、
華
夷
の
共
に
す
る
所
な
り
。
兵
を
窮
め
て
芟
薙
す
る
は
、
漢
の
あ
や
ま
つ
こ
と
先
に
せ
ず
」
議
こ
れ
は
福
建
海
道
副
使
（
夷
務
を
擔
任
す
る
）
韓
仲
雍
が
明
石
道
友
に
諭
し
た
語
で
あ
る
。
こ
の
一
年
前
、
徳
川
家
康
は
明
石
道
友
を
派
遣
し
て
臺
灣
を
爭
奪
せ
し
め
、
風
で
東
湧
ま
で
漂
流
し
た
。
明
國
は
志
願
者
董
伯
起
を
派
遣
し
て
偵
探
さ
せ
た
處
、
道
友
は
こ
れ
に
出

ひ
、
日
本
に
招
い
た
。
翌
年
彼
を
送
還
し
、
船
は
福
州
府
の
定
海
守
禦
所
に
至
っ
た
。
韓
仲
雍
は
明
石
を
審
問
し
、
侵
犯
す
べ
か
ら
ず
と
警
告
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
國
で
は
臺
灣
が
國
境
に
近
い
た
め
、
爭
奪
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
ゐ
た
。『
皇
明
實
録
』
國
立
北
平
圖
書
館
藏
紅
格
鈔
本
に
録
せ
ら
れ
た
韓
仲
雍
の
語
に
は
更
に
下
文
が
あ
り
、
曰
く
、
「
な
ん
ぢ
も
し
東
蕃
に
戀
住
せ
ば
、
則
ち
わ
れ
寸
板
も
海
に
下
る
を
許
さ
ず
、
寸
絲
も
以
て
蕃
に
過
ぎ
難
か
ら
ん
。
兵
交
の
利
鈍
未
だ
分
か
た
ざ
る
に
、
市
販
の
得
喪
み
る
べ
し
」
と
。
こ
の
語
は
頗
る
著
名
で
、
明
國
は
貿
易
嚴
禁
を
以
て
日
本
人
に
臺
灣
を
占
領
す
る
な
か
れ
と
警
告
し
た
。
上
文
の
「
漢
の
あ
や
ま
つ
こ
と
先
に
せ
ず
」
と
は
、
明
國
が
暫
時
臺
灣
に
派
兵
し
な
い
こ
と
を
指
す
。
韓
仲
雍
は
福
建
の
最
前
線
六
島
を
舉
げ
、
日
本
人
が
進
入
し
て
は
な
ら
ぬ
と
制
限
し
た
。
し
か
し
東
湧
に

探
を
要
し
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
六
島
は
な
ほ
實
効
統
治
の
地
で
は
な
か
っ
た
。
明
國
の
正
規
國
境
線
は
大
陸
海
岸
に
在
り
、
兵
力
の
及
ぶ
模
糊
た
る
國
境
線
は
六
島
と
大
陸
と
の
間
に
在
り
、
季
節
に
隨
っ
て
進
退
し
、
年
を
逐
っ
て
浮
動
す
る
こ
と
、
史
料
中
に
紀
録
は
多
い
。
そ
の
中
で
東
湧
は
釣
魚
嶼
航
路
の
起
點
で
あ
り
、
こ
れ
を
最
遠
の
界
と
す
る
こ
と
は
、
釣
魚
嶼
が
更
に
遙
か
に
界
外
に
在
っ
た
こ
と
を
示
す
。
〔
首
藩
〕
首
要
の
省
。
明
國
の
浙
江
省
は
南
直
隷
に
隣
接
し
、
貨
殖
も
文
教
も
盛
ん
で
あ
っ
た
た
め
、
か
く
言
ふ
。
〔
華
夷
所
共
〕
明
國
人
と
外
國
人
が
共
用
す
る
。
史
實
に
も
と
づ
け
ば
、
島
嶼
線
外
は
自
由
の
海
域
で
あ
り
、
共
同
管
轄
の
海
域
で
は
な
か
っ
た
。
〔
臺
山
〕
今
の
福
建
省
福
鼎
市
の
臺
山
島
で
あ
る
。
福
建
最
北
界
に
近
い
。
福
鼎
の
海
岸
か
ら
約
四
十
キ
ロ
離
れ
て
ゐ
る
。
〔
山
〕
今
の
福
建
省
霞
浦
縣
の
四
列
島
で
あ
る
。
霞
浦
の
海
岸
か
ら
約
二
十
キ
ロ
離
れ
て
ゐ
る
。
〔
東
湧
〕
今
の
中
華
民
國
連
江
縣
の
東
引
島
で
あ
る
。
馬
祖
列
島
の
最
東
界
に
位
置
す
る
。
大
陸
海
岸
か
ら
約
四
十
キ
ロ
離
れ
て
ゐ
る
。
〔
烏
〕
今
の
中
華
民
國
金
門
縣
屬
の
烏
嶼
で
あ
る
。
田
の
海
岸
か
ら
約
二
十
キ
ロ
離
れ
て
ゐ
る
。
〔
彭
山
〕
福
建
最
南
界
の
南
澳
島
の
外
海
、
今
の
南
澎
列
島
で
あ
り
、
廣
東
省
に
屬
す
る
。
海
岸
か
ら
約
三
十
五
キ
ロ
離
れ
て
ゐ
る
。
〔
漢
過
不
先
〕『
史
記
』、
漢
の
文
帝
よ
り
單
于
に
致
す
書
に
曰
く
、「
皇
帝
、
敬
し
て
匈
奴
大
單
于
の
恙
無
き
を
問
ふ
。
…
（
中
略
）
…
單
于
、
志
を
留
む
れ
ば
、
天
下
大
い
に
安
か
ら
ん
。
和
親
の
後
、
漢
の
過
ま
つ
こ
と
先
に
せ
ず
。
單
于
そ
れ
こ
れ
を
察
せ
よ
」
と
。
〔
芟
薙
〕
討
伐
。
こ
こ
で
は
臺
灣
西
南
部
の
北
港
（
今
の
雲
林
）
等
の
地
を
日
本
と
爭
奪
す
る
こ
と
を
指
す
。
（
三
二
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３５５―
明
・
曹
學
『
湘
西
紀
行
』
下
卷
附
録
「
中
通
志
雜
論
・
倭
患
始
末
」：
「
巡
撫
黄
承
玄
、
懸
賞
し
て
人
を
招
き
偵
探
せ
し
む
。
時
に
縣
の
人
董
伯
起
な
る
者
の
應
募
す
る
有
り
、
文
を
奉
じ
て
東
湧
の
外
洋
に
往
き
、
倭
酋
明
石
道
友
の
、
通
事
を
し
て
起
に
つ
げ
し
む
る
に
遇
ふ
。
曰
く
、「
我
は
長
砂
磯
國
王
の
つ
か
は
し
て
鷄
籠
に
往
き
て
仇
を
復
す
る
に
係
る
の
み
。
共
じ
て
船
十
四
隻
、
風
に
遇
ひ
て
飄
散
す
。
獨
り
我
が
二
船
の
み
東
湧
に
停
泊
す
。
風
の
順
な
る
を
さ
ぶ
ら
ひ
て
衆
船
至
ら
ば
即
ち
共
に
發
せ
ん
。
大
明
の
境
界
に
入
ら
ざ
る
な
り
」
と
。」
議
元
和
二
年
（
西
暦
千
六
百
十
六
年
）、
董
伯
起
は
福
建
か
ら
東
湧
島
を

探
し
、
明
石
道
友
と
問
答
し
た
。
問
答
の
語
に
よ
り
、
明
石
は
明
國
の
界
を
侵
犯
せ
ぬ
や
う
留
意
し
て
ゐ
た
こ
と
が
分
か
る
。
東
湧
は
福
州
と
那
覇
と
の
間
の
釣
魚
嶼
航
路
の
最
西
端
に
位
置
し
、
そ
こ
ま
で
な
ら
侵
犯
と
は
な
ら
な
い
。
釣
魚
嶼
は
遠
く
界
外
に
在
っ
た
。
〔
長
砂
磯
國
王
〕
長
崎
代
官
、
或
は
奉
行
。
明
・
黄
承
玄
『
盟

堂
集
』
卷
二
「
題
報
倭
船
疏
」：
「
か
れ
に
問
ふ
、「
既
に
是
れ
外
海
の
商
販
な
れ
ば
、
何
故
に
擅
に
内
地
に
進
み
て
劫
掠
す
る
か
」
と
。
禀
稱
す
、「
國
王
嚴
禁
し
、
輙
ち
天
朝
の
一
草
一
粒
を
も
犯
す
を
許
さ
ず
。
各
商
の
風
を
趁
ひ
て
浙
地
界
に
飄
入
す
る
に
よ
り
、
或
は
已
む
を
得
ず
沿
途
に
山
泉
を

取
す
。
官
兵
既
に
劫
賊
を
以
て
相
待
す
れ
ば
、
手
を
束
ね
て
斃
に
就
く
を
得
ず
、
因
っ
て
格
鬪
し
、
未
だ
殺
傷
を
免
れ
ず
。
且
つ
各
商
、
國
を
去
る
こ
と
已
に
遠
く
、
必
ず
し
も
國
法
を
謹
守
せ
ず
。
舟
に
附
く
唐
人
の
恐
嚇
を
被
り
て
釁
を
起
こ
す
者
有
り
、
海
に
劫
す
る
唐
人
に
教
誘
せ
ら
れ
て
利
を
取
る
者
有
り
。
國
王
ま
こ
と
に
知
聞
せ
ず
、
聞
け
ば
則
ち
必
ず
こ
れ
を
根
査
し
て
こ
れ
を
種
誅
せ
ん
」
と
。」
議
元
和
三
年
（
西
暦
千
六
百
十
七
年
）、
福
建
海
道
副
使
韓
仲
雍
が
日
本
の
使
節
明
石
道
友
を
審
問
し
た
語
で
あ
る
。
「
内
地
に
劫
掠
す
」
と
は
、
こ
の
一
年
前
（
西
暦
千
六
百
十
六
年
）
に
艦
隊
中
の
若
干
の
船
が
浙
江
南
部
及
び
福
建
北
部
の
間
で
明
國
軍
と
戰
鬪
し
た
こ
と
を
指
す
。「
禀
稱
」
以
下
は
明
石
道
友
の
答
辯
の
語
で
あ
る
。
一
草
一
粒
を
も
犯
さ
な
い
こ
と
は
、
日
本
側
が
明
國
の
國
境
線
が
上
引
の
六
島
附
近
に
在
る
と
知
っ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
日
明
間
の
共
通
認
識
だ
っ
た
だ
ら
う
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
、
毎
年
朱
印
船
が
臺
灣
海
峽
を
通
過
し
て
呂
宋
、
暹
羅
等
の
國
に
往
還
す
る
際
、
不
注
意
で
あ
れ
ば
國
境
線
を
侵
犯
し
て
し
ま
ふ
。
朱
印
船
時
代
は
戰
國
時
代
の
倭
寇
の
害
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
〔
國
王
〕
上
引
の
『
湘
西
紀
行
』
に
長
崎
國
王
が
有
り
、
俄
か
に
見
る
と
こ
こ
の
國
王
も
長
崎
代
官
を
指
す
か
の
や
う
だ
が
、
し
か
し
明
石
道
友
は
、
村
山
等
安
が
徳
川
家
康
（
西
暦
千
六
百
十
六
年
逝
去
）
の
命
を
奉
じ
て
臺
灣
に
派
遣
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
の
國
王
と
は
幕
府
の
將
軍
を
指
し
、
長
崎
代
官
で
は
な
い
。
〔
各
商
〕
明
石
道
友
の
船
隊
中
の
各
船
を
指
す
。
〔
被
附
舟
〕
も
と
信
附
舟
に
作
る
。
今
改
め
る
。
〔
官
兵
〕
明
國
軍
。
清
・
汪
楫
『
觀
海
集
』
詩
題：
「
東
沙
山
を
過
ぐ
れ
ば
是
れ
山
の
盡
く
る
處
な
り
。
石
來
と
と
も
に
蕭
給
事
の
韻
に
次
す
。」
劉
江
永
教
授
の
觀
點：
「
山
」は
福
建
の
山
脈
で
あ
り
、
馬
祖
列
島
に
ま
っ
す
ぐ
通
じ
て
ゐ
る
。
（
劉
江
永
「
事
實
は
雄
辯
に
勝
る
、
釣
魚
島
は
確
か
に
中
國
に
屬
す－
－
－
－
釣
魚
島
問
題
上
の
日
本
某
學
者
の

説
を
評
す
」『
日
本
學
刊
』
２
０
１
３
年
第
四
期
）
議
汪
楫
は
琉
球
に
册
封
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
。
船
が
馬
祖
列
島
を
通
過
す
る
際
に
こ
れ
を
作
っ
た
。
東
沙
山
は
正
規
の
國
境
線
で
は
な
く
、
海
洋
文
化
の
模
糊
た
る
國
境
線
で
あ
る
。
山
脈
が
龍
の
如
く
海
に

入
っ
て
島
と
な
る
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３５４―
（
三
三
）
と
言
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
風
水
地
理
觀
念
で
あ
り
、
下
の
【
臺
灣
風
水
】
の
條
に
詳
ら
か
に
す
る
。
汪
楫
が
東
渡
し
た
の
は
、
康
煕
二
十
二
年
（
西
暦
千
六
百
八
十
三
年
）
六
月
に
當
っ
て
ゐ
て
、
臺
灣
は
尚
ほ
未
だ
風
水
界
に

入
ら
ず
、
東
沙
山
を
過
ぎ
れ
ば
す
ぐ
風
水
の
界
外
に
出
た
こ
と
に
な
る
。
山
脈
の
盡
き
る
處
で
あ
れ
、
或
は
兵
力
の
盡
き
る
處
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
に
し
ろ
東
沙
山
は
最
東
の
限
界
で
あ
る
。該
年
の
七
月
半
ば
に
な
っ
て
、臺
灣

氏
は
や
っ
と
投
降
す
る
。
明
く
る
年
、
清
國
は
始
め
て
臺
灣
府
を
設
置
し
た
。
〔
東
沙
山
〕
今
の
馬
祖
列
島
中
の
一
島
。
〔
石
來
〕
册
封
副
使
林
麟
の
あ
ざ
な
。
〔
蕭
給
事
〕
明
國
か
ら
琉
球
を
册
封
し
た
正
使
蕭
崇
業
。
〔
次
韻
〕
蕭
崇
業
「
過
東
沙
山
」
詩
に
唱
和
し
、
同
韻
だ
が
脚
韻
字
は
異
な
る
。
原
詩
は
蕭
崇
業
『
使
琉
球
録
』
附
録
『
皇
華
唱
和
詩
』
に
收
め
る
。
〔
山
〕
明
・
陳
侃
『
使
琉
球
録
』・「
使
事
紀
略
」：
「
舟
の
行
く
こ
と
飛
ぶ
が
如
く
、
曉
に
徹
す
る
や
す
で
に
の
山
を
見
る
。」
明
・
嚴
從
簡
『
殊
域
周
咨
録
』
卷
四
「
琉
球
」
引
陳
侃
「
使
事
紀
略
」：
「
曉
に
達
す
れ
ば
則
ち
す
で
に
山
を
見
る
。」
案
ず
る
に
福
建
は
島
多
く
、
坐
礁
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
東
か
ら
西
へ
航
す
る
者
は
先
づ
島
嶼
を
求
め
て
、
後
で
大
陸
に
達
す
る
。
舟
の
人
は
の
島
が
見
え
て
喜
ぶ
の
で
あ
り
、
龍
脈
を
言
ふ
の
で
は
な
い
。
明
・
郭
汝
霖『
石
泉
山
房
文
集
』卷
一「
洋
中
に
舵
を
折
る
の
歌
」：
「
三
日
に
て
舵
を
換
ふ
る
こ
と
危
苦
甚
だ
し
、
舵
換
は
り
て
舟
人
、
生
澤
に
か
へ
る
。
稠
疊
せ
る
山
、
倏
と
し
て
望
に
在
り
、
扶
持
さ
れ
て
神
功
の
碩
な
る
に
荷
す
。」
〔
荷
〕
磬
荷
が
正
で
あ
る
。
磬
折
し
て
感
謝
す
る
こ
と
を
言
ふ
。
『
重
編
使
琉
球
録
』「
使
事
紀
」
に
よ
れ
ば
、
郭
汝
霖
が
西
歸
し
た
時
、
寧
波
、
台
州
、
温
州
の
外
海
に
沿
っ
て
南
下
し
、
そ
の
後
や
っ
と
福
建
北
部
の
定
海
守
禦
所
及
び
臺
山
列
島
が
見
え
る
。
臺
山
は
大
陸
ま
で
の
距
離
が
約
三
十
キ
ロ
で
、
且
つ
臺
山
は
北
に
在
り
、
定
海
は
南
に
在
る
の
で
、
先
に
臺
山
が
見
え
て
後
で
定
海
が
見
え
た
筈
で
あ
る
。
「
稠
疊
せ
る
山
」
は
即
ち
臺
山
附
近
の
多
く
の
島
嶼
が
重
疊
す
る
状
で
あ
る
。
郭
汝
霖
『
重
編
』
は
陳
侃
使
録
を
底
本
と
し
て
を
り
、
詩
中
の
「
山
」
は
陳
侃
に
本
づ
く
筈
で
あ
る
。
の
島
が
見
え
て
喜
ん
だ
の
で
あ
り
、
龍
脈
を
言
ふ
の
で
は
な
い
。
琉
球
・
程
順
則
『
指
南
廣
義
』
内
「
天
妃
靈
應
記
」
及
び
「
天
妃
靈
應
紀
略
」
に
陳
侃
の
海
程
を
述
べ
る：
「
曉
に
徹
し
て
す
で
に
山
を
見
る
。」
と
。
の
島
が
見
え
て
喜
ん
だ
の
で
あ
り
、
龍
脈
を
言
ふ
の
で
は
な
い
。
清
・
郁
永
河
『
裨
海
紀
遊
』（
採
硫
日
記
）
卷
下
（
康
煕
三
十
六
年
十
月
八
日
、
西
暦
千
六
百
九
十
七
年
）：
「
將
に
午
な
ら
ん
と
し
て
、
遙
か
に
遠
山
の
有
無
の
間
に
在
る
を
見
る
、
猶
ほ
疑
ひ
て
海
上
の
雲
氣
と
な
す
。
午
後
、
審
視
す
る
こ
と
漸
く
眞
に
し
て
、
舟
師
謂
は
く
是
れ
省
城
の
官
塘
山
な
り
と
。
夜
半
に
官
塘
に
い
た
る
、
猶
ほ
海
外
の
孤
島
に
屬
し
、
内
地
に
連
な
ら
ず
。
初
九
日
、
官
塘
よ
り
定
海
鎭
に
趨
く
。
…
（
中
略
）
…
五
虎
門
に
至
り
、
兩
山
夾
峙
し
、
勢
甚
だ
雄
險
な
り
。
又
た
巨
石
有
り
、
綿
亙
し
て
海
に
入
る
、
五
虎
の
中
流
に
蹲
踞
す
る
が
如
し
、
實
に
省
の
門
戸
な
り
。」
議
こ
れ
は
郁
永
河
が
臺
灣
島
の
西
岸
を
遊
歴
し
、
淡
水
か
ら
福
州
に
戻
る
（
三
四
）
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一
段
で
あ
る
。
竿
塘
を
海
外
の
孤
島
と
稱
し
、
五
虎
門
を
「
省
の
門
戸
」
と
稱
す
る
。
法
理
の
國
境
線
で
は
な
い
が
、
し
か
し
明
石
道
友
、
汪
楫
等
の
紀
録
と
つ
な
げ
て
見
れ
ば
、
清
國
の
模
糊
た
る
國
界
が
ま
さ
し
く
竿
塘
、
五
虎
の
間
に
在
っ
た
こ
と
が
大
ま
か
に
分
か
る
。
黄
叔
『
臺
海
使
槎
録
』
は
乾
隆
元
年
（
西
暦
千
七
百
三
十
六
年
）
に
刊
行
さ
れ
、
こ
の
句
を
引
用
し
て
流
布
さ
せ
た
。『
使
槎
録
』
は
當
時
知
名
度
が
高
く
、
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
の
で
、
諸
書
は
輾
轉
と
し
て
鈔
録
し
、
さ
ら
に
『
欽
定
四
庫
全
書
』
の
中
に
收
め
ら
れ
た
。
光
緒
年
間
の
王
之
春
『
國
朝
柔
遠
記
』
卷
二
十
「
三
島
分
圖
」
に
も
こ
の
條
を
引
く
が
、
原
作
の
名
を
記
載
し
な
い
。
〔
官
塘
〕
竿
塘
に
同
じ
。
〔
定
海
〕
定
海
守
禦
所
で
あ
る
。
福
州
の
東
北
方
の
黄
岐
半
島
の
南
側
に
位
置
す
る
。
清
・
陳
倫
炯
『
海
國
聞
見
録
』（
雍
正
八
年
自
序
）「
天
下
沿
海
形
勢
録
」：
「
の
海
は
、
内
、
沙
・
南
鎭
・
烽
火
・
三
沙
・
斗
米
・
北
・
定
海
・
五
虎
よ
り
し
て
安
に
至
る
。
外
、
南
關
・
大
・
小
・
閭
山
・
芙
蓉
・
北
竿
塘
・
南
竿
塘
・
東
永
よ
り
し
て
白
犬
に
至
る
、
福
寧
・
福
州
の
外
護
と
な
す
、
左
翼
の
藩
籬
な
り
。」
議
陳
倫
炯
は
臺
灣
の
總
兵
で
あ
り
、
福
建
の
地
勢
に
對
し
て
最
も
熟
知
し
て
ゐ
た
。
述
べ
る
所
の
内
線
は
ほ
ぼ
岸
に
沿
っ
て
伸
び
、『
籌
海
圖
編
』
の
海
岸
の
防
衞
線
と
類
似
す
る
。
外
線
は
岸
か
ら
約
二
三
十
キ
ロ
離
れ
、
韓
仲
雍
の
宣
布
し
た
も
の
と
大
約
一
致
す
る
。
外
護
・
藩
籬
等
の
語
は
、
そ
れ
が
海
防
線
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
韓
・
陳
兩
海
防
官
の
敘
述
を
互
ひ
に
聯
繋
す
れ
ば
、
こ
の
外
線
は
福
建
兵
力
の
及
ぶ
最
遠
の
界
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
ら
管
轄
し
た
實
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
紀
を
跨
ぐ
共
通
認
識
を
構
成
し
て
ゐ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
と
に
竿
塘
・
東
永
は
釣
魚
嶼
航
路
の
西
の
入
口
で
あ
り
、
釣
魚
嶼
航
路
全
線
が
全
て
海
防
の
界
外
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
乾
隆
欽
定
『
皇
朝
通
典
』（
西
暦
千
七
百
六
十
七
年
）
卷
六
十
「
禮
・
信
節
」：
「
順
治
元
年
定
む
、
貢
使
の
歸
國
す
る
は
、
差
官
、
勘
合
を
給
し
、
驛
逓
に
よ
り
伴
送
し
、
該
督
撫
に
交
明
し
て
即
ち
還
る
。
該
督
撫
、
例
に
照
ら
し
て

境
よ
り
送
り
出
す
と
。」
署
理
福
建
巡
撫
周
學
健
、
乾
隆
八
年
（
西
暦
千
七
百
四
十
三
年
）
七
月
十
六
日
奏
本：
「
五
月
十
三
日
、
護
送
し
て
竿
塘
の
洋
面
に
至
り
放
洋
し
、
長
行
し
て
國
に
囘
ら
し
む
。」議
二
條
を
合
せ
觀
れ
ば
、
竿
塘
ま
で
で

境
か
ら
送
り
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
同
類
の
史
料
は
他
に
も
多
く
、
こ
れ
は

か
に
一
證
に
過
ぎ
な
い
。
島
嶼
の
界
線
は
、
韓
仲
雍
、
明
石
道
友
、
汪
楫
、
郁
永
河
、
陳
倫
炯
等
の
言
ふ
所
と
一
轍
に
出
づ
る
が
如
く
で
あ
る
。
【
海
道
針
路
の
界
線
】
清
・
徐
葆
光
『
中
山
傳
信
録
』
卷
一
「
前
後
海
行
日
記
」（
康
煕
五
十
八
年
五
月
二
十
二
日
、
西
暦
千
七
百
十
九
年
）：
「
日
中
す
、
丁
風
午
を
帶
ぶ
、
潮
に
乘
り
五
虎
門
を
出
で
て
洋
に
放
ち
、
官
塘
尾
を
過
ぎ
る
。
日
入
り
て
進
士
門
に
至
る
。
夜
九
漏
に
至
り
、
丁
未
の
風
に
轉
ず
。
接
封
の
陪
臣
正
議
大
夫
陳
其
湘
、
其
の
國
の
夥
長
を
率
ゐ
て
針
を
つ
か
さ
ど
る
、
乙
辰
の
針
を
用
ゐ
る
こ
と
三
更
半
な
り
。
二
十
三
日
乙
未
、
日
出
づ
、
東
湧
の
船
後
に
在
る
を
見
る
、
約
離
る
る
こ
と
一
更
半
許
り
な
り
。」
議
ほ
ぼ
馬
祖
列
島
を
起
點
と
し
て
、
琉
球
人
が
早
く
も
主
針
す
る
。
馬
祖
列
島
は
福
建
針
路
の
限
界
線
だ
と
言
へ
る
。
東
の
釣
魚
嶼
海
域
は
琉
球
人
が
掌
握
し
た
航
路
で
あ
っ
た
。
〔
進
士
門
〕
今
の
進
嶼
で
あ
る
。
南
北
竿
塘
の
間
で
、
北
竿
塘
の
白
沙
村
の
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３５２―
（
三
五
）
西
南
の
海
中
に
位
置
す
る
。
清
・
李
鼎
元
「
使
琉
球
記
」
卷
三
（
嘉
慶
五
年
五
月
七
日
、
西
暦
千
八
百
年
）：
「
潮
に
乘
り
五
虎
門
を
出
づ
。
日
入
り
て
、
官
塘
尾
を
過
ぎ
、
進
士
門
を
越
ゆ
。
水
淺
く
、
舵
を
起
こ
す
こ
と
尺
許
に
し
て
乃
ち
過
ぐ
。
亦
た
竟
ひ
に
賊
を
見
ず
、
隨
ひ
て
護
送
船
を
遣
り
て
か
へ
ら
し
む
。
…
（
中
略
）
…
夜
に
入
り
、
接
封
大
夫
梁
煥
其
の
國
の
夥
長
二
人
を
率
ゐ
て
針
を
つ
か
さ
ど
る
。
目
、
轉
瞬
せ
ず
、
舵
工
と
相
ひ
依
り
て
命
を
爲
す
。
午
風
な
り
、
單
辰
の
針
も
て
す
、
計
れ
ば
船
を
行
か
し
む
る
こ
と
五
更
な
り
。」
議
ほ
ぼ
馬
祖
列
島
を
起
點
と
し
て
、
琉
球
人
が
早
く
も
主
針
す
る
。
徐
葆
光
の
記
載
と
毫
も
異
な
ら
な
い
。
馬
祖
列
島
は
福
建
針
路
の
限
界
線
だ
と
言
へ
る
。
法
理
の
國
境
線
で
は
な
い
が
、
す
で
に
文
化
の
界
が
で
き
上
が
っ
て
ゐ
る
。
清
國
が
こ
れ
を
越
え
て
東
に
數
百
キ
ロ
の
遙
か
な
釣
魚
嶼
ま
で
管
轄
す
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
明
・
陳
侃
『
使
琉
球
録
』
卷
上
「
使
事
紀
略
」（
嘉
靖
十
二
年
十
一
月
）：
「
是
の
月
、
琉
球
國
の
進
貢
船
至
る
、
予
等
こ
れ
を
聞
き
て
喜
ぶ
。
人
、
海
道
を
諳
ぜ
ず
、
方
に
切
に
こ
れ
を
憂
ふ
に
、
其
の
來
た
り
て
其
の
詳
を
は
か
る
を
得
る
を
喜
ぶ
。
翼
日
又
た
報
ず
、
琉
球
國
の
船
至
る
と
。
乃
ち
世
子
、
長
史
蔡
廷
美
を
遣
は
し
て
來
り
て
予
等
を
へ
し
む
る
な
り
。
則
ち
又
た
其
の
必
ず
し
も
こ
れ
を
貢
者
に
詢
ら
ず
と
も
、
而
も
こ
れ
が
前
驅
と
爲
る
者
有
る
を
喜
ぶ
。
長
史
進
見
し
、
世
子
の
遣
問
す
る
を
道
ふ
の
外
、
又
た
世
子
亦
た
人
の
善
く
舟
を
操
ら
ざ
る
を
慮
り
、
看
針
通
事
一
員
を
遣
は
し
、
夷
梢
の
善
く
舟
を
駕
す
る
者
三
十
人
を
率
ゐ
、
代
り
て
こ
れ
が
役
を
爲
さ
し
む
る
を
道
ふ
。
則
ち
又
た
其
の
必
ず
し
も
こ
れ
を
前
驅
に
藉
ら
ず
と
も
、
而
も
舟
を
同
じ
く
し
て
共
に
濟
（
わ
た
）
る
者
有
る
を
喜
ぶ
。」
議
こ
れ
は
著
名
な
陳
侃
三
喜
で
あ
る
。
人
は
馬
祖
列
島
以
西
の
海
道
を
熟
知
し
な
い
筈
が
無
い
の
で
、
琉
球
人
が
「
代
り
て
こ
れ
が
役
を
な
す
」
海
域
は
、
馬
祖
列
島
以
東
で
あ
る
。
徐
葆
光
と
李
鼎
元
が
記
録
し
た
針
路
界
は
、
陳
侃
の
最
も
早
い
册
封
報
告
か
ら
す
で
に
有
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
〔
梢
〕
も
と
稍
に
作
る
。
今
改
め
る
。
明
・
陳
侃
『
使
琉
球
録
』
附
録
題
奏
「
咨
訪
を
周
く
し
、
以
て
採
擇
に
備
へ
る
事
の
た
め
な
り
」
に
曰
く：
「
往
來
の
海
道
・
交
際
の
禮
儀
に
至
っ
て
は
、
皆
な
よ
り
て
詢
問
す
る
無
し
。
特
に
人
を
し
て
前
使
臣
の
家
に
至
り
、
そ
の
所
以
を
詢
ら
し
む
、
亦
た
各
の
凋
喪
し
て
こ
れ
を
知
ら
ず
。
後
、
海
道
に
往
來
す
る
は
皆
な
夷
人
の
こ
れ
が
用
を
爲
す
に

る
。」議
海
道
を
往
來
す
る
以
上
、
琉
球
海
域
だ
け
で
な
く
東
西
の
起
點
終
點
間
の
海
道
を
含
ん
で
ゐ
る
。
他
の
史
料
と
繋
げ
ば
、
馬
祖
列
島
以
東
こ
そ
往
來
の
海
道
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
琉
球
人
に

ら
ね
ば
航
行
で
き
な
い
海
域
は
、
勿
論
明
國
の
針
路
界
の
外
で
あ
り
、
そ
こ
を
管
轄
で
き
る
筈
も
無
い
。
釣
魚
嶼
は
ま
さ
に
こ
の
海
道
の
正
中
に
位
置
す
る
。
法
理
の
國
境
で
は
な
い
が
、
清
國
の
界
外
だ
と
す
る
文
化
的
條
件
は
充
分
で
あ
る
。
「
後
に
海
道
の
往
來
」
と
は
、
前
の
時
に
は
琉
球
人
に

ら
な
か
っ
た
意
で
あ
ら
う
か
。
陳
侃
の
文
意
は
さ
う
で
は
な
い
。
陳
侃
は
準
備
段
階
で
年
久
し
き
文
案
を
求
め
た
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
が
、
そ
れ
は
册
封
の
事
宜
に
關
す
る
方
面
で
あ
る
。
海
道
に
つ
い
て
は
人
を
遣
は
し
て
訊
ね
て
も
要
領
を
得
な
か
っ
た
。
後
に
出
航
す
る
際
、
琉
球
人
に

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
が
陳
侃
の
文
意
で
あ
る
。
前
の
時
代
に
琉
球
人
に

っ
た
の
か
否
か
す
ら
、彼
は
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。だ
か
ら
こ
そ
上
述
の
三
喜
と
な
っ
た
。
海
道
が
久
し
く
琉
球
人
に
掌
握
さ
れ
て
ゐ
た
と
推
測
す
べ
き
で
あ
る
。
〔
交
祭
〕
琉
球
で
互
祭
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
交
際
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
〔
后
〕
後
に
同
じ
。
（
三
六
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〔
夷
人
〕
琉
球
人
。
こ
こ
で
は
三
十
六
姓
を
指
す
。
陳
侃
『
使
琉
球
録
』「
使
事
紀
略
」
嘉
靖
十
三
年
五
月
十
一
日
、
陳
侃
が
久
米
島
を
望
見
し
て
後
、
東
風
に
轉
じ
た
た
め
、
船
は
緩
慢
に
進
み
、
十
二
日
に
や
っ
と
久
米
島
に
接
近
し
た
。
十
三
日
に
北
風
に
轉
じ
、
坐
礁
を
恐
れ
て
久
米
島
の
麓
に
停
泊
で
き
な
か
っ
た
。
十
四
日
に
船
は
壞
れ
始
め
た
が
、
操
船
者
は
畏
れ
な
か
っ
た
。
原
文
に
云
く：
「
こ
の
時
た
だ
長
年
數
人
の
み
色
少
し
く
も
動
か
ず
、
但
だ
云
ふ
、『
風
は
懼
る
る
に
足
り
ず
、
速
や
か
に
罅
縫
を
求
め
て
こ
れ
を
塞
げ
ば
虞
れ
無
き
を
保
つ
べ
し
』
と
。
…
（
中
略
）
…
倡
議
す
る
者
有
り
て
曰
く
、『
風
逆
な
れ
ば
則
ち
蕩
す
、
順
な
れ
ば
則
ち
安
し
、
な
ん
ぞ
め
ぐ
り
て
以
て
順
に
從
は
ざ
る
。
人
心
少
し
く
寧
ら
げ
ば
、
衣
に
備
へ
有
り
、
尚
ほ
圖
る
べ
き
な
り
』
と
。
一
人
有
り
舵
を
執
り
て
云
く
、『
海
は
山
を
以
て
路
と
爲
す
、
一
た
び
此
の
山
を
失
は
ば
、
將
に
歸
る
所
無
か
ら
ん
と
す
。
他
國
に
漂
す
る
も
未
だ
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
落
に
漂
す
る
も
未
だ
知
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
こ
れ
を
守
れ
ば
尚
ほ
以
て
生
く
べ
し
、
こ
れ
を
失
は
ば
恐
ら
く
以
て
救
ふ
無
し
』
と
。
夷
の
通
事
、
傍
ら
よ
り
こ
れ
を
贊
す
、
予
等
も
亦
た
其
の
言
に
據
る
有
る
を
知
る
。
…
（
中
略
）
…
上
文
に
云
ふ
所
の
長
年
數
人
と
は
、
乃
ち
州
人
な
り
。」
劉
江
永
教
授
の
觀
點：
州
人
は
釣
魚
嶼
の
海
域
を
熟
知
し
、
船
を
操
っ
て
大
洋
を
渡
る
こ
と
、
泰
然
自
若
と
し
て
ゐ
た
（
本
論
壇
第
二
囘
）。
議
こ
の
段
の
大
意
は
、
船
が
久
米
島
附
近
で
風
に
遭
遇
し
た
が
、
操
船
者
は
風
を
畏
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
船
中
の
或
る
人
は
風
向
き
に
從
っ
て
し
ば
ら
く
漂
流
し
た
後
に
陸
地
を
求
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
操
船
者
の
側
は
、
風
に
抗
し
て
久
米
島
附
近
を
守
る
べ
き
だ
と
強
く
主
張
し
、
さ
う
で
な
い
と
ど
こ
へ
漂
流
す
る
か
分
か
ら
な
い
と
言
っ
た
。
琉
球
の
助
手
も
贊
同
を
示
し
た
。
最
後
に
陳
侃
は
、
こ
れ
ら
の
泰
然
と
事
に
處
し
た
操
船
者
は
州
人
だ
と
附
言
す
る
。
我
々
は
前
の
「
三
喜
」
及
び
「
夷
人
に

る
」
等
の
記
載
に
結
び
つ
け
て
こ
の
段
を
理
解
す
れ
ば
、
數
點
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
琉
球
の
船
員
は
琉
球
國
内
海
域
に
戻
っ
て
も
、
引
き
續
き
助
手
の
役
割
に
過
ぎ
な
い
。
琉
球
海
路
の
案
内
を
擔
任
し
、
直
接
操
船
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
州
人
は
琉
球
國
内
海
域
に
到
達
し
て
も
な
ほ
操
船
し
て
ゐ
る
。
琉
球
人
と
そ
れ
ぞ
れ
分
業
が
あ
る
だ
ら
う
。
人
は
操
船
術
に
す
ぐ
れ
て
、
海
路
の
案
内
を
擔
任
し
な
い
。
第
三
に
人
操
船
の
紀
録
は
海
道
を
熟
知
し
た
こ
と
を
示
さ
な
い
。
た
と
ひ
人
が
釣
魚
嶼
海
域
で
操
船
し
て
も
同
じ
だ
っ
た
だ
ら
う
。
〔
長
年
〕
操
船
の
工
人
。
〔
〕
つ
ぎ
あ
て
に
使
ふ
敝
衣
。
和
訓
「
の
み
」。
〔
〕
語
で
瀑
布
を
言
ふ
。
〔
落
〕
傳
説
中
、
東
海
の
水
が
落
下
し
て
還
ら
な
い
處
。
明
・
謝
杰
『
琉
球
録
撮
要
補
遺
』「
用
人
」
條：
「
歸
り
て
台
洋
に
至
り
、
阿
班
等
稟
し
て
曰
く
、『
洋
を
過
ぐ
る
事
畢
れ
り
。
こ
の
後
、
礁
の
有
無
、
水
の
淺
深
、
某
皆
知
ら
ず
』
と
。
…
（
中
略
）
…
大
都
、
海
は
危
道
と
な
す
、
郷
導
各
の
其
の
人
有
り
。
鍼
を
看
る
と
舵
を
把
る
と
洋
を
過
ぐ
る
と
は
、
須
ら
く
人
を
用
ゐ
る
べ
し
。
よ
り
以
北
、
其
の
道
に
熟
な
る
者
は
、
梅
花
・
定
海
の
人
な
り
。
よ
り
以
南
、
其
の
道
に
熟
な
る
者
は
、
鎭
東
・
南
安
の
人
な
り
。
夷
の
其
の
道
に
熟
な
る
者
に
至
っ
て
は
、
又
た
須
ら
く
夷
人
を
用
ゐ
る
べ
し
。
夷
王
、
夷
梢
三
十
人
を
遣
は
し
來
た
り
て
接
す
る
は
、
正
に
こ
の
爲
め
な
り
。」
又
「
啓
行
」
條：
「
凡
そ
船
の
海
中
を
行
く
や
、
汪
洋
と
し
て
際
無
き
が
若
き
と
雖
も
、
實
は
南
よ
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３５０―
（
三
七
）
り
北
し
、
或
は
北
に
し
て
南
す
、
率
ね
匯
に
循
ひ
て
遠
か
ら
ず
。
惟
だ
封
船
の
み
西
よ
り
東
に
徂
き
、
東
よ
り
西
に
還
る
、
乃
ち
横
浪
萬
餘
里
を
衝
く
。
去
る
に
滄
水
よ
り

水
に
入
り
、
歸
る
に

水
よ
り
滄
水
に
入
る
。」
議
「
匯
に
循
っ
て
遠
か
ら
ず
」
の
一
語
に
も
と
づ
き
、
所
謂
人
の
「
洋
を
過
ぐ
」
と
は
、
通
常
は
廣
以
南
の
沿
岸
海
道
を
指
す
と
分
か
る
。「
針
を
看
て
舵
を
把
る
」
と
い
ふ
の
も
通
常
は
沿
岸
海
域
に
在
る
。
岸
か
ら
や
や
遠
け
れ
ば
す
ぐ
過
洋
と
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
現
代
人
が
太
平
洋
、
印
度
洋
、
大
西
洋
を
横
渡
す
る
基
準
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
琉
球
に
使
す
る
の
は
西
か
ら
東
へ
ゆ
く
特
殊
任
務
で
あ
り
、
通
常
の
「
匯
に
循
ふ
」
と
は
異
な
る
。南
、
北
、
國
外
、
海
道
は
そ
れ
ぞ
れ
當
地
の
人
が
案
内
す
る
た
め
、
各
海
域
の
特
徴
を
熟
知
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
區
的
な
業
務
で
あ
る
。
人
が
針
を
看
て
舵
を
把
る
任
務
は
航
海
術
に
在
り
、
海
域
の
特
徴
に
在
る
の
で
は
な
い
。
我
々
は
こ
の
文
に
よ
り
、
海
路
案
内
と
「
針
を
看
て
舵
を
把
る
」
と
は
同
一
事
で
は
な
い
と
分
か
る
。
上
述
の
陳
侃
の
船
が
琉
球
國
内
海
域
に
到
達
し
て
後
、
人
が
な
ほ
操
船
を
繼
續
し
た
の
は
即
ち
こ
の
理
で
あ
る
。
琉
球
か
ら
西
歸
す
る
時
は
、
大
陸
棚
の
淺
海
を
横
渡
し
、
島
嶼
が
無
い
の
で
、
人
は
「
洋
を
過
ぎ
る
」
業
務
を
擔
任
で
き
る
。「
過
洋
の
事
畢
れ
り
」
の
一
語
は
人
の
言
で
あ
る
と
私
は
推
測
す
る
。
釣
魚
嶼
海
域
は
琉
球
に
出
使
す
る
旅
程
中
で
至
っ
て
重
要
で
あ
る
。
誰
が
そ
の
案
内
役
だ
っ
た
の
か
。
該
海
域
を
東
に
渡
る
に
は
島
嶼
を
た
ど
っ
て
行
く
の
で
、
同
樣
に
「
其
の
道
に
熟
な
る
者
」
が
導
航
す
る
必
要
が
あ
る
。
謝
杰
は
琉
球
及
び
南
沿
岸
、
北
沿
岸
の
合
計
三
處
の
海
域
の
「
其
の
道
に
熟
な
る
者
」
を
明
記
し
た
が
、
釣
魚
嶼
海
域
だ
け
は
書
き
漏
ら
し
た
。
我
々
は
謝
杰
が
釣
魚
嶼
海
域
を
三
處
の
一
つ
と
し
て
含
め
た
と
推
測
す
べ
き
だ
。
歴
代
の
紀
録
に
よ
れ
ば
、
臺
灣
海
峽
以
東
は
琉
球
人
が
針
を
看
て
（
上
述
）、
人
に
針
を
看
さ
せ
な
か
っ
た
。
何
故
な
の
か
。
琉
球
人
は
案
内
役
を
す
る
以
上
、
併
せ
て
針
も
看
て
良
い
筈
で
、
能
力
が
あ
れ
ば
兼
職
で
き
る
だ
ら
う
。
謝
杰
の
所
謂
夷
道
と
は
、
釣
魚
嶼
を
内
に
含
め
て
ゐ
る
。
凡
そ
針
路
紀
録
中
に
釣
魚
嶼
が
出
現
す
る
時
、
全
て
必
然
琉
球
に
到
達
し
、
信
風
を
半
年
待
っ
て
か
ら
後
に
歸
る
。
船
が
釣
魚
嶼
に
到
達
し
て
返
航
し
、
琉
球
に
往
か
な
か
っ
た
記
録
は
一
度
も
無
い
。
よ
っ
て
釣
魚
嶼
の
海
道
を
熟
知
す
る
者
は
、
必
然
と
し
て
琉
球
海
道
を
熟
知
す
る
。
册
封
船
を
琉
球
人
が
案
内
す
る
必
要
が
有
っ
た
の
は
、
人
が
琉
球
海
道
を
熟
知
せ
ず
、
必
然
釣
魚
嶼
の
海
道
も
熟
知
し
な
い
の
で
あ
る
。
釣
魚
嶼
の
海
道
は
謝
杰
の
所
謂
夷
道
の
中
に
含
ま
れ
る
理
と
な
る
。
も
し
案
内
役
の
海
域
で
分
界
す
る
な
ら
ば
、
釣
魚
嶼
は
琉
球
の
海
洋
文
化
の
界
に
屬
し
、
界
線
は
臺
灣
海
峽
に
位
置
し
、
大
陸
沿
岸
島
嶼
の
模
糊
た
る
國
境
線
と
類
似
す
る
。
逆
に
日
本
人
乃
至
琉
球
人
が
釣
魚
嶼
の
航
路
を
渡
航
す
る
に
は
、
同
樣
に
必
然
先
づ
明
國
、
清
國
に
到
達
す
る
の
だ
ら
う
か
。
そ
れ
は
必
要
な
い
。
上
述
の
西
暦
千
六
百
十
六
年
、
若
干
艘
の
日
本
船
が
浙
に
近
づ
い
た
。
ま
ね
か
れ
ざ
る
客
と
な
っ
て
騷
ぎ
を
起
こ
し
た
。
明
石
道
友
の
や
う
に
東
湧
に
到
達
し
た
ら
大
人
し
く
囘
航
し
、
一
草
一
粒
を
も
犯
さ
な
い
の
が
良
い
。
そ
の
他
の
多
く
の
朱
印
船
は
毎
年
臺
灣
海
峽
を
經
て
東
南
ア
ジ
ア
に
貿
易
し
た
が
、
必
ず
し
も
「
大
明
の
境
界
」
に
は
進
入
し
な
か
っ
た
。
船
は
南
方
か
ら
東
湧
に
戻
っ
て
後
は
、
東
支
那
海
を
横
絶
し
、
長
崎
に
直
航
し
て
も
良
い
し
、
或
は
釣
魚
嶼
海
域
に
向
か
ひ
、
琉
球
を
經
て
内
地
に
歸
っ
て
も
良
い
。
歴
史
上
の
針
路
の
分
界
は
臺
灣
海
峽
に
在
っ
た
。
〔
台
洋
〕
浙
江
台
州
（
天
台
）
の
外
洋
。
〔
梅
花
〕
江
口
南
岸
の
守
禦
所
。
〔
定
海
〕
福
州
の
東
北
方
の
黄
崎
半
島
の
南
側
の
守
禦
所
。
〔
鎭
東
〕
明
國
の
鎭
東
衞
で
あ
る
。
福
清
縣
の
東
南
に
在
る
。
〔
南
安
〕
明
國
の
南
安
縣
で
あ
る
。
泉
州
の
西
南
に
在
る
。
（
三
八
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３４９―
〔
匯
〕
潮
流
。
こ
こ
で
は
大
陸
沿
岸
流
を
指
す
。
汪
楫
『
使
琉
球
雜
録
』
卷
五
「
神
異
」：
「
出
洋
の
後
、
夥
長
、
辰
針
を
用
ゐ
る
を
主
す
、
こ
れ
を
圖
説
に
考
ふ
る
も
亦
た
然
り
。
而
し
て
琉
球
人
の
向
導
を
な
す
者
、
自
ら
以
爲
ら
く
「
歴
年
歸
國
す
る
に
皆
な
乙
針
を
用
ゐ
る
」
と
、
こ
れ
を
爭
ふ
こ
と
甚
だ
力
む
。
已
む
を
得
ず
辰
乙
針
を
參
用
す
。
接
封
の
船
を
顧
み
る
に
倏
と
し
て
已
に
其
の
後
に
瞠
す
。
因
っ
て
乙
針
の
鈍
な
る
を
悟
り
、
仍
ほ
辰
針
を
用
ゐ
る
。
上
風
を
占
む
る
な
り
。
廿
四
日
五
鼓
、

み
て
假
寐
す
。
忽
と
し
て
一
人
の
、
臣
が
背
を
拊
つ
を
夢
み
る
。
曰
く「
起
き
よ
起
き
よ
。
船
の
行
く
こ
と
太
だ
上
な
り
。
再
び
上
な
れ
ば
、
則
ち
臺
灣
な
り
」
と
。
驚
き
寤
め
、
急
ぎ
守
備
の
林
五
瑯
を
呼
び
、
域
外
の
方
向
を
問
ひ
、
并
び
に
語
ぐ
る
に
夢
を
以
て
す
。
五
瑯
曰
く
「
頃
、
固
よ
り
こ
れ
を
疑
ふ
、
今
當
に
舵
を
捩
す
べ
き
の
み
」
と
。
舵
轉
ず
る
や
、
風
の
疾
き
こ
と
駛
す
る
が
如
し
、
天
明
に
遂
に
彭
佳
山
を
見
る
。
向
に
神
の
覺
ら
し
む
る
に
非
ず
ば
、
毫
釐
千
里
の
誤
り
有
ら
ざ
る
を
得
ん
や
。」
議
汪
楫
は
神
明
が
夢
に
託
し
た
形
で
自
ら
恕
し
て
ゐ
る
が
、
最
終
的
に
は
琉
球
人
の
主
張
す
る
針
路
に
從
っ
た
。
我
々
は
陳
侃
、
徐
葆
光
、
李
鼎
元
等
の
紀
録
と
つ
な
げ
て
、
汪
楫
が
從
っ
た
の
も
常
態
に
戻
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
分
か
る
。「
歴
年
歸
國
」
は
法
螺
で
は
な
く
、
琉
球
船
は
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
や
う
に
朝
貢
し
て
を
り
、『
歴
代
寶
案
』
等
に
逐
次
記
録
が
の
こ
っ
て
ゐ
る
。
琉
球
船
は
も
と
も
と
速
度
が
遲
い
の
で
、
風
上
風
下
に
は
關
係
な
く
、
こ
れ
も
自
ら
恕
す
語
に
外
な
ら
な
い
。
下
文
で
郊
を
過
ぎ
て
、「
中
外
の
界
」
が
有
る
と
報
じ
た
の
も
（
下
第
三
議
を
見
よ
）、
理
と
し
て
琉
球
の
「
向
導
を
な
す
者
」
の
語
と
推
測
す
べ
き
で
あ
る
。
逸
名
『
寛
文
航
海
書
』
﹇
釋
文
﹈
日
本
よ
り
呂
宋
へ
、
高
砂
の
東
、
乘
り
前
の
事
。
一
、
女
島
よ
り
沖
南
（
お
き
ば
え
）・
真
南
を
き
ば
へ
（
ま
は
え
お
き
ば
え
）
の
間
の
絃
を
百
三
十
里
行
け
ば
、
レ
イ
シ
と
い
ふ
嶋
見
ゆ
る
な
り
。
そ
れ
よ
り
真
南
沖
南
（
ま
は
え
お
き
ば
え
）
の
絃
を
二
十
七
里
半
行
け
ば
、
よ
な
こ
嶋
を
立
つ
る
な
り
。
右
の
筋
に
て
四
十
里
行
け
ば
、
タ
バ
コ
島
を
見
る
な
り
。
そ
れ
よ
り
真
南
沖
南
（
ま
は
え
お
き
ば
え
）・
お
き
ば
え
の
絃
を
一
つ
乘
れ
ば
、
筆
架
山
と
云
ふ
島
を
脇
に
見
て
、
呂
宋
の
カ
シ
ヤ
タ
ウ
ル
の
崎
の
島
を
見
る
な
り
。
但
し
道
の
ほ
ど
五
十
里
有
り
。
そ
れ
よ
り
針
流
し
に
四
十
里
行
け
ば
、
表
崎
を
見
る
な
り
。
…
（
下
略
）
…
議
凡
そ
釣
魚
嶼
航
路
の
史
料
は
、
同
時
に
全
て
琉
球
に
つ
い
て
記
録
し
、
例
外
は
無
い
。
で
は
同
時
に
必
ず
明
國
、
清
國
を
記
録
し
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
。
遺
憾
な
が
ら
『
寛
文
航
海
書
』
所
載
の
釣
魚
嶼
群
島
は
、
明
國
に
無
縁
で
あ
る
。『
寛
文
航
海
書
』
は
地
圖
學
の
大
師
秋
岡
武
次
郎
氏
の
舊
藏
で
、
現
在
は
佐
倉
の
國
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
收
藏
さ
れ
る
。
原
書
は
標
題
が
無
く
、
秋
岡
氏
は
暫
時
命
名
し
て
『
寛
文
航
海
書
』
と
し
た
。
佐
倉
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
頁
は
『
寛
文
航
海
圖
』
に
作
る
。
書
中
の
長
崎
呂
宋
往
還
航
路
の
部
分
の
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３４８―
（
三
九
）
書
影
は
、
大
阪
府
立
圖
書
館
編
『
南
方
渡
海
古
文
獻
圖
録
』
に
收
め
ら
れ
て
第
十
一
圖
と
さ
れ
、
標
題
は
「
秋
岡
武
次
郎
氏
藏
航
海
記
」
に
作
る
。
日
本
は
西
暦
千
六
百
三
十
七
年
前
後
か
ら
、
全
面
的
に
禁
海
封
關
を
實
施
し
た
の
で
、
該
書
の
呂
宋
航
路
は
ほ
ぼ
西
暦
千
六
百
三
十
五
年
前
後
の
情
報
と
推
測
で
き
る
。
該
書
の
呂
宋
航
路
の
末
尾
に
は
「
ヲ
ラ
ン
ダ
道
な
り
」
の
句
が
あ
る
。
か
り
に
オ
ラ
ン
ダ
航
海
術
に
屬
す
る
な
ら
ば
、
海
禁
が
完
成
し
て
以
後
に
成
書
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
實
際
の
里
數
は
南
蠻
里
で
あ
り
、
且
つ
呂
宋
は
西
暦
千
五
百
七
十
年
以
後
に
南
蠻
の
ス
ペ
イ
ン
に
屬
し
て
ゐ
た
の
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
航
海
術
だ
と
分
か
る
（
説
は
鄙
著
『
尖
閣
反
駁
マ
ニ
ュ
ア
ル
百
題
』
第
四
部
に
つ
ま
び
ら
か
に
し
た
。
平
成
二
十
六
年
五
月
集
廣
舍
刊
）。
『
寛
文
航
海
書
』
の
呂
宋
航
路
は
、
長
崎
か
ら
出
航
し
、
男
女
群
島
中
の
女
島
を
經
て
、
西
南
や
や
南
の
方
向
に
進
み
、
レ
イ
シ
島
、
與
那
國
島
、
臺
灣
島
東
岸
を
經
て
、
最
後
に
呂
宋
に
到
達
す
る
。
レ
イ
シ
は
歐
洲
語
の
レ
イ
ス
・
マ
ゴ
ス
（R
eys
M
agos
）
で
あ
り
、
譯
す
れ
ば
東
方
三
王
島
と
な
る
。
レ
イ
ス
・
マ
ゴ
ス
は
多
數
の
史
料
中
で
釣
魚
嶼
列
島
だ
と
確
定
で
き
ず
、
八
重
山
群
島
或
は
臺
灣
北
方
三
島
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
『
寛
文
航
海
書
』
は
レ
イ
シ
島
か
ら
西
南
や
や
南
方
向
に
航
行
す
る
こ
と
二
十
七
里
半
で
與
那
國
島
に
至
る
。
約
百
七
十
キ
ロ
に
相
當
す
る
。
與
那
國
島
の
東
北
や
や
北
方
向
に
百
數
十
キ
ロ
の
處
に
は
釣
魚
嶼
群
島
だ
け
し
か
無
い
の
で
、
確
定
で
き
る
。『
寛
文
航
海
書
』
の
釣
魚
嶼
は
、
日
本
の
長
崎
と
日
本
の
與
那
國
島
と
の
中
間
に
在
り
、
明
國
に
關
係
し
な
い
。
該
島
は
日
本
琉
球
航
海
文
化
の
界
に
屬
し
、
明
國
の
針
路
界
の
外
に
位
置
す
る
と
言
へ
る
。
後
に
西
暦
千
八
百
十
九
年
に
琉
球
王
族
（
或
は
そ
の
隨
員
）
が
最
も
早
く
上
陸
記
録
を
の
こ
し
、
西
暦
千
八
百
四
十
五
年
に
は
英
軍
サ
マ
ラ
ン
艦
が
若
干
の
八
重
山
人
を
雇
っ
て
案
内
人
と
し
、
釣
魚
嶼
に
は
別
に
土
着
名
が
あ
る
と
記
録
し
た
（
説
は
『
島
嶼
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
四
卷
一
期
所
載
「
尖
閣
最
初
の
上
陸
記
録
は
否
定
で
き
る
か－
－
明
治
か
ら
文
政
に

っ
て
反
駁
す
る
」
に
詳
ら
か
に
し
た
）。
二
度
の
記
録
は
と
も
に
清
國
に
關
係
し
な
い
。
當
時
は
無
主
の
島
で
あ
っ
た
が
、
最
後
に
日
本
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
は
筋
道
が
通
っ
て
ゐ
る
。
圖
『
按
針
似
看
山
譜
』（
鄙

「
琉
球
尖
閣
近
著
雜
録
」
よ
り
録
す
、
長
崎
純
心
大
學
『
純
心
人
文
研
究
』
第
二
十
一
號
、
平
成
二
十
七
年
刊
行
）
（
四
〇
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３４７―
【
鷄
籠
山
の
航
路
の
界
】
鷄
籠
山
の
東
北
方
の
航
路
界
を
、
諸
書
で
中
華
界
、
華
夷
界
、
東
洋
山
と
稱
す
る
。
分
界
線
は
と
も
に
釣
魚
嶼
の
西
側
に
在
る
。
佚
名
『
按
針
似
看
山
譜
』
鷄
籠
圖
の
：
「
東
洋
の
山
を
見
れ
ば
、
即
ち
是
れ
釣
魚
臺
な
り
。」
議
西
暦
千
六
百
八
十
四
年
に
清
國
が
臺
灣
島
西
南
部
を
侵
奪
し
て
久
し
か
ら
ず
、
寨
を
鷄
籠
に
設
け
、
清
國
に
歸
屬
せ
し
め
た
。
鷄
籠
を
過
ぎ
れ
ば
そ
こ
は
「
東
洋
」
で
あ
る
。
前
提
は
鷄
籠
が
清
國
に
屬
し
、
東
洋
に
屬
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
清
・
齊
鯤
『
東
瀛
百
詠
』
内
「
航
海
八
詠
・
籠
山
」（
西
暦
千
八
百
八
年
）：
「
猶
ほ
是
れ
中
華
の
界
、
蒼
茫
四
望
空
な
り
。
萬
濤
、
鳳
舸
を
圍
み
、
一
髮
、
籠
を
認
む
。」
議
舊
觀
念
に
も
と
づ
け
ば
、
五
虎
門
・
竿
塘
を
過
ぎ
れ
ば
清
國
を
離
れ
た
こ
と
に
な
る
。
淡
水
廳
の
鷄
籠
城
の
新
領
土
を
遠
望
で
き
る
が
、
し
か
し
と
て
も
偏
僻
で
あ
り
、「
中
華
」
の
感
覺
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
鷄
籠
城
を
統
治
す
る
こ
と
百
年
あ
ま
り
を
經
て
、
齊
鯤
の
時
に
は
中
華
に
屬
す
る
と
感
じ
て
、
新
奇
な
事
と
な
っ
た
。
語
、
新
奇
な
ら
ざ
れ
ば
誓
っ
て
休
ま
ず
、
よ
っ
て
齊
鯤
は
こ
の
句
を
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
清
・
齊
鯤
「
東
瀛
百
詠
」
内
「
渡
海
吟
、
西
の
乘
風
破
浪
圖
に
題
す
る
の
韻
を
用
ゐ
る
」（
西
暦
千
八
百
八
年
）：
「
籠
山
に
過
ぎ
た
り
中
華
の
界
、
針
盤
遙
か
に
指
す
牛
服
箱
。
…
（
中
略
）
…

溝
の
洋
深
く
且
つ
黝
し
、
祭
る
に
剛
鬣
を
以
て
し
投
ず
る
に
羊
を
以
て
す
。」
議
こ
の
詩
は
費
錫
章
に
唱
和
す
る
。
費
氏
の
原
詩
に
は
「

溝
に
て
中
華
界
を
行
き
過
ぐ
」
の
句
が
あ
り
、
こ
れ
と
互
注
を
爲
し
て
ゐ
る
。
よ
っ
て
齊
鯤
の
「

溝
の
洋
」
は
鷄
籠
か
ら
遠
く
な
い
。
後
述
の
「
唐
氏

潮
」
に
擬
す
べ
き
で
あ
る
。
〔
牛
服
箱
〕
詩
經
の
古
語
、
牽
牛
星
を
指
す
。
齊
鯤
は
盛
夏
の
閏
五
月
の
中
旬
に
東
渡
し
た
の
で
、
牽
牛
星
は
夜
に
東
か
ら
昇
る
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３４６―
（
四
一
）
【

水
の
溝
界
】
彭
佳
嶼
と
釣
魚
嶼
と
の
中
間
の
大
陸
棚
の
淺
海
の

縁
が
北
に
彎
曲
す
る
議
古
人
は
往
往
に
し
て

潮
海
域
が
一
種
の
神
秘
的
界
線
で
あ
り
、
國
境
線
と
相
彷
彿
す
る
と
考
へ
た
。
中
華
人
民
共
和
國
の
公
式
見
解
で
は
、
單
純
に
釣
魚
嶼
の
東
側
の

潮
を
正
規
の
國
境
線
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
自
然
地
理
と
し
て
は
、
册
封
船
の
航
路
上
で
は
釣
魚
嶼
の
東
側
の
ほ
か
に
西
側
で
も
二
箇
處
の
大
潮
流
に
出

ふ
。
一
、

潮
の
主
流
が
臺
灣
島
の
東
側
か
ら
北
上
し
、
彭
佳
嶼
と
釣
魚
嶼
と
の
中
間
の
航
路
に
ぶ
つ
か
る
。
該
處
の
大
陸
棚
の
淺
海
の

縁
は
北
に
彎
曲
し
（
下
圖
）、
最
北
の
處
は
「
北
棉
花
峽
谷
」
で
あ
り
、
南
下
す
れ
ば
大
陸
棚
の
斜
面
で
あ
る
。
册
封
船
は
西
か
ら
來
て
、
こ
こ
で

潮
に
出

ふ
。
前
人
の
自
然
科
學
的
研
究
は
多
い
が
、
實
測
を
行
な
っ
た
の
は
臺
灣
の
唐
存
勇
教
授
が
一
人
目
で
あ
る
。
唐
教
授
は
臺
灣
の
南
投
縣
の
埔
里
鎭
の
人
で
あ
り
、
曾
て
臺
灣
海
洋
研
究
船
第
一
號
を
導
入
し
、
該
船
を
驅
っ
て
釣
魚
嶼
の
西
側
海
域
で

潮
を
實
測
し
た
。
所
著
の
論
文「
臺
灣
東
北
大
陸
坡
潮
流
」（Con-
tin
ental
slop
e
flo
w
n
o
rth
east
of
T
aiw
an
）
は
、
平
成
十
一
年
『
海
洋
物
理
學
集
刊
』（Jo
u
rn
al
of
Physical
O
cean
ography
）
第
二
十
九
卷
に
收
め
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
該
文
の
插
圖
を
録
し
（
次
頁
）、
彭
佳
嶼
と
釣
魚
嶼
の
間
の

潮
の
動
態
を
示
す
。
今
暫
時
こ
れ
を
唐
氏

潮
と
名
づ
け
る
。
（
四
二
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３４５―
唐
存
勇
等
の
「
臺
灣
東
北
大
陸
坡
潮
流
」（Contin
ental
slope
flo
w
n
o
rth
east
ofT
aiw
an
）
よ
り
録
す
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３４４―
（
四
三
）
二：
冬
季
以
外
、

潮
の
支
流
は
澎
湖
海
域
か
ら
北
上
し
、
臺
灣
島
西
北
方
に
至
る
（
左
圖
）。
冬
季
に
は
大
陸
沿
岸
流
が
北
か
ら
來
て
を
り
、
や
は
り
水
色
の
分
界
を
成
す
筈
で
あ
る
。
夏
子
陽
が
復
路
で
見
た
「

を
離
れ
て
滄
に
入
る
」（
後
述
）
と
は
、
疑
ふ
ら
く
こ
れ
で
あ
ら
う
。
引用元：Seasonal variation of the circulation in the Taiwan Strait、平成十四年七月。
作者：Jan, Sen即 森；Wang, Joe; Chern, Ching-Sheng; Chao, Shenn-Yu。
收載：Journal of Marine Systems，第三十五卷第三號第二百六十五頁第十四圖
（
四
四
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３４３―
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
卷
上
（
萬
暦
三
十
四
年
）：
「
二
十
九
日
早
き
に
、
隱
隱
と
し
て
一
船
を
望
見
す
。
衆
喜
び
て
謂
は
く
、「
船
有
れ
ば
則
ち
中
國
（
ち
ゅ
う
こ
く
）
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
且
つ
水
、

を
離
れ
て
滄
に
入
る
、
必
ず
是
れ
中
國
の
界
な
り
」
と
。」
中
華
人
民
共
和
國
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
頁
は
こ
の
句
を
引
き
、
曰
く：
「
は
っ
き
り
と
釣
魚
島
、
赤
尾
嶼
が
チ
ャ
イ
ナ
に
屬
し
、
分
界
線
は
赤
尾
嶼
と
久
米
島
と
の
間
の

水
溝
（
今
の
沖
繩
ト
ラ
フ
）
に
在
る
と
記
載
し
て
ゐ
る
」
と
。
http://w
w
w
.diaoyudao.org.cn
議
夏
子
陽
の
歸
路
は
該
年
十
月
二
十
一
日
に
那
覇
か
ら
出
航
し
、
二
十
二
日
に
久
米
島
を
過
ぎ
、
二
十
九
日
に

を
離
れ
て
滄
に
入
り
、
次
の
日
に
福
寧
州
の
沿
岸
島
嶼
が
見
え
る
。
よ
っ
て

を
離
れ
て
滄
に
入
る
と
は
大
陸
沿
岸
流
を
指
す
と
分
か
る
。
疑
ふ
ら
く
冬
季
に
岸
に
沿
っ
て
北
か
ら
南
下
す
る
の
は

を
呈
し
、
岸
に
近
く
泥
を
含
む
の
は
滄
を
呈
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
考
察
を
要
す
る
。
歸
り
の
航
路
は
北
寄
り
に
大
陸
棚
の
淺
海
中
を
渡
り
、
釣
魚
臺
を
經
由
し
な
い
。
假
に
沖
繩
ト
ラ
フ
を
明
國
の
東
の
境
界
線
と
す
れ
ば
、
東
支
那
海
は
全
て
明
國
に
屬
す
る
。
こ
の
や
う
な
幻
想
を
現
代
に
施
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
〔
中
國
〕
こ
こ
で
は
明
國
を
指
す
。
清
・
費
錫
章
『
一
品
集
』（
西
暦
千
八
百
八
年
）
卷
下
「
題
家
弟
錫
輅
乘
風
破
浪
圖
」：
「

溝
に
行
き
過
ぐ
中
華
の
界
、
金
を
鳴
ら
し
鼓
を
伐
ち
猪
羊
を
投
ず
。」
議
費
錫
章
は
齊
鯤
と
と
も
に
琉
球
に
使
し
た
。
本
詩
に
は
齊
鯤
の
唱
和
詩
「
渡
海
吟
」
が
有
り
、
内
に
曰
く
「
鷄
籠
山
に
て
中
華
界
を
過
ぐ
」
と
（
上
述
【
鷄
籠
山
の
航
路
界
】
の
條
）。
よ
っ
て
本
詩
の
「
中
華
界
」
は
同
じ
く
鷄
籠
附
近
を
指
す
。
鷄
籠
附
近
の

溝
は
上
述
の
唐
氏

潮
で
あ
り
、
溝
界
は
北
棉
花
峽
谷
に
在
る
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
人
文
地
文
が
相
融
合
し
て
生
じ
た
界
域
で
あ
り
、
國
境
線
と
相
彷
彿
す
る
と
は
い
へ
、
正
規
の
國
境
線
と
は
な
ら
な
い
。
清
・
郁
永
河
『
裨
海
紀
遊
』
卷
上
、
康
煕
三
十
六
年
（
西
暦
千
六
百
九
十
七
年
）
二
月
二
十
一
日：
「
臺
灣
の
海
道
、
惟
だ

水
溝
の
み
最
も
險
し
。
北
よ
り
南
に
流
れ
、
源
の
何
所
に
出
づ
る
を
知
ら
ず
。
海
水
正
に
碧
な
る
に
、
溝
水
獨
り

き
こ
と
墨
の
如
し
、
勢
又
た
稍
や
く
ぼ
む
、
故
に
こ
れ
を
溝
と
謂
ふ
。
廣
き
こ
と
約
百
里
、
湍
流
迅
駛
、
時
に
腥
穢
の
人
を
襲
ふ
を
覺
ゆ
。
又
た
紅

間
道
の
蛇
及
び
兩
頭
蛇
有
り
、
船
を
繞
り
游
泳
す
、
舟
師
、
時
に
楮
を
以
て
こ
れ
に
投
じ
、
屏
息
す
る
こ
と
惴
惴
た
り
、
或
は
流
れ
に
順
っ
て
南
し
、
ゆ
く
所
を
知
ら
ざ
る
を
懼
る
る
の
み
。
紅
水
溝
、
甚
だ
し
く
は
險
し
か
ら
ず
、
人
頗
る
こ
れ
を
泄
視
す
。
…
（
中
略
）
…
溝
を
渡
っ
て
良
や
久
し
く
し
て
、
鉦
鼓
の
舷
間
に
お
こ
る
を
聞
い
て
、
舟
師
來
り
告
ぐ
、
澎
湖
を
望
見
せ
り
と
。」
議
こ
の
段
は
臺
灣
の
中
學
國
文
教
科
書
に
入
選
し
、
誰
も
が
熟
讀
し
、
萬
戸
に
傳
誦
す
る
。
琉
球
に
往
來
す
る
船
中
で
も

溝
を
祭
る
こ
と
、
こ
れ
と
相
似
す
る
。
主
祭
者
は
誰
な
の
か
、
明
文
記
載
は
ほ
と
ん
ど
無
い
が
、
李
鼎
元
だ
け
は
琉
球
人
が
主
祭
す
る
の
を
目
睹
し
た
。
三
十
六
姓
の
祖
傳
に
出
る
の
か
、
或
は
澎
湖
の
溝
祭
を
模
倣
す
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
い
づ
れ
に
せ
よ
釣
魚
臺
の
西
側
の
臺
灣
海
峽
の

潮
に
も

溝
祭
が
あ
り
、
沖
繩
ト
ラ
フ
と
東
西
に
對
稱
と
な
っ
て
ゐ
る
。
後
述
の
李
鼎
元
「
馬
齒
島
歌
」
の
東
西
兩
界
を
聯
想
さ
せ
る
。
【
夜
に
溝
界
を
祭
る
】
溝
界
の
位
置
は
確
定
し
難
い
。
必
ず
日
暮
以
後
に
祭
る
の
で
目
睹
で
き
な
い
。
歴
代
の
紀
録
全
て
同
じ
で
あ
る
。
乃
至
「
午
夜
に
溝
を
過
ぐ
」
と
ま
で
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３４２―
（
四
五
）
命
名
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
沖
繩
縣
立
博
物
館
藏
『
封
使
琉
球
圖
卷
』
は
西
暦
千
七
百
五
十
六
年
の
全
魁
・
周
煌
・
王
文
治
の
東
渡
船
を
描
き
、第
五
幅「
五
虎
に
放
洋
す
」、
第
六
幅
「
午
夜
に
溝
を
過
ぐ
」、
第
七
幅
「
順
風
千
里
」、
第
八
幅
「
姑
米
に
舟
を
牽
く
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。
第
六
幅
で
溝
を
過
ぎ
て
後
に
や
っ
と
第
七
幅
の
最
も
長
い
海
路
の
段
が
あ
り
、
島
影
を
遠
望
す
る
。
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
等
で
あ
ら
う
。
そ
の
次
序
は
全
魁
（
詳
下
第
二
議
）、
齊
鯤
、
費
錫
章
等
の
詩
中
に
詠
ず
る
所
に
符
合
す
る
。
研
究
に
よ
れ
ば
、
作
畫
者
朱
年
は
こ
れ
ら
の
文
人
と
交
遊
が
有
っ
た
。
畫
中
の

溝
は
尖
閣
諸
島
の
西
側
に
位
置
し
、
唐
氏

潮
に
相
當
す
る
と
推
測
で
き
る
。
（
四
六
）
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清
國
・
朱
年
作
『
奉
使
琉
球
圖
卷
』、
沖
繩
縣
立
博
物
館
編
『
册
封
使
、
中
國
皇
帝
の
使
者
』
よ
り
。
平
成
元
年
沖
繩
縣
立
博
物
館
友
の
會
發
行
。
第
六
幅
「
午
夜
過
溝
」
第
七
幅
「
順
風
千
里
」
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３４０―
（
四
七
）
【
釣
魚
嶼
の
西
側
の
中
外
の
界
溝
】
清
・
張
學
禮
『
使
琉
球
記
』（
康
煕
二
年
、
西
暦
千
六
百
六
十
三
年
）：
「
水
色
に
異
有
り
、
深
く
青
き
こ
と
藍
の
如
し
。
舟
子
曰
く
、「
大
洋
に
入
れ
り
」
と
。
こ
れ
を
頃
く
し
て
、
白
水
一
線
有
り
、
南
北
に
横
亙
す
。
舟
子
曰
く
、「
分
水
洋
を
過
ぎ
た
り
。
此
れ
天
の
中
外
を
界
す
る
所
以
の
者
な
り
」と
。
…（
中
略
）
…
海
洋
の
水
、
緑
白
紅
藍
、
歴
歴
と
し
て
繪
が
く
が
如
し
。

み
起
し
て
こ
れ
を
視
る
に
、
其
の
清
き
こ
と
一
な
る
が
如
し
、
解
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。」
中
華
人
民
共
和
國
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
頁
が
本
段
を
採
録
す
る
。
http://w
w
w
.diaoyudao.org.cn
議
六
月
七
日
に
大
陸
よ
り
出
航
し
、
六
月
九
日
に
大
洋
に

入
り
、
即
日
分
水
洋
を
過
ぎ
る
。
ど
の
海
域
だ
ら
う
か
。
か
り
に
赤
尾
嶼
の
東
側
の
沖
繩
ト
ラ
フ
の

潮
で
あ
れ
ば
、
大
陸
か
ら
赤
尾
嶼
ま
で
中
間
は
全
て
「
大
洋
」
で
な
く
、
沖
繩
ト
ラ
フ
に
到
っ
て
や
っ
と
大
洋
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
古
人
の
概
念
中
の
大
洋
は
臺
灣
海
峽
に
始
ま
る
こ
と
、
下
の
附
議
「
釋
大
洋
」
で
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
。
現
代
人
の
遼
濶
な
る
海
洋
概
念
で
も
大
陸
棚
の
淺
海
を
全
て
非
大
洋
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
中
外
界
を
過
ぎ
て
後
、
緑
白
紅
藍
の
色
が
出
現
す
る
の
も

潮
ら
し
く
な
い
。
こ
れ
は
臺
灣
暖
流
の
支
流
が
臺
灣
海
峽
を
通
過
し
北
部
に
到
達
し
た
の
だ
ら
う
。
し
か
し
原
文
に
よ
れ
ば
潮
水
は
深
藍
を
呈
し
、
あ
ま
り

く
な
く
、

潮
ら
し
く
な
い
。
原
因
は
推
測
で
き
る
。
森
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
（
本
稿
第
四
十
四
頁
の
圖
）、
夏
季
に
臺
灣
海
峽
で
は
水
が
南
支
那
海
か
ら
來
て
、
東
南
方
の

潮
か
ら
は
來
な
い
。
張
學
禮
が
東
渡
し
た
の
は
ま
さ
に
夏
季
で
あ
っ
た
。
春
秋
冬
に
は
太
平
洋
の

潮
支
流
が
臺
灣
海
峽
に

入
り
、
臺
灣
暖
流
と
な
る
。
〔
亙
〕
も
と
亘
に
作
る
、
今
改
め
る
。
清
・
徐
葆
光
『
海
舶
三
集
』
卷
二
「
舶
中
集
」
内
「
海
舶
謠
」
第
八
首：
「
溝
を
過
ぎ
水
に
む
兩
羊
、
鼓
を
（
た
）
し
金
を
（
さ
う
）
す
百
谷
の
王
。
萬
派
の
龍
涎
に
碧
浪
堆
（
う
づ
た
か
）
し
。
舟
師
は
報
ず
、
米
糠
洋
を
過
ぐ
と
。（
自
注
）
内
外
洋
の
分
界
は
溝
を
過
ぐ
と
名
づ
け
ら
れ
、
活
け
る
豬
羊
を
め
て
以
て
祭
る
。
米
糠
洋
の
水
面
は
黄
沙
の
浮
か
ぶ
こ
と
龍
涎
の
如
く
、
横
亙
し
て
際
無
し
。」
議
第
六
首
で
小
琉
球
を
詠
じ
、
こ
こ
で
内
外
洋
を
詠
じ
、
第
十
首
で
釣
魚
嶼
、
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
を
飛
び
越
え
て
見
え
ず
と
詠
ず
る
。
よ
っ
て
こ
の
溝
界
は
釣
魚
嶼
列
島
の
西
方
に
位
置
す
る
。
航
路
中
に
通
常
見
ら
れ
る
米
糠
洋
の
紀
録
の
多
く
は
臺
灣
島
の
北
側
附
近
に
在
る
。
碧
浪
に
黄
沙
が
浮
か
ぶ
特
徴
も
大
陸
棚
の
淺
海
に
符
合
し
、
沖
繩
ト
ラ
フ
の

潮
の
特
徴
で
は
な
い
。
『
中
山
傳
信
録
』
に
よ
れ
ば
、
徐
葆
光
は
五
月
二
十
二
日
に
五
虎
門
を
出
て
、
二
十
四
日
に
米
糠
洋
を
過
ぎ
て
、
二
十
八
日
の
未
明
に
釣
魚
、
黄
尾
、
赤
尾
等
の
嶼
が
見
え
る
筈
な
の
に
皆
見
え
な
か
っ
た
。
溝
を
過
ぎ
た
の
は
遲
く
と
も
二
十
四
日
で
あ
っ
た
と
分
か
る
。
か
り
に
こ
の
溝
が
赤
尾
嶼
以
東
に
位
置
す
る
な
ら
ば
、
大
陸
棚
は
全
て
内
洋
に
屬
す
る
こ
と
に
な
り
、
通
じ
な
い
。
〔
百
谷
王
〕
海
を
喩
へ
る
。
底
本
で
谷
は
拜
と
下
と
の
合
字
だ
が
、
い
ま
通
行
字
に
從
ふ
。
〔
亙
〕
も
と
亘
に
作
る
、
今
改
め
る
。
【
東
西
の
雙
界
】
李
鼎
元
「
馬
齒
島
歌
」：
「
土
人
、
水
を
も
て
あ
そ
び
性
能
く
泅
ぐ
、
赤
手
も
て
蛟
鯨
窟
裏
に
游
す
。
三
尺
の
海
松
、
石
膸
を
割
き
、
一
寸
の
珍
珠
、
驪
喉
に
探
る
。
三
十
六
島
、
此
れ
ぞ
門
戸
な
り
、
は
な
は
だ
類
す
竿
塘
と
石
虎
五
と
。
願
は
く
は
天
后
よ
り
長
風
を
借
り
（
四
八
）
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ん
。
八
旬
の
老
母
、
兒
を
思
ふ
こ
と
苦
し
け
れ
ば
な
り
。」
〔
能
泅
〕
慶
良
間
の
人
は
善
く
泳
ぐ
こ
と
李
鼎
元
『
使
琉
球
記
』
卷
六
、
十
月
二
十
二
日
條
に
見
え
る
。
〔
海
松
〕
一
種
の
海
藻
。『
使
琉
球
記
』
卷
五
陰
暦
九
月
十
三
日
に
よ
れ
ば
、
琉
球
王
の
族
人
尚
容
が
海
松
を
送
っ
て
來
た
と
い
ふ
。
〔
石
膸
〕
石
髓
に
同
じ
。『
使
琉
球
記
』
卷
五
の
陰
暦
九
月
十
三
日
に
よ
れ
ば
、
慶
良
間
の
人
は
岩
石
の
裂
け
眼
か
ら
海
松
を
採
る
こ
と
が
で
き
た
。
〔
驪
〕
驪
龍
の
頷
下
に
珠
あ
り
。
こ
こ
で
は
海
中
に
珠
を
探
る
こ
と
を
形
容
す
る
。
〔
三
十
六
島
〕
琉
球
全
島
の
概
數
。
〔
竿
塘
〕
馬
祖
列
島
中
の
一
島
。
〔
石
虎
五
〕
五
虎
門
。
琉
球
・
潘
相
『
琉
球
入
學
見
聞
録
』（
西
暦
千
七
百
六
十
四
年
）
卷
一
「
星
土
」
條：
「
福
州
よ
り
琉
球
の
姑
米
山
（
久
米
島
）
に
至
る
ま
で
、
四
十
更
、
計
二
千
四
百
里
な
り
。
琉
球
の
姑
米
よ
り
福
州
に
囘
る
は
、
五
十
更
、
計
三
千
里
な
り
。」
同
卷
「
星
槎
」
條：
「
五
虎
門
よ
り
姑
米
山
に
至
る
ま
で
四
十
更
な
り
、
姑
米
よ
り
定
海
所
に
至
る
ま
で
五
十
更
な
り
。」

海
麟
教
授
の
觀
點：
「
星
土
」
條
は
福
州
よ
り
久
米
島
ま
で
福
建
海
域
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
（

海
麟
『
釣
魚
島
列
嶼
の
歴
史
と
法
理
研
究
』
増
訂
本
、
中
華
書
局
、
平
成
十
九
年
、
第
五
十
九
頁
）
議
潘
相
は
琉
球
福
建
間
の
距
離
を
推
算
す
る
が
、
星
土
條
で
は
概
言
し
、
星
槎
條
で
は
精
言
す
る
。
福
州
府
附
近
の
五
虎
門
及
び
定
海
所
は
と
も
に
航
路
の
西
の
境
界
で
あ
り
、
航
路
を
通
算
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
四
十
更
及
び
五
十
更
と
な
る
。
そ
の
意
は
李
鼎
元
と
同
じ
で
あ
り
、
周
煌
及
び
趙
新
に
も
類
似
の
敘
述
が
有
る
。
か
り
に
確
か
に
こ
れ
が
福
建
海
域
に
屬
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
潘
相
は
琉
球
の
「
星
土
」
の
中
で
、
福
建
省
内
の
航
路
の
距
離
だ
け
を
算
出
す
る
筈
が
無
い
。
〔
定
海
〕
福
建
省
内
の
大
き
な
守
禦
所
の
一
つ
、
福
州
府
の
東
北
方
に
位
置
す
る
。
清
・
李
鼎
元
『
使
琉
球
記
』
卷
三：
「
歴
來
針
路
に
見
ゆ
る
所
を
考
ふ
る
に
、
尚
ほ
小
琉
球
・
籠
山
・
黄
麻
嶼
有
り
、
此
の
行
と
も
に
未
だ
見
え
ず
。
…
（
中
略
）
…
こ
の
次
、
最
も
簡
捷
と
な
す
、
而
し
て
見
ゆ
る
所
も
亦
た

か
に
三
山
に
し
て
即
ち
姑
米
に
至
る
。」
議
李
鼎
元
は
福
州
か
ら
出
航
後
、
經
た
島
嶼
は
五
虎
門
、
竿
塘
、
彭
家
山
、
釣
魚
臺
、
赤
尾
嶼
、
合
計
五
島
で
あ
る
。
し
か
し
琉
球
の
姑
米
（
久
米
島
）
に
到
達
し
た
時
に

か
三
山
（
三
島
）
だ
と
述
べ
る
。
な
ぜ
五
島
が
三
島
と
な
る
の
か
。
清
國
の
境
内
の
五
虎
門
、
竿
塘
兩
島
を
除
け
ば
、
の
こ
る
彭
家
山
、
釣
魚
台
、
赤
尾
嶼
は
三
島
と
な
る
。
李
鼎
元
の
言
ふ
三
山
は
三
つ
の
國
外
島
嶼
で
あ
り
、
釣
魚
臺
を
無
主
地
と
看
做
し
て
ゐ
た
。
【
東
西
に
入
界
し
て
と
も
に
喜
ぶ
】
東
渡
の
船
が
姑
米
（
久
米
島
）
に
至
る
と
、
船
中
の
琉
球
人
が
歡
呼
雷
動
す
る
こ
と
が
釣
魚
嶼
航
路
史
上
で
よ
く
知
ら
れ
る
。
中
華
人
民
共
和
國
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
頁
は
常
に
こ
れ
を
引
き
、
琉
球
と
明
清
と
の
交
は
る
境
界
線
が
そ
こ
に
在
る
と
す
る
。
し
か
し
船
が
西
航
し
て
明
國
清
國
の
島
嶼
境
界
線
に
至
る
時
に
も
同
樣
に
全
船
で
欣
喜
す
る
。
喜
舎
場
一
隆
、
尾
崎
重
義
等
が
曾
て
論
及
し
て
ゐ
る
。
今
引
く
兩
條
は
、
二
氏
未
論
及
の
記
載
で
あ
る
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３３８―
（
四
九
）
清
・
李
鼎
元
「
後
航
海
詩
」
第
六：
「
歸
船
空
に
し
て
復
た
空
な
り
、
島
は
去
る
時
の
路
を
失
ふ
。
…
（
中
略
）
…
夢
中
に
笑
聲
を
聞
き
、
舟
は
竿
塘
に
向
か
っ
て
と
ど
ま
る
。」
議
李
鼎
元
は
琉
球
か
ら
西
歸
し
た
時
、
先
づ
浙
江
に
至
り
、
然
る
後
に
南
下
し
て
賊
船
を
撃
退
し
、
竿
塘
に

入
る
。
こ
の
詩
は
彼
が
竿
塘
に
到
達
し
た
時
に
舟
人
が
喜
し
た
情
景
を
描
寫
し
て
を
り
、
ま
さ
し
く
往
路
で
久
米
島
に
到
達
し
た
時
の
喜
悦
と
對
照
で
き
る
。
東
西
雙
喜
と
言
へ
る
。
琉
球
・
蔡
大
鼎
『
山
游
草
』
内
「
二
月
廿
五
日
在
八
重
山
開
洋
」
第
三
首：
「
頭
を
北
木
の
白
雲
裏
に
め
ぐ
ら
せ
ば
、
魚
釣
臺
前
、
瞬
息
に
過
ぐ
。」
第
四
首：
「
早
く
も
過
ぐ
萬
重
の
山
以
外
、
竿
塘
に
を
下
せ
ば
喜
び
窮
ま
り
無
し
。」
議
西
暦
千
八
百
六
十
年
、
琉
球
の
蔡
大
鼎
は
那
覇
か
ら
八
重
山
を
經
て
、
西
に
福
建
に
渡
っ
た
。
釣
魚
臺
を
過
ぎ
て
後
、
竿
塘
で
福
建
界
に

入
っ
て
喜
ぶ
。
釣
魚
臺
は
福
建
界
の
外
に
在
る
。
〔
北
木
〕
石
垣
島
。
【
人
神
の
分
界
】
汪
楫
の
題
奏
「
聖

、
神
と
交
應
す
、
謹
し
ん
で
海
道
の
往
返
の
情
形
を
陳
べ
、
仰
い
で
慈
鑒
を
祈
る
事
の
た
め
な
り：
「
酉
刻
す
で
に
釣
魚
嶼
を
過
ぎ
、
諸
山
何
の
時
に
か
飛
び
越
ゆ
る
を
知
ら
ず
。
…
（
中
略
）…
彼
の
國
の
臣
民
、
相
ひ
看
て
舌
を
咋
せ
ざ
る
莫
く
、
羣
れ
言
ふ
、『
古
へ
よ
り
今

、
未
だ
神
速
な
る
こ
と
か
く
の
如
き
者
有
ら
ず
。
昔
稱
す
「
聖
人
の
上
に
在
る
や
海
は
波
を
揚
げ
ず
」
と
、
今
や
則
ち
聖
人
の
上
に
在
る
や
、
海
、
飛
渡
す
べ
し
』
と
。
遠
人
の
駭
嘆
す
る
こ
と
か
く
の
如
し
。
臣
、
實
に
據
り
て
奏
聞
せ
ざ
る
を
敢
へ
て
せ
ず
。」
所
謂
保
釣
運
動
の
觀
點：
皇
恩
の
お
蔭
を
蒙
り
、
釣
魚
臺
海
域
を
渡
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
該
海
域
に
清
國
の
あ
る
種
の
力
量
が
及
ん
で
ゐ
た
か
ら
だ
。
議
詩
文
は
往
往
に
し
て
皇
恩
神
助
、
靈
鳥
異
魚
、


十
洲
等
を
以
て
釣
魚
嶼
海
域
を
形
容
す
る
。
該
海
域
に
人
力
が
及
ば
な
い
か
ら
こ
そ
、
特
に
願
文
を
書
い
て
を
設
け
、
天
佑
を
祈
求
す
る
。
こ
の
種
の
比
喩
は
、
ま
さ
に
釣
魚
嶼
が
清
國
の
人
力
界
の
外
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
人
力
界
の
外
の
み
な
ら
ず
、
更
に
は
遙
か
に
正
規
の
國
界
の
外
に
在
る
こ
と
上
文
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
二
重
に
界
外
だ
っ
た
と
言
へ
る
。
清
國
内
の
深
山
曠
野
に
も
人
力
は
及
ば
な
い
が
、
國
界
内
に
在
る
こ
と
は
釣
魚
嶼
と
異
な
る
。
清
國
沿
岸
島
嶼
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
國
界
の
外
に
在
り
な
が
ら
人
力
が
及
ぶ
内
に
在
り
、
や
は
り
釣
魚
嶼
と
異
な
る
。
深
山
も
沿
岸
も
、
釣
魚
嶼
の
二
重
の
界
外
の
地
位
と
比
較
に
な
ら
な
い
。
【
琉
球
の
西
界
】
琉
球
の
西
の
界
は
馬
齒
山
（
慶
良
間
）
に
も
赤
尾
嶼
に
も
在
る
が
、
正
規
の
國
境
線
は
姑
米
山
（
久
米
島
）
に
在
る
。
や
や
不
確
定
で
あ
り
、
明
國
、
清
國
の
東
界
の
不
確
定
性
と
互
ひ
に
對
照
で
き
る
。
姑
米
山
の
界
は
著
名
な
の
で
、
こ
こ
で
は
馬
齒
山
の
界
及
び
赤
尾
嶼
の
界
だ
け
を
舉
げ
る
。
清
・
齊
鯤
、
費
錫
章
『
續
琉
球
國
志
畧
』（
西
暦
千
八
百
八
年
）
卷
三
「
前
海
行
針
路
記
攷
」：
「
五
虎
よ
り
馬
齒
に
抵
る
ま
で
、
四
日
に
し
て
徑
ち
に
到
る
。」
議
こ
れ
は
航
路
上
の
境
界
線
に
過
ぎ
ず
、
久
米
島
の
正
規
の
國
界
で
は
な
い
が
、
模
糊
た
る
限
界
觀
念
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
大
陸
海
岸
が
正
規
の
國
界
（
五
〇
）
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で
沿
岸
の
五
虎
、
竿
塘
が
航
路
の
界
で
あ
る
の
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
明
・
郭
汝
霖
『
重
編
使
琉
球
録
』（
西
暦
千
五
百
六
十
一
年
）
卷
上
「
使
事
紀
」：
「
閏
五
月
初
一
日
、
釣
嶼
を
過
ぐ
。
初
三
日
、
赤
嶼
に
至
る
。
赤
嶼
と
は
琉
球
を
界
す
る
地
方
の
山
な
り
。
再
び
一
日
の
風
に
し
て
即
ち
姑
米
山
を
望
む
べ
き
に
、
奈
何
せ
ん
屏
翳
馳
す
る
こ
と
絶
え
、
纖
塵
も
動
か
ず
。
潮
平
ら
ぎ
浪
靜
か
に
、
海
洋
の
大
觀
、
貞
（
ま
さ
）
に
奇
絶
な
り
。
舟
行
く
能
は
ず
、
と
ど
ま
る
こ
と
三
日
な
り
。
初
六
日
午
刻
、
風
を
得
た
り
、
乃
ち
行
く
。
土
納
已
山
を
見
る
。」
中
華
人
民
共
和
國
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w
w
w
.diaoyudao.org.cn
「
こ
の
段
の
文
も
明
晰
に
表
は
し
て
ゐ
る：
赤
嶼
（
即
ち
赤
尾
嶼
）
は
中
國
と
琉
球
と
の
分
界
で
あ
る
。」
議
赤
嶼
が
琉
球
を
界
す
る
な
ら
ば
、
明
國
を
界
す
る
の
は
馬
祖
列
島
だ
と
忘
れ
て
は
困
る
。
午
刻
に
風
を
得
て
、
渡
名
喜
に
至
る
や
夕
方
に
近
か
っ
た
だ
ら
う
。
〔
屏
翳
〕
風
雲
雷
雨
の
神
、
曹
植
「
洛
神
賦
」
等
に
見
え
る
。
〔
土
納
己
山
〕
渡
名
喜
島
。
久
米
島
の
東
に
在
る
。
明
・
郭
汝
霖
『
石
泉
山
房
文
集
』
卷
七
「
乞
査
例
賜
祭
以
報
神
功
疏
」：
「
嘉
靖
四
十
年
夏
五
月
二
十
八
日
に
至
り
、
始
め
て
開
洋
す
る
を
得
た
り
。
行
き
て
閏
五
月
初
三
日
に
至
り
、
琉
球
の
境
に
渉
る
、
界
地
は
赤
嶼
と
名
づ
け
ら
る
。
風
無
く
浪
平
ら
か
に
し
て
、
大
魚
出
躍
し
、
船
阻
ま
れ
て
行
か
ず
、
顛
頓
播
蕩
し
、
篷
扇
も
損
壞
す
。
舟
人
驚
訝
し
、
水
怪
有
る
が
ご
と
し
。
か
く
の
如
き
こ
と
三
日
、
軍
民
慌
て
た
る
こ
と
甚
だ
し
。
…
（
中
略
）
…
中
夜
に
紅
光
、
舟
を
燭
す
。
次
日
、
風
に
遇
ひ
て
行
く
。
初
九
日
、
岸
に
到
る
」
議
か
り
に
赤
嶼
が
明
國
の
東
界
で
久
米
島
が
琉
球
の
西
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
兩
者
相
距
た
る
こ
と
二
百
キ
ロ
あ
ま
り
と
な
る
。
中
間
の
海
域
は
公
海
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
正
中
で
分
界
す
る
か
、
二
つ
に
一
つ
で
あ
る
。
閏
五
月
三
日
に
赤
嶼
に
至
り
、
六
日
に
風
を
得
て
、
夕
方
に
渡
名
喜
島
に
至
っ
た
の
だ
か
ら
、
正
中
線
を
渡
っ
た
の
は
五
日
か
六
日
と
な
る
。
し
か
し
文
中
に
は
三
日
に
琉
球
境
に
渉
っ
た
と
あ
る
の
で
、
琉
球
境
は
赤
嶼
附
近
か
ら
始
ま
る
と
分
か
る
。
こ
れ
は
文
化
の
界
で
あ
り
、
法
理
の
國
界
で
は
な
い
。
赤
嶼
以
東
二
百
キ
ロ
あ
ま
り
の
海
域
は
、
現
代
國
際
法
に
喩
へ
れ
ば
公
海
と
な
り
、
琉
球
に
屬
し
な
い
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
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（
五
一
）
第
二
議
島
嶼
の
位
置
及
び
名
稱
凡
そ
釣
魚
嶼
の
史
料
は
、
概
ね
甲
乙
丙
三
系
列
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
【
甲
系
列
】
福
建
か
ら
琉
球
ま
で
の
航
路
紀
録
中
、
現
代
の
尖
閣
各
島
に
擬
し
得
る
者
。
古
名
釣
魚
嶼
、
今
名
魚
釣
島
。
古
名
黄
麻
嶼
、
今
名
久
場
島
。
古
名
赤
嶼
、
赤
坎
嶼
、
赤
尾
嶼
、
今
名
久
米
赤
島
、
大
正
島
。
【
乙
系
列
】
臺
灣
方
志
中
、
單
獨
で
釣
魚
臺
を
記
載
す
る
者
、
上
下
文
に
彭
家
山
、
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
等
が
無
い
。
清
國
黄
叔
『
臺
海
使
槎
録
』
に
始
出
し
、
後
に
臺
灣
方
志
諸
本
が
輾
轉
鈔
襲
し
た
。
ほ
ぼ
曰
く
、「
山
後
は
大
洋
な
り
、
北
に
釣
魚
臺
あ
り
、
大
船
十
艘
を
泊
す
べ
し
」
と
。
【
丙
系
列
】
福
建
か
ら
琉
球
ま
で
の
航
路
紀
録
で
は
、
往
往
釣
魚
嶼
が
臺
灣
北
方
小
嶼
で
あ
り
、
彭
佳
嶼
、
花
瓶
嶼
の
西
に
位
置
す
る
と
誤
認
す
る
。
甲
系
列
の
陳
侃
『
使
琉
球
録
』、
徐
葆
光
『
中
山
傳
信
録
』
等
は
、
み
づ
か
ら
經
た
島
間
距
離
を
記
録
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
代
の
島
嶼
位
置
に
衝
突
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
乙
系
列
は
基
本
的
に
現
代
の
尖
閣
釣
魚
嶼
で
は
な
い
と
言
へ
る
。
丙
系
列
は
尾
崎
重
義
教
授
と
筆
者
が
近
年
提
示
し
た
。
仔
細
に
み
れ
ば
丙
系
列
は
少
な
か
ら
ぬ
史
料
を
擁
し
、
總
數
の
一
半
を
占
め
る
だ
ら
う
。
以
下
に
乙
丙
兩
系
列
を
詳
解
す
る
。
【
乙
系
列
―
―
―
單
獨
で
釣
魚
嶼
】
乙
系
列
に
史
料
諸
種
あ
る
も
、
均
し
く
黄
叔
『
臺
海
使
槎
録
』
の
「
釣
魚
臺
」
に
出
る
。
尖
閣
釣
魚
嶼
と
は
言
へ
な
い
。
清
・
黄
叔
『
臺
海
使
槎
録
』
卷
二
「
武
備
」：
「
海
に
近
き
港
口
、

船
の
出
入
す
べ
き
者
、
只
だ
鹿
耳
門
・
南
路
の
打
狗
港
・
北
路
の
蚊
港
・
笨
港
・
澹
水
港
・
小
籠
・
八
尺
門
の
み
。
其
の
餘
、
鳳
山
の
大
港
・
西
溪
・
港
・
蟯
港
・
東
港
・
茄
藤
港
・
放
蘋
港
・
大
崑
麓
社
・
寮
港
・
後
灣
仔
、
諸
羅
の
馬
沙
溝
・
歐
汪
港
・
布
袋
澳
・
茅
港
尾
・
鐵
線
橋
・
鹽
水
港
・
井
水
港
・
八
掌
溪
・
猴
樹
港
・
虎
尾
溪
港
・
海
豐
港
・
二
林
港
・
三
林
港
・
鹿
仔
港
・
水
裏
港
・
牛
罵
・
大
甲
・
干
・
呑
霄
・
房
裏
・
後
壟
・
中
港
・
竹
塹
・
南
嵌
・
八
里
・
蛤
仔
爛
の
如
き
は
、
杉
板
船
を
通
す
べ
し
。
臺
灣
の
州
仔
尾
・
西
港
仔
・
灣
裏
、
鳳
山
の
喜
樹
港
・
萬
丹
港
、
諸
羅
の
海
翁
堀
・
崩
山
港
は
、
只
だ
仔
の
小
船
を
容
る
る
の
み
。
再
び
は
鳳
山
の
岐
後
・
枋
寮
・
加
六
堂
・
謝
必
益
・
龜
壁
港
・
大
綉
房
・
魚
房
港
、
諸
羅
の
仔
・
象
領
は
、
今
盡
く
淤
塞
し
、
惟
だ
小
魚
船
往
來
す
る
の
み
。
山
後
の
大
洋
は
、
北
に
山
有
り
、
釣
魚
臺
と
名
づ
け
ら
る
、
大
船
十
餘
を
泊
す
べ
し
。
崇
爻
の
薛
坡
蘭
は
、
杉
板
を
進
む
べ
し
。」
チ
ャ
イ
ナ
公
式
見
解：
清
國
の
巡
邏
船
が
定
例
的
に
釣
魚
臺
に
停
泊
し
た
。
議
こ
の
釣
魚
臺
が
現
今
の
尖
閣
釣
魚
嶼
だ
と
證
す
る
に
は
根
據
が
缺
け
て
ゐ
る
。
疑
問
點
は
四
つ
あ
る
。
﹇
疑
問
點
一
﹈
文
中
で
釣
魚
臺
に
だ
け
言
及
し
、
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
に
言
及
せ
ず
、
航
路
記
載
も
經
緯
度
も
無
い
。
尖
閣
釣
魚
嶼
だ
と
確
定
で
き
る
情
報
が
全
く
無
い
。
他
の
釣
魚
嶼
史
料
は
全
て
福
州
琉
球
航
路
の
島
嶼
の
連
鎖
中
で
出
現
す
る
が
、
例
外
と
し
て
『
臺
海
使
槎
録
』
系
列
だ
け
は
孤
見
す
る
。
﹇
疑
問
點
二
﹈
（
五
二
）
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オ
ラ
ン
ダ
人
が
臺
灣
島
に
進
出
し
た
際
は
南
か
ら
來
て
臺
南
で
堡
壘
を
築
き
、
そ
の
後
沿
岸
で
先
に
南
に
後
に
北
に
發
展
し
た
。
當
時
臺
灣
は
東
南
ア
ジ
ア
と
貿
易
し
て
利
潤
を
得
て
ゐ
た
の
で
、
自
然
と
南
を
重
ん
じ
る
。
よ
っ
て
該
條
の
全
文
は
中
、
南
、
北
の
順
で
記
述
さ
れ
る
。

船
の
港
口：
ま
づ
鹿
耳
門
（
臺
南
）
が
中
に
在
り
、
次
に
打
狗
（
高
雄
）
が
南
に
在
り
、
次
に
淡
水
が
北
に
在
る
。
杉
板
の
港
口：
ま
づ
鳳
山
縣
が
南
に
在
り
、
次
に
諸
羅
縣
が
北
に
在
る
。仔
船
の
港
口：
ま
づ
臺
灣
縣
が
中
に
在
り
、
次
に
諸
羅
縣
が
北
に
在
る
。
小
漁
船
の
港
口：
ま
づ
鳳
山
縣
が
南
に
在
り
、
次
に
諸
羅
縣
が
北
に
在
る
。
山
後
の
港
口：
ま
づ
釣
魚
臺
が
あ
り
、
次
に
薛
坡
蘭
（
今
の
花
蓮
）
が
あ
る
。
こ
の
順
で
は
南
に
釣
魚
臺
、
北
に
薛
坡
蘭
と
な
る
が
、
文
中
で
は
北
に
釣
魚
臺
あ
り
と
す
る
の
で
、
位
置
は
あ
ま
り
南
で
は
な
い
。
當
時
東
岸
は
卑
南（
今
の
臺
東
）
か
ら
先
に
開
發
さ
れ
た
の
で
、
卑
南
か
ら
北
に
釣
魚
臺
を
見
て
、
薛
坡
蘭
は
更
に
北
に
あ
る
と
す
れ
ば
原
文
記
述
に
符
合
す
る
。
﹇
疑
問
點
三
﹈
安
倍
明
義
『
臺
灣
地
名
研
究
』
第
三
百
一
頁
新
港
郡
に
曰
く：
「
三
仙
臺
。
古
の
釣
魚
臺
で
あ
る
。
白
守
蓮
の
東
方
の
海
中
に
高
さ
二
十
餘
米
の
岩
嶼
が
三
個
突
出
し
て
ゐ
る
。
三
仙
臺
の
名
は
こ
れ
よ
り
出
た
」
（
黎
蝸
藤
『
釣
魚
臺
是
誰
的
』
第
六
十
八
頁
に
も
こ
れ
を
引
く
、
五
南
圖
書
、
平
成
二
十
六
年
）
と
。
新
港
郡
の
三
仙
臺
は
今
の
臺
東
縣
最
北
に
在
り
、
一
大
景
勝
地
と
し
て
花
蓮
に
隣
接
す
る
。
安
倍
氏
は
三
仙
臺
の
名
稱
の
起
源
だ
け
を
解
釋
し
、
釣
魚
臺
の
起
源
を
解
釋
し
な
い
。
安
倍
氏
は
漢
文
の
臺
灣
方
志
を
熟
知
し
、
書
中
非
漢
字
の
地
名
に
も
多
く
は
清
國
の
漢
文
記
法
を
蹈
襲
し
た
。
そ
の
安
倍
氏
が
古
へ
の
釣
魚
臺
と
言
ふ
の
は
、
お
の
づ
と
漢
文
方
志
の
釣
魚
臺
を
指
す
。
さ
う
で
な
け
れ
ば
重
複
を
避
け
る
た
め
、
漢
文
方
志
と
同
名
で
譯
さ
ず
、
別
名
を
擬
し
た
筈
で
あ
る
。
安
倍
氏
は
『
臺
海
使
槎
録
』
の
釣
魚
臺
を
臺
東
縣
の
三
仙
臺
と
し
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
簡
後
聰
『
臺
灣
史
』（
五
南
圖
書
出
版
、
平
成
十
四
年
）
第
四
百
七
十
頁
で
も
『
臺
海
使
槎
録
』
所
載
の
釣
魚
臺
及
び
崇
爻
の
薛
坡
蘭
を
解
釋
し
、
安
倍
説
の
ま
ま
に
釣
魚
臺
は
三
仙
臺
だ
と
し
て
ゐ
る
。

海
麟
氏
は
夏
獻
綸
『
臺
灣
輿
圖
』
の
『
後
山
輿
圖
』
及
び
劉
維
茵
整
理
『
清
代
東
部
後
山
圖
』
に
も
と
づ
い
て
「
釣
魚
臺
」
の
地
點
を
求
め
、
臺
東
縣
「
成
廣
澳
」
が
多
く
の
船
を
停
泊
で
き
る
の
で
釣
魚
臺
に
擬
し
得
る
と
し
た
。
そ
の
南
側
が
ま
さ
し
く
「
三
仙
臺
」
で
あ
る
。
（

海
麟
「
臺
日
漁
業
協
議
と
釣
魚
臺－
－
－
－
黄
叔
《
臺
海
使
槎
録
》
所
記
の
「
釣
魚
台
」
及
び
「
崇
爻
之
薛
坡
蘭
」
考
」、《
海
峽
評
論
》
第
二
百
六
十
九
期
、
平
成
二
十
五
年
五
月
。）
班
偉
氏
は

海
麟
氏
の
研
究
に
も
と
づ
き
、新
た
に
夏
獻
綸『
臺
灣
輿
圖
』
を
檢
討
し
た
。
圖
中
の
「
南
風
灣
」
即
ち
成
廣
澳
の
南
沿
に
原

曰
く
「
西
南
風
に
大
船
を
泊
す
べ
し
」
と
。
班
氏
は
黄
叔
『
臺
海
使
槎
録
』
と
相
通
ず
る
と
し
た
。
（
班
偉
「
清
代
臺
灣
地
方
志
の
「
釣
魚
臺
」
記
載
に
つ
い
て
」、『
山
陽
論
叢
』
第
二
十
一
號
、
平
成
二
十
七
年
二
月
、
第
百
二
十
四
頁
及
び
附

五
十
。
班
氏
は
附

五
十
七
の
中
で
の
み

海
麟
氏
の
論
著
に
論
及
し
つ
つ
矛
盾
あ
り
と
批
判
し
、

海
麟
氏
の
功
勞
を
薄
め
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。）
昭
和
十
三
年
の
安
倍
明
義
以
下
、
歴
來
の
觀
點
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。
呉
天
穎
『
甲
午
戰
前
釣
魚
列
嶼
歸
屬
考
』（
平
成
六
年
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
刊
行
）
に
至
っ
て
初
め
て
『
臺
海
使
槎
録
』
の
釣
魚
臺
が
現
今
の
尖
閣
列
島
中
の
魚
釣
島
だ
と
す
る
説
が
出
現
し
た
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３３４―
（
五
三
）

海
麟
『
歴
史
と
國
際
法
か
ら
釣
魚
臺
主
權
の
歸
屬
を
看
る
』（
平
成
十
五
年
海
峽
學
術
出
版
社
）
第
一
百
九
十
八
頁
附
録
「
呉
天
穎
甲
午
戰
前
釣
魚
列
嶼
歸
屬
考
の
評
介
」
は
、
呉
天
穎
の
書
が
出
版
さ
れ
て
間
も
な
い
時
の
評
論
ら
し
い
が
、
す
で
に
『
臺
海
使
槎
録
』
の
釣
魚
臺
は
尖
閣
列
島
の
魚
釣
島
で
は
な
か
ら
う
と
懷
疑
し
て
ゐ
る
。
後
に
呉
天
穎
の
新
説
が
流
行
す
る
が
、
誰
も
舊
説
に
反
駁
せ
ず
、
新
説
の
妥
當
性
も
證
明
し
て
ゐ
な
い
。
﹇
疑
問
點
四
﹈
帆
船
時
代
に
琉
球
に
東
渡
す
る
航
路
で
は
季
節
風
を
利
用
し
、
夏
に
往
き
冬
に
返
っ
た
の
で
、
必
ず
琉
球
で
半
年

留
し
て
か
ら
回
航
し
、
例
外
は
無
か
っ
た
。
ま
た
船
が
釣
魚
臺
に
到
達
し
て
琉
球
に
往
か
ず
即
刻
西
に
歸
っ
た
記
録
も
一
つ
も
無
い
。
ま
し
て
一
船
の
數
十
百
人
が
無
人
の
孤
島
上
で
半
年
も
居
住
す
る
筈
が
無
か
っ
た
。
後
に
日
本
人
が
釣
魚
臺
を
踏
査
し
た
際
も
、
衆
人
の
群
居
し
た
痕
跡
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
定
例
巡
邏
の
説
は
成
立
し
な
い
。
明
・
高
澄
（
西
暦
千
五
百
三
十
四
年
の
册
封
琉
球
正
使
）『
操
舟
記
』
所
載
の
水
手
謝
敦
齊
の
語：「
西
南
諸
國
、
行
く
こ
と
二
二
三
日
な
ら
ず
し
て
、
即
ち
小
港
有
り
て
以
て
風
を
避
く
。
豈
に
琉
球
の
を
去
る
こ
と
萬
里
、
殊
に
止
宿
の
地
無
き
が
若
く
な
ら
ん
。」（
夏
子
陽
『
使
琉
球
録
』
卷
下
に
引
く
）
議
高
澄
『
操
舟
記
』
は
現
存
最
古
の
册
封
記
録
で
あ
る
。
謝
敦
齊
は
州
人
で
あ
り
、
琉
球
人
の
導
航
の
も
と
で
琉
球
に
往
っ
た
の
で
、
こ
の
語
は
實
録
で
あ
ら
う
。
こ
の
後
歴
代
で
釣
魚
嶼
に
停
泊
し
た
紀
録
は
一
つ
も
無
い
。
康
煕
二
十
二
年
十
一
月
（
西
暦
千
六
百
八
十
三
年
）
琉
球
國
王
尚
貞
の
奏
疏：
「
臣
が
國
、
僻
に
し
て
海
東
に
在
り
、
中
國
を
去
る
こ
と
道
里
を
以
て
計
る
べ
か
ら
ず
。
往
者
封
舟
の
開
駕
す
る
や
、
惟
だ
西
南
風
を
待
ち
て
行
き
、
中
道
に
絶
え
て
停
泊
の
處
無
し
。」
（
琉
球
『
歴
代
寶
案
』
卷
十
五
尚
貞
奏
疏
「
天
恩
に
恭
謝
し
、
兼
ね
て
封
舟
の
瑞
應
を
陳
べ
、
以
て
叡
懐
を
慰
め
、
以
て
使
節
を
彰
す
る
事
の
爲
な
り
」）
議
こ
の
語
は
册
封
船
が
釣
魚
嶼
列
島
で
停
泊
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
清
・
汪
楫
『
中
山
沿
革
志
』
及
び
清
・
周
煌
『
琉
球
國
志
略
』
は
こ
の
疏
を
收
録
し
、
疑
義
も
微
辭
も
無
い
。
汪
楫
、
周
煌
は
册
封
船
で
該
海
域
を
左：
安
倍
明
義
『
臺
灣
地
名
研
究
』、
昭
和
十
三
年
蕃
語
研
究
會
刊
行
、
第
三
百
一
頁
新
港
郡
。
日
本
國
會
圖
書
館
遠
距
離
圖
像
。
（
五
四
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３３３―
目
睹
し
た
。
琉
球
國
王
の
奏
疏
が
册
封
船
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
が
事
實
に
違
背
し
て
ゐ
れ
ば
闢
謠
す
る
は
ず
だ
。
清
・
齊
鯤
、
費
錫
章
『
續
琉
球
國
志
略
』
卷
三
「
針
路
」：
「
よ
り
五
虎
門
を
出
で
、
彼
の
國
の
姑
米
に
至
り
、
始
め
て
山
の
碇
を
寄
す
べ
き
有
り
。」
議
齊
鯤
、
費
錫
章
も
尖
閣
航
路
を
目
睹
し
、
し
か
も
自
作
で
述
べ
、
引
用
で
は
な
い
。
釣
魚
嶼
に
船
を
泊
め
ら
れ
な
い
の
は
册
封
使
の
共
通
認
識
だ
っ
た
。
こ
の
系
列
の
公
式
記
録
は
、
黄
叔
『
臺
海
使
槎
録
』
と
南
轅
北
轍
で
あ
り
、
互
ひ
に
關
は
ら
な
い
。
黄
叔
及
び
歴
代
臺
灣
方
志
の
編
者
は
み
な
停
泊
不
可
能
の
語
を
一
切
相
手
に
せ
ず
、
册
封
使
の
側
も
釣
魚
嶼
に
十
艘
の
船
を
泊
め
ら
れ
る
と
は
思
ひ
も
寄
ら
な
い
。
こ
の
兩
系
列
は
同
一
の
釣
魚
嶼
で
は
な
い
。
【
丙
系
列－
一
條
の
航
路
、
前
後
に
錯
亂
す
】
丙
系
列
及
び
甲
系
列
は
と
も
に
福
州
か
ら
琉
球
へ
の
航
路
上
で
釣
魚
嶼
、
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
を
記
録
し
て
ゐ
る
。
そ
の
間
の
針
路
及
び
更
數
は
歴
代
記
載
が
多
々
あ
る
。
更
數
は
ほ
ぼ
左
の
如
し：
彭
家
山
或
は
花
瓶
嶼
↓
四
更
或
は
七
更
或
は
十
更
↓
釣
魚
嶼
↓
四
更
↓
黄
尾
嶼
↓
十
更
↓
赤
尾
嶼
議
右
は
歴
代
の
針
路
及
び
尾
崎
重
義
、
鞠

源
の
著
述
に
も
と
づ
き
綜
合
的
に
整
理
し
た
。
一
更
は
六
十
里
で
あ
り
、
ほ
ぼ
現
代
の
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
當
る
。
尾
崎
教
授
は
、
釣
魚
嶼
と
黄
尾
嶼
と
の
間
の
四
更
（
約
一
百
二
十
キ
ロ
）
は
長
過
ぎ
る
と
し
た
。
科
學
的
實
測
で
は
二
十
七
キ
ロ
に
過
ぎ
ず
、
一
更
に
も
滿
た
な
い
。（
尾
崎
重
義
「
尖
閣
諸
島
の
法
的
地
位
、
日
本
領
土
へ
の
編
入
經
緯
と
そ
の
法
的
權
原
に
つ
い
て
（
中
）
」
、
『
島
嶼
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
卷
第
一
號
）
琉
球
・
程
順
則
『
指
南
廣
義
』
内
「
封
舟
針
簿
」
に
ほ
ぼ
曰
く：
「
花
瓶
嶼
並
び
に
彭
家
山
あ
り
、
十
更
に
し
て
釣
魚
臺
を
取
る
、
前
面
は
黄
麻
嶼
な
り
。
四
更
に
し
て
黄
尾
嶼
な
り
。
十
更
に
し
て
赤
尾
嶼
な
り
。
六
更
に
し
て
古
米
山
な
り
。」
又
「
三
十
六
姓
所
傳
針
本
」
に
ほ
ぼ
曰
く：
「
花
瓶
嶼
並
び
に
彭
家
山
あ
り
、
七
更
に
し
て
釣
魚
臺
を
取
る
。
離
れ
開
き
て
、
流
水
甚
だ
緊
な
り
。
四
更
に
し
て
鳥
嶼
な
り
、
前
面
は
黄
毛
嶼
な
り
。
十
更
に
し
て
赤
嶼
を
取
る
。
十
五
更
に
し
て
古
米
山
を
取
る
。」

若
曾
『
籌
海
圖
編
』
卷
二
「
使
倭
針
經
圖
説
」・「
福
建
使
往
日
本
針
路
」：
「
釣
魚
嶼
、
北

よ
り
船
を
過
ご
す
。
十
更
の
船
に
し
て
…
（
中
略
）
…
四
更
の
船
に
し
て
黄
麻
嶼
に
至
る
。
黄
麻
嶼
は
北

よ
り
船
を
過
ご
す
、
す
な
は
ち
是
れ
赤
嶼
な
り
。
五
更
の
船
に
し
て
…
（
中
略
）
…
十
更
の
船
に
し
て
赤
坎
嶼
に
至
る
。
赤
坎
嶼
は
北

よ
り
船
を
過
ご
す
。
…
（
中
略
）
…
十
五
更
の
船
に
し
て
古
米
山
に
至
る
。」
議
『
指
南
廣
義
』の
更
數
は
歴
代
の
針
簿
に
較
べ
て
や
や
獨
特
で
あ
る
。「
三
十
六
姓
所
傳
針
本
」
は
琉
球
本
土
で
傳
は
っ
た
傳
統
的
針
簿
で
あ
り
、
そ
の
中
の
「
鳥
嶼
」
は
明
清
歴
代
針
簿
に
無
く
、
琉
球
人
の
本
土
的
名
稱
だ
ら
う
。
中
村
拓
『
御
朱
印
船
航
海
圖
』（
昭
和
四
十
年
）
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
著
名
な
角
屋
七
郎
兵
衞
の
航
海
圖
及
び
盧
草
拙
舊
藏
圖
中
で
は
均
し
く
ト
リ
シ
マ
が
有
り
、
現
今
の
尖
閣
附
近
に
位
置
す
る
（
第
五
百
五
十
頁
及
び
五
百
六
十
一
頁
）。
角
屋
七
郎
兵
衞
は
西
暦
十
七
世
紀
前
半
の
朱
印
船
貿
易
商
で
あ
る
。
盧
草
拙
は
長
崎
唐
人
の
裔
で
、
西
暦
十
八
世
紀
初
め
の
人
で
あ
る
。
後
に
二
十
世
紀
の
漁
民
は
な
ほ
も
南
北
小
島
を
ト
リ
シ
マ
と
呼
ん
だ
。「
三
十
六
姓
所
傳
針
本
」
の
「
鳥
嶼
」
は
當
地
の
漁
民
に
起
源
す
る
可
能
性
が
高
い
。
（
漁
民
が
ト
リ
シ
マ
と
呼
ん
だ
こ
と
は
、『
２
０
０
９
年
度
、
尖
閣
研
究
、
尖
閣
諸
島
海
域
の
漁
業
に
関
す
る
調
査
報
告
』
内
「
漁
業
者
へ
の
聞
き
取
り
」
章
に
見
え
る
。
平
成
二
十
二
年
尖
閣
諸
島
文
獻
資
料
編
纂
會
編
刊
）
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３３２―
（
五
五
）
「
三
十
六
姓
針
本
」
で
は
鳥
嶼
と
黄
毛
嶼
と
の
間
で
「
前
面
」
と
だ
け
言
ひ
、
更
數
を
載
せ
な
い
。「
封
舟
針
簿
」
は
清
國
の
針
手
が
琉
球
人
に
贈
呈
し
た
新
針
路
だ
が
、
釣
魚
臺
と
黄
麻
嶼
と
の
間
で
や
は
り
「
前
面
」
と
だ
け
言
ひ
、
更
數
を
載
せ
ざ
る
こ
と
「
三
十
六
姓
針
本
」
と
似
て
ゐ
る
。『
籌
海
圖
編
』
で
は
黄
麻
嶼
を
過
ぎ
て
後
「
便
ち
是
れ
赤
嶼
な
り
」
と
し
て
、
矢
張
り
更
數
を
載
せ
な
い
。三
種
の
針
路
は
と
も
に
更
數
を
載
せ
な
い
個
處
で「
前
面
」
或
は
「
便
是
」
と
す
る
。
南
北
小
島
、
釣
魚
嶼
（
魚
釣
島
）、
黄
尾
嶼
（
久
場
島
）
の
間
の
至
近
距
離
を
反
映
す
る
と
思
は
れ
る
。
尾
崎
教
授
は
、
釣
魚
嶼
を
彭
家
山
附
近
に
移
動
さ
せ
れ
ば
、
釣
魚
嶼
と
黄
尾
嶼
と
の
間
の
四
更
の
距
離
及
び
「
前
面
」「
便
是
」
に
更
數
の
無
い
現
象
を
理
解
で
き
る
と
す
る
（
上
引
尾
崎
重
義
『
島
嶼
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四
卷
第
一
號
論
文
に
見
え
る
）。
筆
者
は
尾
崎
教
授
の
思
惟
に
循
っ
て
探
索
し
よ
う
。
彭
家
山
（
今
名
彭
佳
嶼
）
は
琉
球
航
路
史
料
中
に
だ
け
出
現
し
、
臺
灣
方
志
に
出
現
し
な
い
。
花
瓶
嶼
、
棉
花
嶼
も
ほ
ぼ
同
じ
で
、
た
ま
に
臺
灣
方
志
に
出
現
し
て
も
別
の
名
稱
で
あ
る
（
下
引
の
諸
羅
縣
志
に
見
え
る
）。
彭
家
山
、
花
瓶
嶼
、
棉
花
嶼
と
い
ふ
三
名
稱
は
琉
球
航
路
の
專
用
名
で
あ
る
。
彭
家
山
、
花
瓶
嶼
、
棉
花
嶼
、
釣
魚
嶼
、
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
の
六
島
は
終
始
一
本
の
琉
球
航
路
中
で
繋
が
っ
て
を
り
、
そ
の
順
次
及
び
距
離
は
往
々
錯
亂
す
る
。
彭
家
山
と
釣
魚
嶼
と
の
間
の
四
更
十
更
の
別
（「
三
十
六
姓
所
傳
針
本
」
の
七
更
は
十
更
の
形
訛
か
）
は
、
同
一
の
針
路
の
二
つ
の
情
報
源
が
原
因
だ
ら
う
。
「
三
十
六
姓
所
傳
針
本
」
の
針
路
は
釣
魚
臺
か
ら
「
離
開
」
し
た
後
、
「
流
水
の
甚
だ
緊
な
る
」
に
遭
遇
す
る
。

潮
で
あ
ら
う
。
そ
の
後
に
鳥
嶼
が
あ
り
、
黄
毛
嶼
に
近
接
す
る
。
上
述
の
唐
氏

潮
を
こ
こ
の
「
流
水
甚
緊
」
に
擬
す
れ
ば
、
素
直
に
解
釋
で
き
る
。
こ
の
場
合
の
釣
魚
嶼
は
唐
氏

潮
の
西
、
即
ち
彭
家
山
附
近
に
位
置
す
る
。
鳥
嶼
及
び
黄
毛
嶼
は
唐
氏

潮
の
東
に
位
置
し
、
今
の
南
北
小
島
、
魚
釣
島
、
久
場
島
で
あ
る
。
大
陸
棚
の
淺
海
中
に
は
唐
氏

潮
の
ほ
か
に
別
の
流
水
甚
だ
緊
な
る
處
が
無
い
。
「
流
水
甚
緊
」
を
以
て

潮
を
形
容
す
る
の
は
、
西
暦
十
七
世
紀
前
半
に
遺
證
が
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
學
藏
「
セ
ル
デ
ン
圖
」（John
Seld
en
m
ap
supra
105
）は
バ
シ
ー
海
峽
で「
此
の
門
は
流
水
東
し
、
甚
だ
緊
な
り
」
と
加
注
し
、
屋
久
島
の
南
で
「
野
故
門
、
水
流
東
し
、
甚
だ
緊
な
り
」
と
加
注
す
る
。
歴
來
人
は
屋
久
島
を
「
野
故
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
「
三
十
六
姓
所
傳
針
本
」
の
「
流
水
甚
緊
」
が

潮
で
あ
る
こ
と
を
補
證
す
る
。

潮
の
東
に
黄
毛
嶼
及
び
赤
嶼
が
有
る
た
め
、
中
華
人
民
共
和
國
政
府
が
一
切
の

水
溝
を
全
て
赤
嶼
の
東
側
と
す
る
説
は
否
定
さ
れ
る
。
他
の
多
く
の
史
料
中
で
も
、
釣
魚
嶼
が
彭
家
山
及
び
花
瓶
嶼
附
近
即
ち
臺
灣
島
の
正
北
方
に
位
置
す
る
と
誤
認
し
て
ゐ
る
（
後
述
）。
（
五
六
）
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M
S.S
elden
supra
105
（
別
名
東
西
洋
航
海
圖
）
http://seldenm
ap.bodleian.ox.ac.uk/m
ap
上
圖
の
下
方
「
野
故
門
、
水
流
東
、
甚
緊
」
右
上
方
「
亞
里
馬
王
」
即
ち
戰
國
大
名
有
馬
氏
下
圖
は
バ
シ
ー
海
峽
「
此
門
流
水
東
甚
緊
」
彭
、
澎
湖
。
北
港
、
今
の
雲
林
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３３０―
（
五
七
）
さ
り
と
て
方
志
の
鷄
籠
の
正
北
方
に
釣
魚
嶼
と
い
ふ
島
名
を
搜
す
の
は
徒
勞
で
あ
る
。
何
故
な
ら
彭
家
山
、
花
瓶
嶼
、
棉
花
嶼
は
と
も
に
古
書
中
の
琉
球
針
路
だ
け
の
島
名
で
あ
り
、
明
治
年
間
に
日
本
人
が
こ
れ
を
臺
灣
北
方
三
島
に
擬
し
て
始
め
て
今
名
に
定
ま
っ
た
（
後
述
）。
琉
球
針
路
以
外
に
彭
家
山
、
花
瓶
嶼
、
棉
花
嶼
の
名
は
臺
灣
方
志
に
見
え
な
い
。
ま
し
て
釣
魚
嶼
が
見
つ
か
る
筈
も
無
い
。
以
下
、
釣
魚
嶼
が
彭
家
山
及
び
花
瓶
嶼
の
西
に
位
置
す
る
と
誤
認
し
た
記
録
を
逐
一
解
釋
す
る
（
第
五
十
八
至
六
十
一
頁
）。

舜
功
『
日
本
一
鑑
』（
西
暦
千
五
百
五
十
六
年
）「
萬
里
長
歌
」：
上
聯
「
或
は
梅
花
の
東
の
山
麓
よ
り
、
籠
の
上
に
釣
魚
の
目
を
開
く
。
原

。
小
東
島
の
籠
山
を
取
る
。
…
（
中
略
）
…
約
し
て
十
更
に
至
っ
て
釣
魚
嶼
を
取
る
。
…
…
釣
魚
嶼
は
小
東
の
小
嶼
な
り
。
…（
中
略
）…
約
す
れ
ば
四
更
に
至
り
、
黄
麻
嶼
を
取
る
。
」
下
聯
「
黄
麻
・
赤
坎
・
古
米
の
巓
き
、
馬
齒
・
琉
球
・
と
し
て
先
な
り
。
原

。
黄
・
赤
坎
・
古
米
・
馬
齒
・
琉
球
・
范
は
皆
な
海
山
な
り
。
黄
麻
嶼
盡
き
て
、
…
（
中
略
）
…
約
し
て
十
更
に
至
り
、
赤
坎
嶼
を
取
る
。」
議
上
聯
は
專
ら
臺
灣
島
附
近
を
詠
ず
る
。「
釣
魚
の
目
を
開
く
」
と
は
鷄
籠
山
上
で
釣
魚
嶼
を
遠
望
で
き
る
こ
と
を
指
す
。
古
人
は
北
を
下
と
し
た
の
で
、
こ
の
「
上
」
字
は
山
上
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
う
な
る
と
句
中
の
釣
魚
嶼
は
彭
家
山
附
近
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。「
小
東
」
は
臺
灣
島
附
近
の
海
域
を
指
し
、
そ
の
中
の
「
小
嶼
」
は
八
重
山
以
西
の
各
小
島
の
一
つ
を
指
す
。
臺
灣
北
方
三
島
が
最
も
そ
れ
に
ふ
さ
は
し
い
（
尾
崎
重
義
の
上
述
論
文
）。
上
聯
の
末
の
釣
魚
嶼
は
四
更
（
一
百
二
十
キ
ロ
）
を
隔
て
て
黄
麻
嶼
に
達
し
、
現
代
の
彭
家
山
か
ら
尖
閣
ま
で
の
間
の
距
離
（
實
測
約
百
四
十
キ
ロ
）
に
符
合
す
る
。
鷄
籠
か
ら
釣
魚
嶼
ま
で
の
間
の
十
更
は
、
別
系
列
（
甲
系
列
）
尖
閣
情
報
が
混
入
し
た
と
解
し
得
る
。
下
聯
は
專
ら
尖
閣
か
ら
琉
球
ま
で
の
間
の
各
島
を
詠
ず
る
。「
」
は
一
條
す
ぢ
の
海
路
が
蜿
蜒
と
し
て
長
く
、
恰
も
現
代
の
所
謂
列
島
の
如
き
を
喩
へ
る
。
假
に
上
聯
の
釣
魚
嶼
が
尖
閣
釣
魚
嶼
で
あ
れ
ば
、
上
下
聯
の
間
は
久
場
島
と
魚
釣
島
と
の
間
の
二
十
七
キ
ロ
近
さ
で
隔
て
る
こ
と
と
な
り
、
通
じ
に
く
い
。（
以
上
の
解
釋
は
尾
崎
重
義
新
説
か
ら
筆
者
が
展
開
し
た
。）

若
曾
・
胡
宗
憲
『
籌
海
圖
編
』
（
西
暦
千
五
百
六
十
二
年
）
卷
一
「
福
建
沿
海
山
沙
圖
」
の
排
列：
「
鷄
籠
山－
彭
加
山－
釣
魚
嶼－
化
瓶
山－
黄
毛
山－
赤
嶼
。」
議
釣
魚
嶼
は
彭
家
山
と
花
瓶
嶼
と
の
間
で
臺
灣
北
方
三
島
附
近
に
位
置
し
、

舜
功
「
萬
里
長
歌
」
と
相
通
じ
る
。
萬
暦
以
下
の
海
防
書
は
往
々
こ
れ
を
轉
載
す
る
。
清
・
全
魁
『
乘
槎
集
』（
西
暦
千
七
百
五
十
六
年
）「
南
臺
よ
り
船
に
登
り
海
に
泛
び
中
山
に
抵
る
即
事
十
四
首
」（『
煕
朝
雅
頌
集
』
卷
七
十
九
）
第
五
首
「
風
饕
し
波
囓
む
五
雲
根
、
電
掣
星
馳
、
海
門
を
出
づ
。
萬
頃
の
汪
洋
に
首
を
囘
ら
し
て
望
め
ば
、
青
山
一
髮
是
れ
中
原
な
り
。」
議
船
が
清
國
を
離
れ
る
さ
ま
を
詠
ず
る
。
五
虎
門
が
ほ
ぼ
清
國
の
東
界
と
な
っ
て
を
り
、
常
例
に
符
合
す
る
。
〔
雲
根
〕
岩
石
。
〔
五
雲
根
〕
福
州
沿
岸
の
五
虎
門
。
第
六
首
「
夕
陽
の
時
候
、
海
泓
渟
た
り
。
目
送
す
、
金
烏
の
杳
冥
に
入
る
を
。
萬
片
の
餘
霞
、
紅
な
る
こ
と
綺
に
似
た
り
。
釣
魚
臺
遠
く
、
一
螺
青
し
。」
議
「
一
螺
」
は
花
瓶
嶼
に
擬
し
て
よ
い
。
英
國
人
が
「
Ｐ
ｉ
ｎ
ｎ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ
」（
尖
頭
）
を
以
て
命
名
し
た
の
は
一
語
も
て
肯
に
中
っ
て
ゐ
る
。
現
今
（
五
八
）
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の
尖
閣
諸
島
中
、
南
北
小
島
も
頂
が
尖
っ
て
を
り
、
英
國
人
の
命
名
は
花
瓶
嶼
と
同
じ
だ
が
、
惜
し
く
も
三
五
螺
に
分
か
れ
、
一
螺
で
は
な
い
た
め
、
複
數
語
尾
「
ｓ
」
が
加
は
っ
て
ゐ
る
。
〔
泓
渟
〕
水
深
き
貌
。
〔
螺
〕
小
嶼
の
尖
頂
を
形
容
す
る
。
第
七
首
「
波
を
拍
つ
翔
鳥
、
白
き
こ
と
雪
の
如
く
、
水
を
弄
ぶ
游
鱗
、
疾
き
こ
と
梭
に
似
た
り
。
聞
く
是
れ
海
神
の
接
引
せ
し
む
る
と
、
靈
風
盡
日
、
大
旗
多
し
。」
議
釣
魚
臺
（
今
の
花
瓶
嶼
）
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
終
日
の
好
風
で
高
速
前
進
す
る
。
花
瓶
嶼
か
ら
尖
閣
ま
で
の
長
驅
百
五
十
キ
ロ
を
指
す
筈
で
あ
っ
て
、
今
の
釣
魚
嶼
と
黄
尾
嶼
と
の
間
の
二
十
七
キ
ロ
を
指
す
筈
が
無
い
。
〔
靈
風
〕
好
風
。
〔
大
旗
〕
風
向
旗
が
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
る
。
徐
葆
光
『
海
舶
三
集
』
卷
二
「
海
舶
謠
」
第
十
首：
「
旗
脚
の
靈
風
三
日
夜
、
暗
中
に
飛
び
過
ぐ
幾


」。
旗
脚
は
風
向
旗
の
末
の
尖
っ
た
處
を
指
す
。
全
魁
の
詩
は
徐
葆
光
に
本
づ
い
て
作
っ
た
の
だ
ら
う
。
第
八
首
「
天
、
一
線
も
て
華
彝
を
界
せ
し
む
。
溝
水
冥
冥
と
し
て
陰
火
迷
ふ
。
剛
に
蛟
龍
、
初
睡
の
熟
す
る
を
趁
へ
ば
、
過
帆
、
誰
か
敢
へ
て
更
に
犀
を
燃
や
さ
ん
。」
議
終
日
の
好
風
で
尖
閣
に
到
達
す
る
前
に
一
す
ぢ
の

溝
が
華
夷
の
界
と
な
っ
て
ゐ
る
。
實
際
は
暗
夜
に
鬼
火
を
見
た
だ
け
で
、

溝
は
見
え
な
い
。
犀
の
角
を
燃
や
し
て
溝
を
照
ら
し
龍
神
を
驚
か
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
歴
來

溝
は
傳
説
に
過
ぎ
ず
、
暗
中
に
渡
り
、
目
睹
し
た
者
は
一
人
も
ゐ
な
い
。
し
か
し
尖
閣
西
側
海
域
で
祭
を
設
け
た
の
は
、
既
に
遠
く
清
國
を
離
れ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の

溝
は
上
述
の
唐
氏

潮
に
擬
し
得
る
。
〔
彝
〕
清
人
は
夷
を
避
け
て
彝
と
す
る
。
〔
燃
犀
〕
犀
角
に
火
を
點
じ
、
以
て
海
中
の
怪
物
を
照
ら
す
。
第
九
首
「
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
に
連
な
り
、
舟
人
遙
か
に
望
め
ど
尚
ほ
疑
猜
す
。
誰
か
知
ら
ん
早
く
も
已
に
姑
米
に
來
り
、
號
火
と
し
て
水
隈
に
傍
ふ
。」
議
長
途
紆
繞
し
、
黄
尾
嶼
、
赤
尾
嶼
が
見
え
ず
猜
疑
す
る
。
し
か
し
作
者
の
觀
念
中
で
黄
尾
嶼
は
赤
尾
嶼
と
一
つ
に
連
な
り
、『
指
南
廣
義
』
と
同
じ
で
あ
る
。
今
の
釣
魚
嶼
（
魚
釣
島
）
と
黄
尾
嶼
（
久
場
島
）
と
の
近
さ
に
擬
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
五
首
の
島
嶼
は
順
次
左
の
如
し：
五
虎
門－
釣
魚
臺－
終
日
の
大
洋－
溝
界－
黄
尾
嶼
赤
尾
嶼
の
連
續－
姑
米
山
。
全
魁
は
周
煌
と
同
行
し
た
が
、
周
煌
『
琉
球
國
志
略
』
卷
五
所
載
の
航
海
紀
録
は
こ
の
詩
と
一
致
し
な
い
。
し
か
し
詩
は
文
人
の
觀
念
を
代
表
し
、
航
海
紀
録
は
往
往
前
人
の
針
簿
に
束
縛
さ
れ
る
。
兩
者
が
一
致
す
る
か
否
か
は
情
状
を
酌
量
し
て
解
す
べ
き
で
あ
る
。
〔
號
火
〕
琉
球
の
小
船
は
號
火
で
封
舟
を
迎
接
す
る
。
清
・
周
煌
『
海
東
集
』（
西
暦
千
七
百
五
十
六
年
）
「
望
鷄
籠
山
」：
「
路
、
扶
桑
に
入
る
は
尚
ほ
幾
更
ぞ
、
何
れ
の
年
に
か
こ
の
山
に
籠
着
せ
ら
れ
て
鳴
く
。
舟
中
す
で
に
玻
璃
の
漏
有
り
、
ま
た
待
た
ん
や
朝
陽
の
第
一
聲
。」
「
望
釣
魚
臺
」：
「
一
髮
の
青
山
に
釣
絲
を
認
む
、
竿
を
投
じ
て
終
古
、
珊
枝
を
拂
ふ
。
試
み
に
看
よ
今
日
、
舟
人
の
喜
ぶ
を
、
是
れ
淵
に
臨
ん
で
羨
や
み
を
起
こ
す
時
な
ら
ず
」（
原
：
海
行
す
る
に
山
を
見
れ
ば
則
ち
喜
ぶ
）。
議
鷄
籠
山
を
過
ぎ
て
後
、
一
髮
の
青
山
の
如
く
平
坦
な
島
影
は
、
現
今
の
彭
佳
嶼
に
擬
す
べ
き
で
あ
る
。
〔
拂
珊
枝
〕
杜
甫
が
人
を
東
南
に
送
っ
た
詩
に
曰
く
、「
釣
竿
、
珊
瑚
樹
を
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３２８―
（
五
九
）
拂
は
ん
と
欲
す
」
と
。
東
南
の
海
中
で
垂
釣
す
る
こ
と
を
喩
へ
る
。
〔
臨
淵
起
羨
〕
魚
を
捕
へ
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
は
舟
人
が
島
を
見
て
喜
ぶ
こ
と
垂
釣
の
樂
し
み
に
勝
る
こ
と
を
指
す
。
「
海
上
即
事
四
首
」
第
二
首：
「
…
（
上
略
）
…
水
を
分
か
つ
こ
と
犀
に
似
て
木
柿
を
投
じ
、
波
を
出
づ
る
こ
と
蒜
の
如
く
花
瓶
を
見
る
（
原
：
嶼
名
な
り
）。
豈
に
知
ら
ん
中
外
に
も
と
界
無
く
、
溝
祭
空
し
く
四
溟
を
説
く
を
煩
は
す
と
は
（
原
：
舟
の

水
溝
を
過
ぐ
る
や
、
牲
を
投
じ
て
以
て
祭
る
。
相
ひ
傳
ふ
、
中
外
の
分
界
す
る
處
な
り
と
）。」
議

溝
は
必
ず
暗
く
な
っ
て
か
ら
祭
る
の
で
、
歴
代
一
人
も
目
睹
し
た
者
は
無
い
。
こ
の
句
も
そ
の
一
證
と
な
る
。
し
か
し

潮
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
上
述
の
唐
氏

潮
は
確
か
に
存
在
し
た
。
〔
犀
〕
靈
獸
「
通
天
犀
」
の
角
に
白
線
一
す
ぢ
が
貫
通
し
て
ゐ
る
。
航
跡
が
波
を
分
け
て
進
む
こ
と
を
喩
へ
る
。
〔
木
柿
〕
木

。
海
に
投
じ
て
舟
速
を
測
る
。
〔
蒜
〕
に
ん
に
く
。
皮
剥
き
を
小
島
が
波
間
に
出
る
こ
と
に
喩
へ
る
。
〔
花
瓶
〕
花
瓶
嶼
、
臺
灣
北
方
三
島
の
一
つ
。
海
中
に
突
出
し
、
に
ん
に
く
の
形
状
に
似
る
。
〔
四
溟
〕
こ
れ
よ
り
前
の
數
度
の
册
封
使
は
往
々
四
溟
を
以
て
琉
球
周

海
域
を
喩
へ
る
。
〔
中
外
〕
内
外
。
内
外
の
界
が
見
つ
か
ら
ず
、
界
外
の
溟
海
は
傳
説
に
過
ぎ
ず
、
空
言
を
要
し
な
い
こ
と
を
言
ふ
。
第
三
首：
「
…
（
上
略
）
…
海
舶
、
ま
さ
に
黄
帽
と
と
も
に
往
く
べ
し
（
原
：
接
封
大
夫
は
黄
帽
な
り
）、
水
仙
、
元
よ
り
赤
鱗
と
と
も
に
歸
る
（
原
：
釣
魚
臺
を
過
ぐ
れ
ば
大
鯊
魚
有
り
て
舟
に
隨
ふ
）。」
議
釣
魚
臺
は
先
の
一
首
に
見
え
て
、
こ
こ
で
は

文
で
言
及
す
る
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
詩
中
の
各
嶼
の
順
は
左
の
通
り：
鷄
籠
山－
釣
魚
臺－
花
瓶
嶼－
黒
水
溝－
黄
帽
（
黄
尾
嶼
）－
赤
鱗
（
赤
尾
嶼
）。
周
煌
も
釣
魚
嶼
が
臺
灣
島
北
方
に
在
る
と
誤
認
し
て
を
り
、
前
人
の
認
知
と
同
じ
だ
と
分
か
る
。
〔
黄
帽
〕
琉
球
の
官
帽
。
こ
こ
で
は
黄
尾
嶼
と
雙
關
の
語
。
〔
赤
鱗
〕
古
仙
琴
高
は
水
に
潛
り
、
赤
鯉
を
騎
し
て
返
っ
た
。
こ
こ
で
は
赤
尾
嶼
と
雙
關
の
語
。
清
・
錢
福
林
「
趙
殿

文
楷
・
李
舍
人
鼎
元
の
琉
球
を
冊
封
す
る
を
送
る
詩
」（
西
暦
千
八
百
年
）：
「
五
日
に
し
て
釣
魚
臺
あ
り
、
三
日
に
し
て
平
佳
灣
あ
り
。
黄
尾
と
赤
尾
と
、
島
嶼
相
ひ
連
環
す
。」
議
黄
尾
嶼
が
赤
尾
嶼
と
一
つ
に
連
な
っ
て
ゐ
る
。『
籌
海
圖
編
』
の
「
福
建
使
往
日
本
針
路
」
及
び
『
指
南
廣
義
』
な
ら
び
に
全
魁
『
乘
槎
集
』
と
一
致
す
る
。
五
日
と
三
日
と
は
、
或
は
第
五
と
第
三
と
を
倒
置
し
て
脚
韻
に
合
は
せ
た
と
言
へ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
『
日
本
一
鑑
』
以
下
の
例
か
ら
見
れ
ば
、
釣
魚
臺
が
西
に
、
彭
家
山
が
東
に
在
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
上
聯
で
臺
灣
北
方
三
島
、
下
聯
で
尖
閣
列
島
を
詠
ず
る
の
は
『
日
本
一
鑑
』
に
も
と
づ
く
。
魚
釣
島
、
久
場
島
の
至
近
距
離
が
上
下
聯
に
分
屬
し
た
と
す
れ
ば
解
法
と
し
て
通
じ
難
い
。
〔
平
佳
灣
〕
彭
家
山
。
清
・
齊
鯤
『
東
瀛
百
詠
』
内
「
航
海
八
詠
」
（
西
暦
千
八
百
八
年
）
第
五
首
「
赤
尾
嶼
」：
「
赤
尾
は
黄
尾
に
連
な
り
、
參
差
と
し
て
島
嶼
分
か
た
る
。
魚
、
身
半
ば
露
は
（
六
〇
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３２７―
れ
、
紅
日
、

は
焚
く
が
如
し
。」
議
齊
鯤
も
前
人
と
同
じ
く
黄
尾
嶼
と
赤
尾
嶼
と
が
一
處
に
連
な
る
と
し
て
ゐ
る
。
今
の
南
北
小
島
、
魚
釣
島
、
久
場
島
に
擬
す
べ
き
で
あ
る
。
清
・
陳
觀
酉
『
含
暉
堂
遺
稿
』
卷
二
「
琉
球
雜
咏
」
（
西
暦
千
八
百
三
十
六
年
）
第
三
首：
「
釣
魚
臺
過
ぎ
て
花
瓶
を
問
ふ
。
萬
里
の
靈
槎
、
客
星
耀
く
。」
議
花
瓶
嶼
が
釣
魚
嶼
の
東
に
在
る
。『
日
本
一
鑑
』
以
下
、『
籌
海
圖
編
』、
『
指
南
廣
義
』、
全
魁
、
周
煌
等
を
經
て
陳
觀
酉
に
至
る
ま
で
、
一
系
列
を
成
す
。
丙
系
列
で
あ
る
。
〔
靈
槎
〕
册
封
船
を
指
す
。
卷
内
の
詩
に
よ
れ
ば
、
西
暦
千
八
百
三
十
六
年
に
陳
觀
酉
は
册
封
使
船
で
琉
球
に
東
渡
し
た
。
〔
客
星
〕
渡
海
は
星
の
銀
河
を
渡
る
が
如
し
。
【
丙
乙
兩
系
列
を
合
併
す
】
清
・
方
濬
頤
「
臺
灣
地
勢
番
情
紀
略
」（
約
西
暦
千
八
百
七
十
六
年
）：
「
鷄
籠
山
陰
に
釣
魚
嶼
な
る
者
有
り
、
舟
泊
す
べ
し
、
こ
れ
宜
し
く
防
を
設
く
べ
し
。」（『
二
知
軒
文
存
』
卷
二
十
一
）
議
山
陰
は
正
北
方
で
あ
り
、
臺
灣
北
方
島
嶼
を
指
す
。
丙
系
列
と
同
じ
で
尖
閣
釣
魚
嶼
で
は
な
い
。
し
か
し
單
獨
で
釣
魚
嶼
を
記
載
し
、
舟
も
停
泊
で
き
る
の
は
乙
系
列
と
同
じ
で
あ
る
。
方
濬
頤
の
概
念
で
は
乙
系
列
の
黄
叔
『
臺
海
使
槎
録
』
の
釣
魚
臺
は
丙
系
列
の
臺
灣
北
方
釣
魚
臺
で
あ
る
。
誤
認
と
し
て
も
、
釣
魚
嶼
を
認
識
す
る
歴
史
か
ら
言
へ
ば
意
義
は
重
大
で
あ
る
。
ま
た
當
時
は
防
衞
を
鷄
籠
北
方
の
島
嶼
に
設
け
る
ま
し
か
考
慮
し
な
か
っ
た
と
分
か
る
。
「
大
清
通
商
十
五
口
圖
」（
凾
題
に
見
ゆ
。
圖
は
「
清
國
沿
海
諸
省
」
と
題
す
）
議
こ
の
圖
は
明
治
八
年
に
手
繪
さ
れ
た
。
歐
洲
人
の
精
確
な
地
理
情
報
を
基
本
と
し
て
、
漢
文
「
彭
佳
山
」「
釣
魚
嶼
」「
黄
尾
嶼
」「
赤
尾
嶼
」
四
名
稱
を
標
し
て
ゐ
る
。
從
來
紛
繁
に
し
て
定
ま
ら
な
か
っ
た
名
稱
及
び
位
置
を
今
日
の
形
式
に
確
定
し
た
。
後
に
日
本
の
朝
野
は
多
く
こ
れ
に
よ
っ
て
釣
魚
嶼
列
島
を
認
識
し
、
第
二
次
大
戰
後
に
中
華
民
國
及
び
中
華
人
民
共
和
國
も
日
本
の
定
名
定
位
を
受
け
容
れ
た
。
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３２６―
（
六
一
）
「
大
清
通
商
十
五
口
圖
」、
國
立
公
文
書
館
藏
（
六
二
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３２５―
第
三
議
中
外
の
界
【
赤
尾
嶼
の
東
側
】
汪
楫
『
使
琉
球
雜
録
』（
西
暦
千
六
百
八
十
三
年
）
卷
五
「
神
異
」：
「
暮
れ
に
薄
り
て
郊
を
過
ぐ
（
自
注
、
或
は
溝
に
作
る
）。
風
濤
大
い
に
作
こ
る
。
生
け
る
猪
羊
各
一
を
投
じ
、
五
斗
の
米
粥
を
し
、
紙
船
を
焚
く
。
鉦
を
鳴
ら
し
鼓
を
撃
ち
、
諸
軍
皆
な
甲
し
、
刃
を
露
は
し
舷
に
俯
せ
、
敵
を
禦
ぐ
の
状
を
な
し
、
こ
れ
を
久
し
く
し
て
始
め
て
息
む
。
問
ふ
「
郊
の
義
は
何
に
か
取
る
」
と
。
曰
く
「
中
外
の
界
な
り
」
と
。「
界
は
何
に
於
い
て
か
辨
ず
」
と
。
曰
く
「
懸
揣
す
る
の
み
。
然
れ
ど
も
頃
者
、
恰
か
も
其
の
處
に
當
る
、
臆
度
に
非
ざ
る
な
り
」と
。」
議
汪
楫
「
東
沙
山
を
過
ぐ
れ
ば
是
れ
山
の
盡
く
る
處
な
り
」の
一
語
（
【
島
嶼
の
界
線
】
に
前
述
）
は
、
す
で
に
馬
祖
列
島
の
東
を
界
外
と
認
定
し
て
ゐ
た
。
且
つ
汪
楫
は
臺
灣
海
峽
で
す
で
に
琉
球
の
案
内
人
に

り
（【
針
路
の
界
線
】
に
前
述
）、
歴
代
の
史
料
も
馬
祖
列
島
以
東
が
全
て
琉
球
人
の
案
内
海
域
だ
っ
た
こ
と
を
記
載
す
る
。
さ
れ
ば
こ
の
中
外
は
疑
ひ
な
く
琉
球
の
案
内
人
の
語
で
あ
り
、
琉
球
を
中
と
す
る
。
古
人
が
地
勢
を
論
ず
る
に
は
皆
な
風
水
に
從
ふ
。
況
や
こ
れ
は
郊
界
の
祭
で
あ
る
か
ら
風
水
の
術
語
に
外
な
ら
な
い
。
琉
球
の
風
水
は
首
里
を
中
と
す
る
こ
と
後
述
す
る
。
今
の
チ
ャ
イ
ナ
人
は
中
外
を
以
てChin
a
and
fo
reig
n
co
u
ntry
を
指
す
が
、
清
末
以
上
は
さ
う
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
國
語
辭
典
「
中
外
」
條
に
はChina
の
義
を
缺
き
、
古
義
を
保
っ
て
ゐ
る
。
清
・
齊
鯤
「
東
瀛
百
詠
」
内
「
航
海
八
詠
」
第
六
首
「

溝
洋
」：
「
大
海
に
中
外
無
し
、
渾
然
と
一
溝
を
劃
す
。
合
黎
は
異
派
に
通
じ
、
分
水
は
同
流
に
あ
つ
ま
る
。
金
鼓
昏
中
に
震
ひ
、
羔
豚
暗
裡
に
投
ず
。
馮
夷
も
と
順
を
い
た
す
、
必
ず
し
も
戈
矛
を
耀
か
さ
ざ
れ
。（
原
注
）
舊
録
に
云
く
、

水
溝
を
過
ぐ
る
に
生
け
る
羊
豕
を
投
じ
て
以
て
祭
り
、
且
つ
威
す
る
に
兵
を
以
て
す
と
。
茲
に
但
だ
昏
時
に
ゆ
き
て
望
祭
す
、
兵
を
用
ゐ
る
所
無
し
。」
議
第
四
首
で
赤
嶼
を
詠
ず
る
の
は
今
略
す
。
そ
の
後
の
第
六
首
で
中
外
の
界
を
詠
ず
る
の
は
赤
嶼
の
東
側
海
域
で
あ
る
。
し
か
し
暗
中
で
見
え
ず
、
且
つ
中
外
と
だ
け
言
っ
て
華
夷
と
言
は
な
い
。
費
錫
章
『
一
品
集
』
卷
下
（
西
暦
千
八
百
八
年
）
詩
題
「

溝
洋
」、
自
注
「
中
外
分
界
の
處
」、
詩
に
云
く：
「
豕
を
執
り
羊
を
牽
き
濁
流
に
付
す
、
舵
師
鞠
し
て
船
頭
に

る
。
端
無
く
も
我
が
游
仙
の
夢
を
破
る
、
鉦
鼓
、
天
に
喧
し
く

溝
を
過
ぐ
。」
議
こ
の
「

溝
洋
」
は
太
平
山
（
宮
古
島
）
を
經
由
し
た
後
に
作
ら
れ
、
釣
魚
嶼
の
東
方
に
位
置
す
る
。
し
か
し
鉦
鼓
が
仙
夢
を
破
る
の
は
夜
間
に
溝
を
祭
る
こ
と
を
示
し
、
溝
の
有
無
は
目
睹
で
き
な
い
。
中
外
と
だ
け
言
っ
て
中
華
と
言
は
な
い
の
は
、
清
國
か
ら
あ
ま
り
に
も
遠
い
か
ら
だ
ら
う
。
語
は
汪
楫
に
も
と
づ
い
て
を
り
、
琉
球
を
中
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
費
錫
章
が
汪
楫
の
原
意
を
理
解
し
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
【
琉
球
の
風
水
】
琉
球
の
舟
夫
が
汪
楫
に
告
げ
た
「
中
外
之
界
」
は
琉
球
を
中
と
す
る
。
史
料
を
列
す
れ
ば
渙
然
氷
釋
す
る
。
﹇
鎭
山
﹈
李
鼎
元
『
使
琉
球
記
』
卷
五
陰
暦
九
月
八
日：
「
王
叔
尚
周
、
邀
へ
て
辨
岳
に
游
ぶ
。
岳
は
王
宮
の
東
南
三
里
許
り
に
在
り
。
…
（
中
略
）
…
國
王
の
封
を
受
く
る
や
、
必
ず
齋
戒
し
て
親
ら
祭
る
。
正
・
五
・
九
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３２４―
（
六
三
）
月
に
山
海
及
び
護
國
の
神
を
祭
る
は
皆
こ
こ
に
於
い
て
す
。
國
の
鎭
山
な
り
。」
議
辨
岳
は
一
國
の
背
後
の
主
山
で
あ
り
、
風
水
で
鎭
山
と
呼
ぶ
。
琉
球
風
水
は
首
里
を
中
と
し
、
西
を
外
と
し
、
東
の
辨
岳
を
背
と
す
る
。
﹇
大
宅
﹈
清
・
徐
葆
光
「
琉
球
三
十
六
島
圖
歌
」：
「
衆
星
の
羅
列
す
る
こ
と
皆
な
内
拱
す
、
中
山
の
大
宅
、
中
央
に
居
す
。」
議
衆
星
は
琉
球
各
島
で
あ
り
、
内
拱
は
首
里
に
向
か
ふ
意
で
あ
る
。
清
國
に
拱
す
る
の
で
は
な
い
。
﹇
前
望
﹈
『
球
陽
』
卷
十
、
尚
敬
王
元
年
（
西
暦
千
七
百
十
三
年
）：
「
正
議
大
夫
毛
文
哲
・
都
通
事
蔡
温
、
禁
城
並
び
に
國

及
び
玉
陵
を
相
す
。
…
（
中
略
）
…
も
し
俗
眼
を
以
て
こ
れ
を
觀
れ
ば
、
則
ち
首
里
城
何
ぞ
稱
す
る
に
足
り
ん
や
。
然
れ
ど
も
龍
の
來
歴
、
氣
脈
の
鍾
ま
る
所
、
誠
に
取
る
べ
き
有
り
。
…
（
中
略
）
…
茲
城
に
因
り
て
前
に
望
め
ば
、
則
ち
馬
齒
山
、
海
中
よ
り
特
起
し
、
こ
れ
が
錦
屏
を
爲
す
、
亦
た
能
く
諸
漏
洩
の
氣
を
遮
る
。
其
の
左
は
則
ち
小
禄
・
豐
見
城
地
方
な
り
、
諸
峰
聯
絡
し
、
こ
れ
が
青
龍
を
爲
し
、
以
て
城
都
を
鎭
む
。
其
の
右
は
則
ち
北
谷
・
讀
谷
山
地
方
な
り
、
諸
峰
伏
起
し
、
こ
れ
が
白
虎
と
爲
す
、
以
て
城
都
を
護
る
。
…
（
中
略
）
…
山
川
の
拱
す
る
所
、
皆
な
首
里
よ
り
吉
な
る
莫
し
。」議
琉
球
風
水
は
西
を
前
と
す
る
。
陳
侃
が
こ
れ
を
怪
異
と
看
做
し
た
こ
と
陳

『
使
琉
球
録
』
に
見
え
る
。
し
か
し
蔡
温
は
こ
の
文
で
決
し
て
改
向
し
て
は
な
ら
ぬ
と
主
張
し
、
典
範
と
し
て
『
球
陽
』
に
載
っ
た
。
﹇
第
一
外
障
﹈
李
鼎
元
『
使
琉
球
記
』
卷
六
、
嘉
慶
五
年
（
西
暦
千
八
百
年
）
十
月
二
十
日：
「
馬
齒
山
の
安
護
浦
に
收
ま
り
て
碇
を
下
す
。
山
勢
横
袤
二
十
里
、
犬

相
錯
し
、
海
中
に
出
沒
す
、
斷
ゆ
る
が
ご
と
く
續
く
が
ご
と
し
。
東
西
二
島
に
分
か
れ
、
中
山
の
第
一
外
障
と
爲
す
。」
議
馬
齒
山
（
慶
良
間
）
は
那
覇
に
近
く
、
第
一
と
す
る
に
適
す
る
。
土
那
己
（
渡
名
喜
）、
姑
米
（
久
米
島
）
は
第
二
、
第
三
に
擬
し
得
る
。
﹇
案
山
﹈
明
・
郭
汝
霖
「
重
編
使
琉
球
録
」
卷
上
「
使
事
紀
」：
「
土
納
己
山
は
琉
球
の
案
山
な
り
。」
議
土
納
己
は
馬
齒
の
西
に
在
り
、
風
水
で
は
前
と
さ
れ
る
。『
人
子
須
知
』
卷
五
「
砂
法
・
案
山
を
論
ず
」：
「
凡
そ
穴
前
の
低
小
の
山
、
名
づ
け
て
案
山
と
曰
ふ
。」
﹇
表
鎭
﹈
徐
葆
光
『
中
山
傳
信
録
』
卷
一
「
針
路
」：
「
姑
米
山
を
取
る
。」
自
：「
琉
球
の
西
南
方
の
界
上
の
鎭
山
な
り
。」
議
鎭
山
は
各
州
の
主
山
で
あ
る
。
姑
米
山
は
琉
球
國
の
西
界
だ
が
、
限
界
地
は
主
山
と
な
ら
な
い
。
徐
葆
光
が
「
界
上
」
と
述
べ
る
の
は
界
に
近
い
が
限
界
地
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
外
に
近
い
主
山
を
風
水
で
「
表
鎭
」
と
呼
ぶ
の
で
、
姑
米
に
擬
す
れ
ば
極
め
て
適
切
と
な
る
。
『
周
禮
』「
春
官
・
大
司
樂
」

玄
注：
「
四
鎭
は
山
の
重
大
な
る
者
な
り
。
揚
州
の
會
稽
・
青
州
の
沂
山
・
幽
州
の
醫
無
閭
・
冀
州
の
霍
山
を
謂
ふ
。」
賈
公
彦
疏：
「『
職
方
・
九
州
』
に
、
州
ご
と
に
各
の
鎭
山
有
り
。」
（
六
四
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３２３―
南
宋
・
金
履
祥
『
資
治
通
鑑
前
編
』
卷
一
禹
貢
「
海
岱
惟
青
州
」
注：
「
青
州
は
中
國
に
於
い
て
正
東
と
な
す
、
故
に
東
方
の
色
に
從
ふ
。
其
の
地
、
東
北
に
海
を
跨
ぎ
、
西
南
に
岱
を
距
つ
。
岱
即
ち
泰
山
な
り
、
是
れ
岱
宗
と
名
づ
け
ら
る
。
今
の
襲
慶
府
・
奉
符
縣
の
西
北
三
十
里
に
在
り
。
其
の
山
、
東
方
に
特
起
し
、
中
國
の
水
口
の
表
鎭
と
な
す
。」
南
宋
の
襲
慶
府
は
今
の
濟
寧
市
を
府
治
と
す
る
。
南
宋
の
奉
符
縣
は
今
の
泰
安
市
を
縣
治
と
し
て
、
南
宋
で
は
襲
慶
府
に
屬
す
る
。
金
履
祥
の
語
は
後
に
明
・
章
『
圖
書
編
』
卷
三
十
及
び
清
・
朱
鶴
齡
『
禹
貢
長
箋
』
卷
三
に
も
引
か
れ
る
。
﹇
郊
・
中
外
之
界
﹈（
前
述
）
議
汪
楫
は
舟
中
で
郊
を
祭
っ
た
。
郊
は
當
然
風
水
術
語
で
あ
り
、
一
國
の
最
外
に
位
置
す
る
。
﹇
界
地
﹈
郭
汝
霖
『
石
泉
山
房
文
集
』：
「
琉
球
の
境
に
渉
る
、
界
地
は
赤
嶼
と
名
づ
け
ら
る
。」（
前
述
）
議
姑
米
は
界
に
近
い
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
赤
嶼
こ
そ
最
外
の
界
で
あ
る
。
【
臺
灣
の
風
水
】
清
初
朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』
卷
六
十
八
「
兪
安
期
」：
「
安
期
、
初
め
策
と
名
の
る
、
字
は
公
臨
な
り
。
既
に
今
名
に
あ
ら
た
む
る
や
、
改
め
て
長
と
字
す
、
呉
江
の
人
な
り
。『
集
』
有
り
。
朱
雲
子
云
く
、『
長
、
語
に
雄
壯
多
し
、「
望
海
」
に
云
ふ
が
如
し
、「
星
、
東
極
に
臨
み
て
分
野
無
く
、
山
、
南
荒
に
入
り
て
沃
焦
有
り
」
と
。』」
議
明
國
の
時
、
星
野
は
大
陸
海
岸
ま
で
だ
っ
た
。
詩
歌
に
徴
し
て
も
こ
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
議
に
述
べ
た
方
志
中
の
疆
域
と
一
致
す
る
。
釣
魚
嶼
及
び
臺
灣
島
は
均
し
く
星
野
界
外
に
在
る
。
〔
東
極
〕
東
海
。
清
・
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳

』
卷
十
四
「
長
江
二
首
」
第
二：
「
浩
浩
終
に
息
ま
ず
、
乃
ち
知
る
東
極
臨
む
と
」
仇
注
「
東
極
は
東
海
を
指
す
。」
〔
沃
焦
〕
東
海
の
南
方
三
萬
里
の
海
底
の
山
。
清
・
朱
尊
『
曝
書
亭
集
』
卷
四
十
一
「
汪
檢
討
の
琉
球
に
使
す
る
を
送
る
の
序
」：
「
江
流
を
截
ち
て
浙
を
踰
え
、
お
ほ
い
に
艫
に
登
る
は
越
な
り
。
仰
ぎ
て
天
星
を
瞻
れ
ば
、
分
野
の
經
べ
き
無
し
。
傍
ら
に
三
老
を
睇
て
、
一
髮
を
指
す
は
彭
湖
島
な
り
。
島
の
樹
は
青
青
た
り
、
鳥
了
の
帥
は
紛
來
す
。
小
大
を
迎
へ
し
め
て
酒
を
奉
じ
、
雙
膝
を
跪
き
て
兩
手
を
搓
す
。
寶
章
を
殿
中
に
陳
べ
、
皇
帝
の
萬
を
祝
す
。」議
册
封
使
が
船
に
乘
る
や
、
經
る
べ
き
星
野
が
無
く
な
り
、
澎
湖
を
經
て
琉
球
に
達
し
、
國
王
が
恭
迎
す
る
と
い
ふ
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
明
國
中
葉
以
下
、
册
封
船
は
福
州
か
ら
出
航
し
、
澎
湖
を
經
な
か
っ
た
。
明
初
以
上
は
ま
だ
大
小
琉
球
を
分
か
た
ず
、
古
書
で
は
多
く
臺
灣
を
琉
球
と
呼
ん
だ
。
朱
彝
尊
は
古
書
を
雅
と
し
、
册
封
琉
球
使
が
澎
湖
か
ら
臺
灣
に
到
達
し
た
形
式
で
描
寫
し
て
ゐ
る
。
汪
楫
が
出
使
し
た
の
は
、
康
煕
二
十
二
年
（
西
暦
千
六
百
八
十
三
年
）
陰
暦
六
月
に
當
り
、
時
に
澎
湖
海
戰
が
正
に
酣
で
あ
り
、
清
國
は
未
だ
臺
灣
を
侵
奪
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
朱
尊
の
序
は
先
に
作
ら
れ
た
の
で
、
當
然
澎
湖
、
臺
灣
、
釣
魚
嶼
が
均
し
く
星
野
の
界
外
、
即
ち
文
明
界
外
に
在
る
と
看
做
し
た
。
恰
も
現
代
の
公
海
無
主
地
の
如
く
で
あ
る
。
〔
三
老
〕
船
員
。
〔
鳥
了
帥
〕『
隋
書
』
流
求
傳：
「
村
ご
と
に
鳥
了
帥
有
り
、
並
び
に
善
く
戰
ふ
者
を
以
て
こ
れ
を
爲
し
、
自
ら
相
ひ
樹
立
し
、
一
村
の
事
を
理
む
。」
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３２２―
（
六
五
）
康
煕
中
蒋
毓
英
『
臺
灣
府
誌
』
卷
一
「
分
野
」：
「
…
（
上
略
）
…
臺
灣
に
至
っ
て
は
、
遠
く
大
海
を
隔
つ
。
番
彝
の
荒
島
、
職
方
に
入
ら
ず
。
分
野
の
辨
、
未
だ
定
指
有
ら
ず
。
…
（
中
略
）
…
臺
灣
の
地
勢
を
按
考
す
る
に
、
南
に
極
ま
っ
て
東
に
な
な
め
な
り
。
其
の
道
里
を
計
る
に
、
當
に
女
虚
の
交
に
在
り
、
南
紀
の
極
と
爲
す
べ
し
、
亦
た
當
に
揚
州
の
境
に
附
し
、
以
て
一
統
の
盛
を
彰
ら
か
に
す
べ
し
。」
議
臺
灣
島
は
も
と
風
水
域
の
外
に
在
り
、
侵
奪
し
て
後
に
一
統
の
盛
ん
な
る
を
示
す
た
め
に
、
考
索
を
經
て
「
當
に
在
る
べ
し
」「
當
に
附
く
べ
し
」
の
説
を
創
始
し
た
。
清
初
の
議
論
は
多
く
こ
れ
に
類
す
る
。
又
卷
二
「
敘
山
」：
「
福
省
の
五
虎
門
よ
り
蜿
蜒
と
し
て
海
を
渡
り
、
東
の
か
た
大
洋
の
中
に
至
り
、
二
山
起
き
て
曰
く
關
同
、
曰
く
白
な
る
者
、
是
れ
臺
灣
諸
山
の
腦
龍
の
處
な
り
。
波
濤
に
隱
伏
し
、
海
を

ち
洋
を
渡
り
、
臺
の
鷄
籠
山
に
至
り
、
始
め
て
一
腦
を
結
ぶ
。」議
腦
龍
は
龍
脈
の
頭
で
あ
る
。
又
「
敘
山
・
臺
山
分
界
」：
「
鳳
山
・
諸
羅
、
縣
界
を
分
か
つ
と
雖
も
、
而
も
遠
峯
近
岫
、
郡
治
に
明
拱
暗
朝
せ
ざ
る
莫
し
。」
議
臺
灣
府
治
を
風
水
域
の
中
心
と
す
る
。
康
煕
以
下
臺
灣
龍
脈
の
説
は
、
暗
に
福
州
に
起
脈
し
、
鷄
籠
を
經
て
頭
と
し
、
府
治
を
腹
と
す
る
。
釣
魚
嶼
方
向
に
延
伸
し
な
い
。
清
・
高
拱
乾
『
臺
灣
府
志
』（
康
煕
三
十
五
年
自
序
）
卷
一
「
山
川
」：
「
鳳
山
・
諸
羅
、
縣
界
を
分
か
つ
と
雖
も
、
而
も
遠
峯
近
岫
、
郡
治
に
明
拱
暗
朝
せ
ざ
る
莫
し
。
深
山
の
中
が
ご
と
き
に
至
っ
て
は
、
轍
跡
罕
に
の
み
到
る
。
其
の
間
の
人
形
獸
面
・
烏
啄
鳥
嘴
・
鹿
豕
猴
・
涵
淹
卵
育
・
魑
魅
魍
魎
・
山
妖
水
怪
、
亦
た
時
に
出
沒
す
、
則
ち
又
た
別
の
一
世
界
な
り
。」
議
先
づ
西
岸
の
風
水
を
述
べ
て
、
後
に
別
の
一
世
界
を
述
べ
る
。
中
央
山
脈
以
東
は
全
て
風
水
域
外
即
ち
化
外
、
界
外
だ
と
分
か
る
。
文
中
の
遠
峯
近
岫
は
、
深
山
に
屬
し
な
い
以
上
、
界
内
の
諸
山
を
指
す
。
清
・
周
璽
『
彰
化
縣
志
』
卷
一
「
封
域
志
・
山
川
」：
「
脈
絡
相
ひ
聯
な
り
、
指
し
て
名
づ
く
べ
き
者
は
、
則
ち
源
を
福
寧
府
の
海
島
に
發
し
、
東
の
か
た
海
に
入
り
、
關
潼
・
白
、
大
海
の
中
に
護
送
し
、
乃
ち
重
洋
を
渡
り
て
腦
を
籠
に
結
ぶ
。
籠
嶼
、
海
中
に
突
起
し
、
上
に
荷
蘭
の
故
城
有
り
。
籠
嶼
よ
り
、
港
を

ち
て
東
す
れ
ば
、
曰
く
大
籠
山
、
巍
然
と
し
て
高
峻
な
り
、
と
し
て
雲
霄
を
插
す
、
是
れ
全
臺
の
郡
邑
の
太
祖
山
な
り
。
大
籠
よ
り
し
て
西
す
れ
ば
、
金
包
裏
山
と
爲
す
。
山
背
に
旗
干
石
有
り
て
對
峙
す
。
中
流
の
砥
柱
を
な
す
。
又
た
西
す
れ
ば
小
籠
山
と
な
す
。
山
の
右
に
石
有
り
、
空
な
る
こ
と
門
の
如
し
、
石
門
と
曰
ふ
。
…
（
下
略
）
…
」
議
龍
脈
は
福
建
沿
岸
島
嶼
に
濳
起
し
、
鷄
籠
嶼
を
經
て
腦
と
し
、
東
は
大
鷄
籠
山
で
極
ま
り
、
折
り
返
し
て
西
に
向
か
ふ
。
そ
の
下
文
は
次
第
に
西
に
南
に
進
み
、
彰
化
縣
治
に
達
す
る
の
は
今
略
す
。
分
支
が
釣
魚
嶼
方
向
に
延
伸
す
る
こ
と
は
全
く
無
い
。
〔
關
同
〕
南
で
は
「
竿
塘
」
と
同
音
で
、
今
の
馬
祖
列
島
の
南
竿
北
竿
で
あ
る
。
〔
白
〕
今
の
福
州
沿
岸
の
白
犬
列
島
。
は
古
の
切
、
又
た
苦
の
切
。
道
光
中
陳
壽
祺
『
重
纂
福
建
通
志
』
卷
一
「
星
野
」：
「
省
會
よ
り
籠
に
達
す
る
ま
で
、
水
道
亦
た
た
だ
七
更
の
み
。
浮
嶼
、
關
童
・
白
よ
り
以
て
旗
干
石
等
の
處
に
及
ぶ
ま
で
の
如
き
は
、
蛛
絲
馬
跡
に
似
て
、
脈
絡
昭
然
と
し
て
尋
ぬ
べ
し
。」
議
こ
れ
も
風
水
の
龍
脈
を
記
述
す
る
。
腦
龍
の
處
に
別
に
一
島
あ
り
、「
旗
干
石
」
と
い
ふ
。
今
の
地
は
未
確
定
。
文
の
通
り
な
ら
ば
福
州
、
鷄
籠
の
間
（
六
六
）
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に
在
る
。
釣
魚
嶼
の
方
向
に
は
蛛
絲
馬
跡
の
尋
ぬ
べ
き
も
の
す
ら
無
い
。
康
煕
中
蒋
毓
英
『
臺
灣
府
誌
』
卷
二
「
諸
羅
縣
山
」：
「
海
に
小
嶼
有
り
、
鷄
籠
嶼
と
曰
ふ
、
海
洋
の
中
に
在
り
、
鷄
籠
の
鼻
頭
山
と
相
對
し
て
其
の
西
に
在
り
。
桶
盤
嶼
と
曰
ふ
、
鷄
籠
嶼
の
西
に
在
る
。
其
の
嶼
、
平
坦
方
正
な
り
、
故
に
桶
盤
と
名
づ
け
ら
る
。
旗
干
石
と
曰
ふ
、
鷄
籠
の
鼻
頭
の
外
に
在
り
。
二
石
高
く
聳
え
、
形
、
旗
干
の
石
を
夾
む
が
如
し
、
因
っ
て
以
っ
て
名
と
爲
す
。
石
門
嶼
と
曰
ふ
。
旗
干
石
の
西
、
一
石
の
中
空
な
る
こ
と
圓
門
の
如
し
、
故
に
石
門
と
名
づ
け
ら
る
。
鷄
心
嶼
と
曰
ふ
、
石
門
の
西
に
在
り
。
状
、
鷄
心
の
如
く
然
り
、
故
に
名
づ
け
ら
る
。
則
ち
又
た
臺
灣
の
腦
龍
、
隱
見
す
る
處
な
り
。
」
〔
鷄
籠
嶼
〕
即
ち
大
鷄
籠
嶼
、
今
の
和
平
島
で
あ
り
、
基
隆
港
口
の
内
に
在
る
。
〔
鷄
籠
鼻
頭
〕
文
意
で
は
基
隆
港
の
東
に
在
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
〔
桶
盤
嶼
〕
今
の
和
平
島
の
西
部
で
あ
り
、
同
じ
く
基
隆
港
口
の
内
に
在
る
。
〔
石
門
〕
今
の
基
隆
市
界
の
西
、
新
北
市
石
門
區
北
部
に
在
り
、
臺
灣
島
の
最
北
界
で
あ
る
。
石
門
嶼
は
未
詳
。
〔
鷄
心
嶼
〕
未
詳
。
余
文
儀
『
續
修
臺
灣
府
志
』
卷
一
「
山
川
・
臺
灣
府
」：
「
臺
地
の
祖
山
は
福
州
よ
り
渡
海
し
、
北
よ
り
し
て
來
た
る
、
而
し
て
郡
治
又
た
南
に
近
し
、
故
に
木
岡
山
を
以
て
少
祖
と
爲
す
。」
議
風
水
の
龍
脈
は
、
福
州
か
ら
鷄
籠
を
經
て
祖
山
と
し
、
北
か
ら
南
下
し
、
木
岡
を
少
祖
山
と
す
る
。
釣
魚
嶼
方
向
に
向
か
っ
て
延
伸
し
な
い
。
康
煕
『
諸
羅
縣
志
』（
康
煕
五
十
六
年
自
序
）
卷
一
「
封
域
志
・
山
川
」：
「
…
其
の
指
し
て
名
づ
べ
き
者
、
福
州
の
五
虎
門
よ
り
、
山
勢
東
の
か
た
海
に
入
り
、
關
同
・
白
（
二
山
名
、
大
洋
の
中
に
在
り
）
を
導
き
て
以
て
南
し
、
漸
く
籠
港
に

る
に
、
突
と
し
て
一
嶼
浮
か
ぶ
、
曰
く
籠
嶼
と
（
内
に
番
社
有
り
。
以
下
凡
そ
番
社
と
稱
す
る
者
、
皆
な
番
の
居
す
る
所
な
り
）、
荷
蘭
の
故
城
有
り
（
嶼
の
西
に
在
り
）。
港
を

ち
て
東
し
、
曰
く
大
籠
山
と
、
外
海
の
天
半
に
巍
然
た
り
、
是
れ
臺
灣
郡
邑
の
祖
山
な
り
（
日
本
に
往
來
す
る
洋
船
、
皆
な
此
の
山
を
以
て
指
南
と
爲
す
）。
海
を
隔
て
て
參
差
と
し
て
嶼
と
浮
沈
し
て
こ
の
山
に
馮
翼
す
る
者
、
嶼
の
西
を
桶
盤
嶼
と
爲
す
、
東
北
を
鷄
心
嶼
と
爲
す
、
西
南
を
獅
毬
と
爲
す
。
而
し
て
左
右
に
隱
る
る
が
ご
と
く
、
あ
ら
は
る
る
が
如
き
者
、
東
を
直
加
連
嶼
と
爲
し
、
西
を
花
嶼
と
爲
す
。
兩
嶼
各
の
中
峰
起
つ
、
而
し
て
雙
つ
な
が
ら
小
嶼
を
傍
ら
に
列
す
、
潮
流
迅
急
に
し
て
、
約
す
れ
ば
大
鷄
籠
を
離
る
る
こ
と
一
更
の
水
程
あ
り
。」
議
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
鷄
籠
に
附
屬
す
る
島
も

か
に
花
瓶
嶼
、
棉
花
嶼
ま
で
で
止
ま
り
、
彭
佳
嶼
に
も
至
ら
な
い
。
彭
佳
嶼
は
最
も
北
に
あ
り
、
基
隆
か
ら
約
五
十
餘
キ
ロ
を
隔
て
る
。
ま
し
て
釣
魚
嶼
を
論
じ
得
よ
う
か
。
彭
佳
、
棉
花
、
花
瓶
の
三
名
稱
は
專
ら
釣
魚
嶼
航
路
中
に
見
え
て
、
一
脈
相
承
、
一
度
も
臺
灣
方
志
に
見
え
な
い
。
臺
灣
方
志
は
花
、
直
加
連
等
の
名
で
載
及
し
、
一
小
脈
を
北
に
出
す
の
み
で
あ
る
。
釣
魚
嶼
航
路
と
は
互
ひ
に
關
聯
せ
ず
、
ま
し
て
彭
佳
嶼
に
も
載
及
し
な
い
。
伊
能
嘉
矩
「
ア
ジ
ン
コ
ル
ト
島
調
査
復
命
書
」（『
臺
灣
總
督
府
公
文
類
纂
』
第
四
百
八
十
八
册
所
收
、
國
史
館
臺
灣
文
獻
館
藏
）
で
は
范
咸
『
重
修
臺
灣
府
志
』
の
卷
前
「
淡
水
廳
圖
」
及
び
卷
一
「
山
川
・
淡
水
廳
」
所
載
の
鷄
心
嶼
が
彭
佳
嶼
だ
と
す
る
。
し
か
し
府
志
の
里
數
で
算
す
れ
ば
非
で
あ
る
。
伊
能
が
彭
佳
嶼
別
名
草

嶼
と
す
る
の
も
清
國
方
志
に
見
え
な
い
。
龍
脈
が
暗
に
福
州
に
起
こ
り
、
鷄
籠
で
腦
を
な
し
、
蜿
蜒
と
南
に
向
か
ふ
。
花
瓶
、
棉
花
二
嶼
は
鷄
籠
に
憑
依
す
る
に
過
ぎ
ず
、
別
に
支
脈
が
鷄
籠
か
ら
東
北
に
伸
び
る
わ
け
で
は
な
い
。
釣
魚
嶼
は
遙
か
に
臺
灣
風
水
域
の
外
に
在
り
、
龍
脈
は
全
く
無
い
。
龍
脈
の
外
二
百
七
十
キ
ロ
が
赤
尾
嶼
で
あ
れ
ば
、
赤
尾
嶼
の
東
の
「
中
外
之
界
」
が
臺
灣
に
屬
し
得
よ
う
か
。
堪
輿
術
と
し
て
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３２０―
（
六
七
）
決
し
て
通
じ
な
い
。
逆
に
琉
球
を
觀
れ
ば
、
風
水
域
は
首
里
か
ら
西
が
次
第
に
外
と
な
り
、
赤
尾
嶼
で
盡
き
る
。
さ
れ
ば
「
中
外
之
界
」
が
琉
球
の
内
外
な
る
こ
と
、
風
水
で
一
貫
し
て
ゐ
る
。
釣
魚
嶼
は
恰
か
も
琉
臺
兩
域
の
風
水
の
空
隙
に
位
置
し
、
今
の
法
理
で
言
へ
ば
、
ま
さ
に
無
主
の
地
に
似
て
ゐ
る
。
必
ず
釣
魚
嶼
が
臺
灣
の
域
内
に
在
る
と
言
ふ
な
ら
ば
古
書
に
龍
脈
星
野
を
徴
せ
よ
。
〔
直
加
連
嶼
〕
北
方
三
島
中
の
棉
花
嶼
を
指
す
で
あ
ら
う
。
花
瓶
嶼
の
東
、
基
隆
か
ら
約
四
十
餘
キ
ロ
。
〔
花
嶼
〕
北
方
三
島
中
の
花
瓶
嶼
を
指
す
で
あ
ら
う
。
棉
花
嶼
の
西
に
在
り
、
基
隆
か
ら
約
三
十
餘
キ
ロ
。
〔
一
更
水
程
〕
古
人
は
一
更
を
六
十
里
と
定
め
た
こ
と
諸
書
に
散
見
す
る
。
約
三
十
キ
ロ
に
相
當
す
る
。
夏
獻
綸
『
全
臺
輿
圖
』
内
「
淡
水
縣
圖
」
は
花
嶼
を
西
と
し
、
扛
嶼
を
東
と
す
る
。
は
轎
に
同
じ
。
扛
轎
嶼
は
棉
花
嶼
を
指
す
で
あ
ら
う
。
（
六
八
）
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左夏
獻
綸
『
全
臺
輿
圖
』
内
「
淡
水
縣
圖
」（
い
ま
黄
清

『
臺
灣
輿
圖
曁
解
説
圖
研
究
』
第
四
十
五
頁
引
圖
を
用
ゐ
る
。
平
成
二
十
二
年
國
立
臺
灣
歴
史
博
物
館
印
行
。）
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３１８―
（
六
九
）
附
議
琉
球
大
洋
を
釋
す
本
論
壇
の
第
三
回
で
、
明
初
「
琉
球
大
洋
」
を
討
論
し
、
筆
者
は
古
人
が
多
く
臺
灣
海
峽
を
大
洋
と
し
た
と
發
言
し
た
。
劉
江
永
教
授
は
舉
證
せ
よ
と
筆
者
に
求
め
た
。
も
と
を

れ
ば
明
國
の
時
は
ま
だ
臺
灣
海
峽
概
念
が
無
く
、
往
往
臺
灣
、
鷄
籠
、
小
琉
球
が
各
一
島
だ
と
誤
認
さ
れ
た
。
萬
暦
末
以
下
次
第
に
相
連
な
っ
て
一
島
た
る
を
知
っ
た
。
參
照：
周
婉
窈
「
山
は
瑤
波
碧
浪
の
中
に
在
り
、
明
人
の
臺
灣
認
識
を
總
論
す
」、『
臺
大
史
學
報
』
第
四
十
期
、
平
成
十
九
年
。
又
「
明
清
文
獻
中
臺
灣
非
明
版
圖
證
」、『

欽
仁
教
授
榮
退
紀
念
文
集
』、
稻
郷
出
版
社
、
平
成
十
一
年
。
康
煕
二
十
八
年
（
西
暦
千
六
百
八
十
九
年
）
以
後
、
蒋
毓
英
『
臺
灣
府
誌
』
及
び
郁
永
河
『
裨
海
紀
遊
』
が
相
繼
ぎ
成
書
し
、
臺
灣
島
の
地
勢
が
福
建
本
土
と
互
ひ
に
腹
背
を
成
す
と
描
寫
し
た
。
こ
こ
で
臺
灣
海
峽
概
念
を
形
成
し
た
と
言
へ
る
。
さ
れ
ば
明
國
初
年
の
所
謂
「
琉
球
大
洋
」
概
念
は
、
そ
も
そ
も
臺
灣
海
峽
を
除
外
で
き
る
筈
が
な
い
。
舉
證
下
の
如
し
。
清
・
郁
永
河
『
裨
海
紀
遊
』
卷
上
、
康
煕
三
十
六
年
（
西
暦
千
六
百
九
十
七
年
）
二
月
二
十
一
日：
「
夜
半
、
紅
水
溝
を
渡
る
。
二
十
二
日
平
旦
、
黒
水
溝
を
渡
る
。
…
（
中
略
）
…
二
溝
倶
に
大
洋
の
中
に
在
り
。」
議
郁
永
河
は
黒
水
溝
を
渡
っ
て
澎
湖
に
到
達
し
た
。
厦
門
か
ら
澎
湖
ま
で
の
間
を
大
洋
と
稱
す
る
。
臺
灣
の
方
志
で
は
澎
湖
に
大
洋
、
小
洋
の
説
が
有
る
が
、
郁
永
河
は
大
小
洋
を
分
け
な
い
。
康
煕
中
蒋
毓
英
『
臺
灣
府
誌
』
卷
一
「
分
野
」：
「
…
（
上
略
）
…
臺
灣
に
至
っ
て
は
、
遠
く
大
海
を
隔
つ
、
番
彝
の
荒
島
、
職
方
に
入
ら
ず
。」
議
大
海
は
大
洋
で
あ
る
。
又
卷
二
「
敘
山
」：
「
福
省
の
五
虎
門
よ
り
蜿
蜒
と
し
て
海
を
渡
り
、
東
の
か
た
大
洋
中
に
至
り
、
二
山
起
き
て
曰
く
關
同
、
曰
く
白
と
。」
議
馬
祖
列
島
の
西
か
ら
早
く
も
大
洋
と
な
る
。
〔
關
同
〕
南
で
「
竿
塘
」
と
同
音
。
今
の
馬
祖
列
島
の
南
竿
、
北
竿
。
〔
白
〕
今
の
福
州
沿
岸
の
白
犬
列
島
。
は
姑
の
切
、
又
た
苦
の
切
。
清
・
周
璽
『
彰
化
縣
志
』
卷
一
「
封
域
志
・
山
川
」：
「
源
を
福
寧
府
の
海
島
に
發
し
、
東
の
か
た
海
に
入
れ
ば
、
關
潼
・
白
（
二
山
名
）、
大
海
中
に
護
送
す
。」
議
大
海
は
大
洋
で
あ
る
。
明
・
胡
宗
憲
『
籌
海
圖
編
』
卷
十
三
「
經
略
三
」
引
明
・
戚
繼
光
『
紀
效
新
書
』
卷
十
八
「
福
船
説
」：
「
福
船
は
高
大
な
り
、
…
（
中
略
）
…
但
し
吃
水
一
丈
一
二
尺
に
し
て
、
惟
だ
大
洋
に
利
あ
り
、
然
ら
ざ
れ
ば
多
く
は
淺
き
に
膠
す
、
風
無
け
れ
ば
使
（
駛
）
す
べ
か
ら
ず
。」
議
明
國
船
は
福
船
が
最
大
で
、
喫
水
四
メ
ー
ト
ル
、
主
に
臺
灣
海
峽
で
使
用
さ
れ
た
。
現
代
基
準
で
は
淺
海
船
と
な
る
。
か
り
に
臺
灣
海
峽
が
小
洋
で
あ
り
大
洋
で
な
け
れ
ば
、
原
文
は「
惟
利
大
小
洋
」に
作
る
筈
で
あ
る
。
よ
っ
て
戚
繼
光
は
臺
灣
海
峽
の
淺
海
を
大
洋
と
し
た
と
分
か
る
。『
籌
海
圖
編
』
も
こ
れ
を
引
き
、
代
表
的
記
述
と
な
っ
て
ゐ
る
。
〔
使
〕
駛
に
通
じ
る
。
兵
部
題
「
福
建
小
寨
の
把
總
李
應
龍
、
允
に
宜
し
く
遣
戍
す
べ
し
」
殘
稿：
（
七
〇
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
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「
賊
船
三
十
餘
隻
、
天
啓
五
年
六
月
二
十
七
日
に
於
い
て
、
本
寨
の
銅
鼓
の
洋
に
侵
突
す
。
…
（
中
略
）
…
賊
船
、
隨
ひ
戰
ひ
隨
ひ
走
る
。
應
龍
追
ひ
て
竿
塘
の
大
洋
に
至
る
、
賊
衆
三
十
餘
船
、
應
龍
等
の
船
を
と
り
て
圍
住
す
る
を
被
る
。
…（
中
略
）
…
應
龍
を
と
り
て
虜
去
す
。」
『
皇
明
實
録
』
嘉
靖
三
十
七
年
五
月
甲
戌：
「
福
建
の
倭
、
を
結
ん
で
海
口
よ
り
出
港
す
、
參
將
尹
鳳
・
督
武
舉
楊
承
業
等
、
舟
師
を
引
い
て
こ
れ
を
撃
つ
。
…
（
中
略
）
…
鳳
等
追
ひ
て
東
洛
の
外
洋
及
び
七
礁
・
白
大
・
棕
衣
大
洋
等
の
處
に
至
る
。」
『
嘉
靖
東
南
平
倭
通
録
』：
「
鳳
等
追
ひ
て
東
洛
の
外
洋
及
び
七
礁
・
白
大
・
棕
衣
大
洋
等
の
處
に
至
る
。」
『
明
史
』
卷
二
百
十
二
尹
鳳
傳：
「
鳳
邀
撃
し
、
其
の
七
舟
を
沈
む
、
追
ひ
て
外
洋
に
至
り
、
滸
嶼
・
東
洛
・
七
礁
に
連
戰
す
。」
議
滸
嶼
、
東
洛
、
白
犬
、
海
口
は
、
霞
浦
、
羅
源
、
連
江
、
福
清
の
間
に
位
置
し
、
た
だ
七
礁
だ
け
は
浙
江
に
屬
す
る
の
で
訛
誤
あ
り
と
思
は
れ
る
。
棕
衣
は
棕
簑
に
作
る
べ
き
で
、
連
江
縣
の
小
附
近
の
島
嶼
で
あ
る
。
〔
海
口
〕
今
の
福
建
の
福
清
市
の
海
口
鎭
。
〔
七
礁
〕
浙
江
の
温
嶺
沿
岸
の
島
嶼
に
大
七
礁
・
小
七
礁
あ
り
。
〔
東
洛
〕
福
建
の
長
樂
縣
沿
岸
及
び
羅
源
縣
沿
岸
に
と
も
に
東
洛
、
西
洛
列
島
が
あ
る
。
〔
白
大
〕
白
犬
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
今
の
馬
祖
列
島
中
の
光
島
。
〔
棕
衣
〕
棕
簑
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
形
近
く
義
も
近
い
。
明
・
卜
大
同『
備
倭
記
』
に
よ
れ
ば
福
建
の
連
江
縣
の
小
附
近
に
棕
簑
山
が
有
る
。
な
ほ
清
の
道
光
以
下
の
載
籍
に
棕
簑
澳
が
あ
り
、
福
建
の
福
鼎
縣
の
山
島
以
北
、
沙
港
以
南
に
位
置
す
る
。
棕
簑
澳
は
棕
簑
山
よ
り
も
三
百
年
晩
く
、
且
つ
澳
は
大
洋
で
は
な
い
の
で
、
卜
大
同
の
棕
簑
山
を
是
と
す
る
。
明
の
嘉
靖
の
間
の
卜
大
同
『
備
倭
記
』（
も
と
『
備
倭
圖
記
』
に
作
る
）「
險
要
」
條
に
云
く
、
「
上
竿
塘
・
下
竿
塘
・
棕
簑
山
・
海
壇
山
・
濂
澳
・
梅
花
港
・
磁
澳
・
松
下
、
是
れ
小
の
要
害
と
爲
す
」
こ
れ
に
よ
り
棕
簑
山
は
福
建
の
定
海
鎭
の
小
寨
附
近
の
要
害
だ
と
分
か
る
。
清
の
道
光
の
間
の
周
凱
『
廈
門
志
』
卷
四
「
北
洋
海
道
考
・
廈
門
よ
り
北
關
に
至
る
沿
三
十
六
澳
の
海
道
」
條
に
（「
」
字
は
語
で
澳
中
の
地
を
指
す
）、
南
か
ら
北
へ
「
烽
火
門
、
大
小
山
、
棕
蓑
澳
、
水
澳
、
沙
、
南
關
、
北
關
」
と
列
す
る
。
棕
簑
澳
は
山
の
北
に
在
る
。
北
關
は
福
建
最
北
界
。
清
の
咸
豐
の
間
の
李
廷
『
海
疆
要
略
必
究
』「
抛
船
行
船
の
各
の
礁
辨
水
辨
」
に
、
南
か
ら
北
へ
寧

澳
、
大
金
、
烽
火
門
、
棕
簑
澳
、
南
關
、
北
關
を
列
し
、
浙
江
の
南
界
に
至
る
。
清
の
道
光
の
間
の
李
増
階『
外
海
紀
要
』「
福
建
廈
門
よ
り
浙
江
・
江
南
・
上
海
・
天
津
各
處
の
洋
面
に
開
往
し
、
流
れ
を
逐
っ
て
寄
泊
す
る
澳
嶼
の
開
列
」
の
條
に
、
南
か
ら
北
へ
大
金
、
福
寧
港
口
、
大
兪
山
、
棕
簑
澳
、
南
關
、
北
關
を
列
す
る
。
〔
滸
嶼
〕
今
の
福
建
の
寧

の
霞
浦
縣
の
滸
嶼
村
。
（
終
）
（
２
０
１
７
年
１０
月
２７
日
受
理
）
いしゐのぞむ・和譯 釣魚嶼史三議
―３１６―
（
七
一
）
